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　──萬ばん代だいまでの竹の葉の酒

　　　飲めども変わらぬ　秋の夜の酒




　能、『猩しよう々じよう』。

　酒を好む化け生しようの生き物、猩々を描えがいて陽気な舞まいだ。

　とん、と跳とび上がる。華きや奢しやな身体からだが、羽根が生えたようにふわりと宙に舞う。

　空気を孕はらんだ袴はかまの裾すそから白い素す足あしが見え隠かくれし、鮮あざやかな余よ韻いんを残して観みる者の目を華はなやがせる。蝶ちようの薄うす羽根のように揺ゆらめく長い睫まつげが、白はく皙せきの面おもてに影かげを落とすさまが艶つややかだった。

　白はく火びが広げた扇おうぎを盃さかずきに見立て、細い喉のどを仰のけ反らせて呷あおる。

　盃を干したことを示してひらひらと扇を振ふってみせると、座もわっと沸わき立って笑いさざめく。激しい動きに琥こ珀はくの髪かみを乱し、妖よう艶えんと快活が矛む盾じゆんなく溶とけこんだ舞い姿だ。無礼講の宴うたげが、やんやの喝かつ采さいに彩いろどられる。

　──熱、い……。

　身体が熱く火ほ照てるのはきっと、酒の香かおりに酔よったのではなくこの渦うず巻まく熱気にあてられたせいだ。

　白火は思う。

　ここは蜘蛛くもの里。

　大おお江え山やまの山奥に張られた大きな蜘蛛の巣す城で、京を嘲あざ笑わらうかのように盛大な宴は夜ごと繰くり広げられる。

　身のうちを焦こがす熱気に、白い頰ほおがほの赤く染まる。

　右みぎ腕うでだけの舞い姿に猩々の滑こつ稽けいさを滲にじませ、その奥にしっとりと見え隠れする酒の色いろ香か。

　汲くめど尽つきせぬ酒の泉のように、宴は尽きない。

　山々のすべてが紅くれないに染まる季節。

　白火の目の前を、猩しよう々じよう緋ひにも似た真っ赤な血潮が吹ふき上げ、染め上げていった。







　誰だれかの悲鳴が聞こえる。
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「平和だわ……」

　ほどよい熱さのお茶を一口飲み、朧おぼろはめっきり秋らしくなってきた空を見上げる。

　今日も快晴、京の秋は赤と黄色に彩られて絢けん爛らん豪ごう華かだ。

　春が華やかな儚はかなさなら秋は芳ほう醇じゆんに溢あふれる美々しさで、味わい豊かに冬ふゆ支じ度たくを調ととのえる。

「洗せん濯たく物ものもよく乾かわくし、秋は食べ物もおいしいし」

　もう一口お茶を飲んで、ほーっと息をつく。しっとりと艶つやを帯びた黒くろ髪かみに花はな簪かんざしをひとつだけ挿さした、黒目がちの愛らしい少女だ。普ふ段だん着ぎの小花模様の着物の上に、白い前まえ掛かけを締しめているのが何だか板についている。

　のどかな昼下がり、朧にとっては家事の合間の貴重なひとときだ。小規模とはいえ、日にち輪りん座ざの家事いっさいを担になう朧の毎日は忙いそがしい。

「役者みなさんは外そと稽げい古こに出ているし、子供たちは遊びに行ってるし。芹せりさんたちはそれぞれお出かけしているし、夕ゆう餉げの支度に取りかかるにはまだ時間もある。買い置きがあるから買い出しに行く必要もないし……たまには、こんなふうにのんびりするのもいいもんよねえ」

　立ち上るお茶の香かおりを楽しむ。切り詰つめた生活の後こう遺い症しようなのか、それとももう習慣になっているのか、朧の淹いれるお茶は薄めだ。客用ならたっぷりと惜おしげもなく茶葉を使えるのだが、自分用にはどうもまだ茶葉を減らす癖くせが抜ぬけない。

　かすかに顔が映るような薄いお茶だが、京の茶葉はさすがに香りが高い。

「大体、春から色々ありっぱなしだったもの」

　日輪座が京に上ってきたのは春の矢先で、それから今までは本当にあっという間だった。

　小さな借り館やかたの縁えん側がわに腰こしかけしみじみとそんなことを思って、ふと気づく。

「あら嫌いやだ、あたし、もしかしておばちゃんぽい？」

　可愛かわいらしく頰に片手を当てて小首を傾かしげたところで、ささやかな平和が破られた。厄やつ介かいごとはいつも、穏おだやかな午後にやってくる。

「朧！　朧朧朧、どこだ!?」

　聞き馴な染じみのある、やわらかく甘い声が必死に朧を呼ぶ。

「あらら」

　がた、と縁側から滑すべり落ちかけた朧は、なんとか死守した湯飲みを置いて立ち上がった。

「朧！」

「ここよ白火！　お庭！……珍めずらしいわね、白火があんなに大声を上げるなんて」

「朧朧、大変なんだ！　どうしよう！」

　玄げん関かんから回りこむのが手間だったのか、日輪座の若わか太た夫ゆうが庭先に直接走りこんできた。

　ちょうど今の季節の薄すすきの穂ほを陽ひにかざしたときのような淡あわい色の髪と瞳ひとみの持ち主で、白はく桃とうのような頰を真っ赤に紅潮させて、相当に興奮しているようだ。

「ちょっと白火、まだ走ったりしちゃだめでしょ！　転んだらどうするの」

　まだ怪け我が人なので、少しは自覚してほしいものだと朧は思う。

　未いまだ男装を解かず袴はかま姿すがたのこの若太夫は、現在左ひだり腕うでを治ち療りよう中だ。少し動かせるようになってはきたものの、まだ日常生活には戻もどれない。ぎくしゃくと、軽いものを摑つかむのが精せい一いつ杯ぱいだ。これを治すには根気と時間が必要だと散々医師に念を押され、白火も周囲も焦あせらず気長に治療を続けている。成果は、少しずつしか現れない。

　だからもちろん、舞うこともできないままだ。

　普ふ通つうならそこで舞いの稽古も休みそうなものなのだが、そこは伎ぎ芸げい天てん女によの愛いとし子とも生きつ粋すいの能馬ば鹿かとも呼ばれる白火だ。

　右腕だけで稽古を重ね、大たい抵ていの舞いなら舞えるようになってきている。

　──そこのところの根こん性じようがすごいのよね、白火って。

　もともと身軽なのも幸いしたようだ。細い軀からだつきだが長年の鍛たん錬れんの積み重ねで足腰は鍛きたえられて強い。

　とはいえ、重心が傾かたむく体で走ったりして、転んだりしたら一大事だ。

　思わず両手を差し伸のべると、その腕うでに縋すがりつくように白火がしがみついてくる。柚ゆ木き座ざからここまでを走ってきたのか、息は荒あらく額からは汗あせも流れていた。

「一体どうしたの」

　とりあえず落ちつかせようと、朧が湯飲みを渡わたす。

「飲みさしで悪いけど、冷めているからちょうどいいわよ」

　ありがとう、と身み振ぶりで答えた白火がそれを飲み干し、それでもまだ落ちつかずに肩かたで息をする。

「で、どうしたの？」

　落ちつき払はらって訊たずねる。

　人生波は瀾らん万ばん丈じようの白火とは生まれたときからの付き合いだ。普通でないことは色々経験してきたし、大抵のことには動じない自信がある。

　──変なことに慣れちゃったもんだわ。

「耳、貸してくれ」

　どうやら、他人には聞かれたくない話らしい。白火が、周囲を見回して誰も聞き耳を立てていないことを確かめる。

　それにしては大おお騒さわぎしていたようだけど、と心の中で呟つぶやいて、朧は身体を傾けた。草ぞう履りを履はいたまま縁側に片かた膝ひざ乗り上げた白火にひそひそと耳打ちされ、その内容のとんでもなさに、柔やわらかな曲線を描く眉まゆがみるみるうちに吊つり上がる。

「蒼そう馬まさまが行方ゆくえ不明になったですってぇ～っ!?」
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　時は一日遡さかのぼって、昨日の夕暮れ時のこと。

「蒼馬さま、明日は舞ぶ台たいは？」

「明日は、申し合わせから一通り全部やる」

「全部ですか？」

「ああ。毎年、紅葉もみじが盛りになったら招かれる屋や敷しきがあってな。昼のうちに申し合わせと場当たりを済ませて、夕方から薪たきぎ能のうだ」

「そんないっぺんに？……きつそうです」

　興行の厳しさを知っている白火が少し眉をひそめると、蒼馬も苦く笑しようするしかない。

「日をわけている余よ裕ゆうがなくてな。少し強行軍だが仕方ない。まあ、この季節は毎年恒こう例れいだからな。まだしばらくはこんな感じだ」

「忙しいですね。日輪座と違ちがって、柚木座では裏方の手も足りてて、お手伝いも足手まといになりそうで」

「気にするな。演やるほうにも観みるほうにも良い季節だし、それにまあ……お前も、腕が治ったら忙しくなるぞ。今のうちに骨休めしておいてくれ」

　昼稽古を終えた白火は、蒼馬と庭へ散歩に出た。稽けい古こ場ばの他ほかに座員たちの住まいも兼かねる柚木座の館は、日輪座と違って敷しき地ちも広い。

　夏の誘ゆう拐かい事件を引きずってまだ少し体力の戻りきっていない白火は体力作りと気分転てん換かんを兼ねてこうして散歩に出ることが多いし、暇ひまさえあれば蒼馬もそれに付き合う。

　それが白火としては恥はずかしくもあり、嬉うれしくもある。

「悪いな。この山を越こえたら少し時間が取れるから。そうしたら、どこかへ遊ゆ山さんにでも行くか。有あり馬まの出いで湯ゆにも、まだ連れて行ってないな、そういえば」

　鍛え上げたしなやかな長身の体たい軀くに、無造作にまとめた黒髪がよく映はえる、京一と名高い伊達だて男おとこだ。涼すずしげな目もとは切れ長で機知に富み、言葉にも物もの腰ごしにも余裕が溢れて艶つやを放つ。

　白火はいつもこの青年を見るたび、太陽の化け身しんのような華はなやかな存在感に圧あつ倒とうされる。

「気にしないでください。最近は朧と京のあちこちに見物に出かけてますし。京は、見所がたくさんあるので回りきれませんね」

　名所も多いし、市場を覗のぞいて歩くのも楽しい。

　相変わらず質素な暮らしぶりとはいえ、日輪座も少しは金銭的な余裕が出てきた。白火の父、一いち陽よう太夫を中心に、地道に小規模な興行を続けているおかげだ。柚木座での指導に忙しい白火も、暇を見つけては興行の裏方などをして手伝っている。

「市場といえば、錦にしき市場！　蒼馬さまが以前言っていたから行ってみたけど、おもしろかったです」

　錦にしき小こう路じの市は、食べ物はおろか装そう飾しよく品や異国渡りの品までさまざまなものが揃そろう、京でも最大の市だ。日用品から嗜し好こう品までがずらりと揃っているので、見て歩くだけでもかなりおもしろい。

「ほしいものがあったら言えよ」

「見て歩いているだけで充じゆう分ぶん楽しいです」

「相変わらず、欲よくがないな」

　蒼馬が笑うと、白火も少しはにかんで笑う。

「そんなことないです」

　小さな築つき山やまの周りには秋の撫子なでしこや秋桜が見み頃ごろで、散策と言ってもかなりの運動になる。体も動かしやすくて、空がだんだん茜あかね色いろから薄うす紫むらさきへ、そして漆しつ黒こくへと染まっていく。

「今日は医師どのが見えたんだろう？　どうだった」

　蒼馬が、白火の背後に寄り添そうようにして立つ。冷たい秋風が、蒼馬の身体からだに阻はばまれて白火には届かない。

「今日は、この間から使っている塗ぬり薬の反応を見て、それから蒸むした布で温めたり、冷たい水で絞しぼった布で冷やしたりを交こう互ごに繰くり返して頂きました。少し、腕が柔らかくなったような気がします」

「そうか」

　白火の左の二の腕を、節の目立つ大きな手のひらが温めるように上から押さえる。

　乾かわいて大きなこの手が、白火はとても好きだ。大きくて温かくて、誰だれよりも優ゆう雅がに舞まい扇おうぎを翻ひるがえす。この手に触ふれられると、ぬくもりが伝わってくるのが嬉しい。

「痛みは？」

「動かしたあとに痛みが来ることが多いんですけど、普ふ段だんは全然ないです。それに、少し痛くても動かさないとだめだって、医師どのが」

「そうか」

　面めん倒どう見みが良いのか、蒼馬は過保護だと白火は時々思うのだが、それも仕方ないのかもしれない。

　未だ治りきっていない左腕。春先に負った怪我は斬きり傷で深かったのだが、日輪座が京に息づく大事な正念場だからと、白火は痛みをひたすら隠かくして桜能の舞台に上がった。

　無理が祟たたって動かなくなってしまった腕うでが、わずかにとはいえ動くようになる兆きざしを見せたのは、ついこの間の出来事だ。

　薬湯の道に通じた薬くす師しに診みてもらうこと自体が高価なことで自分には過ぎた幸せだと白火は思っているのだが、このたび白火の後こう援えん者として名乗りを上げた帯たて刀わき皇子が優すぐれた腕を持つ異国の医師を呼び寄せ、今はその治ち療りようを受けている。

　腕が自在に動いているとき、白火はその舞まいで京中を魅み了りようした。そして今、再び舞おうと治療と稽けい古こを重ねている最中だ。

「それならいいが、あんまり無む茶ちやすんなよ？　お前、時々、無理を通り越して無茶苦茶するからな」

　舞いを舞うために身を偽いつわって男の振ふりをしていたり、怪け我がが痛むのを黙だまって舞台に上がったり。

　ちらりと意味深な目で流し見られ、白火は身の置き所がなくなってうつむく。こういうしぐさを取ると、未いまだ着物に袴はかまの少年姿を通しているとはいえ、乙女おとめの匂におやかさが漂ただよう。

　すみません、と謝ろうとした白火を、それより一いつ瞬しゆん早く蒼馬の腕が包みこんだ。白火の無防備な色いろ香かは、粋いきで伊達だてな恋こいに慣れていた蒼馬を心地ここち良く酔よわせる。

　──無意識だからこそ、質たちが悪いよなあ……。

　愛用の香こうと少しの煙草たばこの香かおりに包まれて、辺りに静せい寂じやくが満ちる。秋の陽ひが落ちるのはあっという間だ。

　ほのかに笑えみをたたえた蒼馬の顔が近づいてくるのに気づき、白火が慌あわてて片かた腕うでを突つっ張った。

「蒼馬さま待って、ここ、ここ外ですっ！」

「ああ、そうだな」

「ああ、そうだな。じゃなくて！」

　精せい一いつ杯ぱい右みぎ腕うでを伸のばしてつっかえ棒にしても難なく取りのけられ、吐と息いきはゆっくりと近づいてくる。唇くちびるを寄せただけで真っ赤になる白火の反応は、蒼馬にとってはひたすらに新しん鮮せんだ。

　少し笑いたそうに、それでいて愛いとおしそうに口もとに笑みを浮うかべて、蒼馬はじっと白火から視線をそらさない。こういう顔をするときの蒼馬は誰だれ憚はばかることなく遠えん慮りよがなくて、白火がいくら抗あらがっても無む駄だだということは、経験上わかっている。

　蒼馬は時々、少し意地が悪い。

　手首を柔やわらかく摑つかまれ、振りほどけない。とはいえ、白火も負けない。

「蒼馬さまってば！」

　誰の目があるかわからない庭でなんて、と渾こん身しんの力で抗う白火の頰ほおの赤さを楽しんでいた蒼馬の眼めが、つと険しくなった。

　──……っ！

　何かを察知して、目の奥に冷れい徹てつな光が兆す。

「──白火、動くなよ」

　ぴしりと、突とつ如じよ甘さのなくなった声こわ音ねに驚おどろいて白火がぴたりと身じろぎを止める。
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　ひゅん。

　蒼馬が白火を深く抱だきこんで庇かばったその先を、一本の矢がかすめて竹たけ垣がきに突き刺ささった。

「え……っ!?　矢!?」

　蒼馬の腕の中で首を巡めぐらせ、白火が驚いて声を上げる。

「矢なんて、何でこんなところに。山中でも狩かり場でもないのに」

　外れとはいえ、ここは典てん雅がで織りなした京だ。鍛たん錬れん場ならともかく、街中で矢を射るような真似まねをする者はいない。

　よほどの勢いで放たれたのだろう。

　びいん、と震ふるえる矢羽根を嫌いやそうに眺ながめた蒼馬が、深くため息をついて白火の身体を解放した。もしこれが白火の白い肌はだをかすめでもしていたら、蒼馬は相手を絶対に許さなかったに違ちがいない。

　──あの野や郎ろう……。

「大方、どこかの下手へたくそが近くで鍛錬でもしていたんだろう。ここまで飛ばすなんて、本当に下手だな。白火、先に中に戻もどってな」

「え……先にって、蒼馬さまは？　戻らないんですか？　今日はもう、お出かけの予定はないでしょう？」

　また矢が流れてきたらと、不安そうに白火が辺りを見回す。蒼馬は笑って言こと伝づてを託たくした。

「まだ暮れきっていないから、柚木座うちの子供らが庭先に出てくるかもしれないだろう？　一応、お前がさりげなく足止めしてやってくれ。もう大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、無む闇やみに怖こわがらせるのも何だからな。俺は、一回り様子を見てから戻る」

　暗に流れ矢のことは言わなくていいと指示され、白火はこくりと頷うなずいた。

「はい、わかりました！　気をつけてくださいね。それじゃ、先に行ってます」

　たたたっと小走りに館やかたへと向かう後ろ姿を見送り、蒼馬は小さく苦く笑しようする。

「ああいうところは、扱あつかいやすいよなあ……」

　京に上ってそれなりにいくつかの修しゆ羅ら場ばをくぐっても、人を信じやすい性格は変わらないらしい。

「俺だけを信用してるってんなら、それもまあいいもんだけどな」

　乱暴に草を踏ふみしめ歩いて、竹垣から力任せに矢を引き抜ぬく。矢や尻じりは磨みがき上げられて鋭するどい。

　夕ゆう闇やみと宵よい闇やみの入り交じる一番狙ねらいを外しやすいこの時間帯に、微み塵じんの狂くるいもなく放たれた矢。

　見覚えのある焼き印に顔をしかめる。

「──やっぱり……。相変わらず派手なやつだな」

　白火が怪我でもしていたらどうしてくれるんだと思う反面、妙みように『彼』らしくて納なつ得とくしてしまう。だが、その笑みはひどく苦々しい。蒼馬にしては珍めずらしい感情だった。

　まるで、何かの痛みに耐たえているかのような。

　大おお鷲わしの石打ちと呼ばれる大きな飾かざり羽根をあしらい、見た目にも派手な矢だが、きらりと光る矢尻に毒が塗られた形けい跡せきはない。

　蒼馬の知る限り、彼はそういう手は使わないはずだ。狙った相手は、己おのれの手と切っ先だけで仕留める。

　だからこれは文の代わりだ。

　さりげなく周りを見回すものの当然のことながら、周囲に人ひと影かげは見えない。姿を見られるような、そんなへまはしないだろう。

　──俺の知るあいつだったらの話だが……変わってないんだろうな。

「──面めん倒どうなことになったな……」










　その夜蒼馬は、どことなく様子がおかしかった。

　夕ゆう餉げの席で、白火はちらちらと蒼馬の様子を窺うかがう。

　柚木座は大所帯なので、日輪座のように全員が一堂に会かいして食事をすることはほとんどない。

　大たい抵ていは打ち合わせを兼かねて役者や囃はや子し方かたの代表とだったり、同じ頃ころ合あいに稽古を上がった仲間内でだったりと和わ気き藹あい々あいとしているのだが、今夜は違った。

　──蒼馬さま、具合でも悪いのかな……。

　食事に使っている広間で、上座にいる蒼馬が黙っているので、同席している座員たちもどことなく静かだ。隣となりにいる白火は、更さらに落ちつかない。

　いつもは大食漢の蒼馬が、今日は膳ぜんに手もつけずに黙ってひたすら盃さかずきを重ねているのだ。こんなことは初めてだ。

　──それとも、さっきの矢のことが気にかかっているのかな。

　食事は芸人の基本という以前に、蒼馬はおいしいものが好きだ。好き嫌きらいはないようで、酒の肴さかなも甘いものもよく食べるし、普ふ段だんは食事そのものと会話を洒しや脱だつに楽しむ。その蒼馬が、何事か考えこむように険しい顔つきをしたまま酒を飲み続けているので、

「さ、夜よる稽げい古こでもしようかな」

「儂わしも、道具の手入れでも」

　異変を感じ取ったのか、食事を終えた座員たちがそそくさと出て行こうとする。

「俺も、もう一回おさらいしようかな～、と。白火さん、稽古つけてもらえます？　今、『紅葉もみじ狩がり』をやってみてるんですけど」

　言いながら、自分の膳を片付けようと隼はや人とが立ち上がると、目の前に気配もなく、誰だれかが立っていた。

「へ？」

　足もとから見上げると、にこにことした恰かつ幅ぷくの良い男が隼人を見下ろしていて、隼人は腰こしを抜かすほどの大声を上げた。

「わーっ、太た夫ゆう!?」

「こら隼人、飛び上がって驚くほどのことかい」

「だって太夫……隠いん居きよするって言ったっきり行方ゆくえ不明で……ええ～っ!?　本物ですか。うわーっ、皆みなさん、太夫です！　太夫が出ました!!」

「人を化け物扱いするな、失敬なやつだな。おい隼人、あとで儂の部屋に来い。ゆっくりと話をしようじゃないかい」

　叱しかる言葉とは裏腹に、細かい目め皺じわに埋うもれる笑え顔がおで頭をくしゃくしゃになるまで撫なでられて、隼人がうへえ、と変な声を上げた。

　柚木座の太夫、有う楽らくは今年五十歳の祝いを越こえたが、まだまだ若々しく、引退する年ねん齢れいではない。むしろ芸に深みが増してますます脂あぶらが乗ってくる時期だというのに、いきなり引退を決めて旅に出てしまい、その理由は誰にもわからない。天才肌の舞まい人で、性格は気まぐれなところが多かった。

「太夫！」

「有楽太夫、お久しぶりです！」

　柚木座太夫、有楽のいきなりの登場に、下がっていた座員たちもそれぞれ飛び出してきて、わっと歓かん声せいが上がる。

　驚いたように目を瞠みはっていた蒼馬が、ふーっとため息をつき、額を片手でわし摑づかんだ。

「まったく……相変わらず賑にぎやかですね」

　立ち上がり、ごく自然に上座を太夫に譲ゆずる。差し招かれて、太夫も悠ゆう然ぜんと腰を下ろした。

　その真横に蒼馬が座ると、

「あ、蒼馬さま。どうぞ」

　と白火が自分の茣ご蓙ざを譲ろうと腰を浮うかせたので、目で制する。

「ああいいですいいです白火さん。さ、若太夫はこちらへ」

　隼人がすぐにやってきて、茣蓙を手早く設しつらえる。

「太夫は、お酒止やめたんでしたっけね？」

「おう、断酒を止めたぞ」

「てことは、飲むんですね。は～い」

　隼人が、いそいそと酒とつまみの支し度たくを子供たちに命じる。入門してから何年かは、下働きをしながら舞いの基本を習うのだ。

　基本的にはすべて自分たちでやるのが柚木座流だ。もっとも、扇おうぎや楽器を持つ手が荒あれるような水仕事は、たとえ子供でもやらせない。座員は論外だ。これだけは、通いの女性に任せている。

「相変わらずよく気の回るやつだな。こういうのが支度部屋にひとりいると、気が楽だろう、蒼馬」

　隼人は、有楽には入門したてのころから可愛かわいがられていたのだ。太夫の帰京が嬉うれしくて仕方ないらしい。顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「お酒、温ぬるめの燗かんつけましたよ」

　小さな漆うるしの盆ぼんには、ほどよい熱さの徳とつく利りが載のせられていた。

「肴はおいおいお持ちしますんで、まずは冷めないうちにどうぞ」

　促うながされ、有楽が盃ではなく徳利を持つ。

「すまんな隼人。ところで何だ蒼馬、いきなり呼びつけたりして」

　顎あごで示され、蒼馬が盃を持つと、零こぼれんばかりになみなみと注がれる。久しぶりの師し弟ていの酒だが、あまり味わっては飲めそうにない。有楽は、蒼馬以上のうわばみだ。

「文でお知らせした通りですが……来て頂けたということは、引き受けてくださるんですね？」

「仕方ないだろう。儂もお前もおらなんだら、興行が立ちゆかんだろうが。世を逃のがれてひっそりと隠いん遁とんしたいといういたいけな爺じじいを引っ張り出しおって、この不ふ肖しようの弟で子しめが」

「どこがいたいけなんですか、どこが」

　蒼馬が、有楽の頭から足までを何の感かん慨がいもなさそうに一いち瞥べつする。

　半年以上柚木座を空けて久々に会うはずなのに、この師弟の歯に衣きぬ着せぬ会話は微み塵じんの時間差も遠えん慮りよもない。

「懐なつかしいなあ、太夫と若太夫のこの会話」

「なあ」

　ひそかに名物になっていたらしい。乱暴な口調とは反対に、太夫の表情は優やさしい。

「大体おとなしく隠居なんてする質たちじゃないでしょうが。憎にくまれっ子世に憚はばかるといいますし」

「口の減らん小こ僧ぞうだ。さすがは、儂の直弟子だな」

　かかと笑い飛ばされて、蒼馬が顔を背そむける。柄がらにもなく、照れているらしい。

「小僧はやめてくださいよ、小僧は。俺をいくつだと思ってるんですか。弟子入りしたばかりの餓が鬼きのころならともかく」

「なんのなんの。儂から見れば、まだまだ小僧だろが。それでこちらが、噂うわさの桜さくら天てん女によか」

　ひょい、と顔を覗のぞきこまれ、それまで成り行きを黙だまって見ていた白火が、少し驚おどろいて後ずさろうとする。普段の人当たりは良いものの、こういうときには、本来持っている人見知りが出てしまうのだ。

　蒼馬の片手が、その背をぽんと受け止めた。

「うちで預かりの形になっています、白火です。今は脚きやく本ほんと指導をしてもらっています」

「あ、あの……初めまして！　日輪座の白火と申します」

　丁てい寧ねいに右手をつけてお辞じ儀ぎをすると、有楽も目を細めて会え釈しやくを返した。

「なるほど、日輪座のなあ……そういえば、面おも差ざしが父者に似てるかな」

「え、父をご存じなのですか？」

「おうともさ。一陽太夫とは、よく一いつ緒しよに飲むぞ」

「父さま、いつの間に……」

　白火が絶句し、蒼馬も額に指を当てる。大体有楽は消息不明になっていたはずなのに、一陽と一緒に酒など、一体どこに出しゆつ没ぼつしているのかさっぱり摑めない。

「……侮あなどれん」

　双そう方ほうともの太夫たちは、神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。

　そんなことはまったく気にせず、有楽がぽん、と手を打つ。

「どうだ蒼馬、白火に柚木座に移い籍せきしてもらおうじゃないか。うちは、女舞いの舞い人が少ないからなあ。良い華はなだ」

　どこまで事情を知っているのかも、まったく読めない。

　なんだか凄すごい人だと、白火は呆あつ気けに取られてしまう。色々とかっ飛んでいて、突とつ拍ぴよう子しもないというのは、こういうことを言うのだろうか。

「え。あの、オレ、まだ腕の治ち療りよう中なんですが」

「なあに、じき治るだろう」

「俺からも何度か言ってはいるんですが、そのたびに断られてまして」

「何だ情けない。断られたんかい。たらしこんでたぶらかしてでもものにするのがお前の常じよう套とう手しゆ段だんだろうに」

「……人聞きの悪い」

　あけすけな太夫の物言いに蒼馬が撃げき沈ちんし、白火もすっかり吞のまれて瞬まばたきを繰くり返す。

　──た、たらしこむ……？　たぶらかすって、何それ？

　想おもいは通じ合ったが、それと芸とは話が別だ。

　舞えない自分は柚木座に移籍しても邪じや魔まになるだけだからと頑かたくなに拒こばむ白火の気持ちを、蒼馬も汲くみ取ってくれているのか強要はしない。

　白火の芸に関する誇ほこり高さと真ま面じ目めさは、いっそ頑がん固こなほどだ。

「いやあ、惜おしかったの。ちょうど桜能のころは京におらなんだから、舞ぶ台たいを観みれんかった。それもこれも、皆みな蒼馬のせいじゃ。こんな天女を見つけたのなら、連れん絡らくくらい寄よ越こさんかい。薄はく情じような弟子よな」

「一言もなしに行方ゆくえをくらましてた人が何ほざいてんですか。太た夫ゆうを捜さがすのに半年以上かかったことは、忘れてませんよ。そのうえ、まだ行方は知らないままにしておけとか誰だれにも明かすなとか、色々わがままを仰おつしやってましたよね」

　なんとか自力で立ち直った蒼馬が迫はく力りよくたっぷりにじろりと睨にらむと、太夫も少し決まり悪げに鼻の頭を搔かいたりする。

「まあ……色々あっての」

「忘れてませんよ、俺は。いきなり、興行の全部を引き継つぎもなしでやらされましたからね。あのときの興行、どれだけ大変だったと思ってるんですか」

　そのときの騒そう動どうを思い出したのか、蒼馬のこめかみがぴくりと引きつる。

　普ふ段だんどれほど忙いそがしくとも文句ひとつ言わない蒼馬がここまで言うからには、よほど大変だったのかもしれない。

「おまけに問屋とは揉もめたままで、しわ寄せは全部俺に来るし太夫の代役も考えないといけないしで。大体初日直前に問屋と大おお喧げん嘩かって、何があったんですか。あっちも理由は教えてくれませんでしたよ。おかげでしばらく酒が飲めない程度には胃が痛い思いをさせられましたが」

「わかったわかった、儂わしが悪かった。まったく、細かいことをよう覚えとるもんだ。その記き憶おく力には感心するわ。どうせなら台詞せりふ覚えに生かせばいいものを」

　太夫と蒼馬の丁々発止のやりとりに、目を丸くして聞いていた白火も座員たちも、とうとう吹ふき出してしまった。

　師と仰あおぐ人を目の前にして、蒼馬がまるで父親に接する息子むすこのようだ。

「まあまあ太夫、若太夫もそこら辺で手打ちにしないと、相打ちになりますよ」

　老ろう齢れいの脚本家が間に入り、双方を宥なだめる。

「おう祐たすく、久しぶりだな。息災だったか？」

　わいわいとした空気に紛まぎれて、蒼馬はわずかに頰ほおに憂うれいの色を刷はく。

　それを見ていたのは、白火だけだった。

　白火の頭上で、気心の知れた有楽太夫にあとは任せろと言うように頷うなずかれ、蒼馬もそっと黙もく礼れいだけを返した。
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「蒼馬さまはどちらに行かれたのでしょうか」

　膝ひざを進めて詰つめ寄ると、有楽が困ったように自分の顎あごを擦さする。

「そなた、今日は稽けい古こもしないで飛び出していったかと思ったら……」

　柚木座に戻もどるなり、白火は脇わき目めも振ふらずに有楽の部屋に押しかけていた。ついてきた朧と矢や涼りようが、おろおろとした面おも持もちで背後に控ひかえている。

　一方の白火は唇くちびるをきゅっと真一文字に結んで、完全に臨戦態勢だ。

　蒼馬が、自分がいなくなるあとのことをすべて任せたのは有楽だ。だから、有楽ならもしかして、蒼馬の行き先を知っているかもしれない。

　狙ねらいは当たったようで、有楽が大きなため息をつく。

「……ずっと、あれの行方を捜さがしておったのか？　しばらく待っていれば戻ってくるから、そう案ずることはない」

「有楽太夫」

　白火は頑固に首を振る。蒼馬がどこにいるのか知りたい。

　──昨日の蒼馬さま、様子がおかしかった。

　思い出すと、あの矢が射かけられたときからおかしかったのだ。あのときにもっと問い詰めれば良かった。それなのに、何も言わずに蒼馬は行ってしまった。

　──あの矢に何かの意味があって、それで蒼馬さま……。

　何があったというのだろう。

　気になって仕方ない。不安で仕方ない。

　蒼馬があんな顔をして考えこむほどなのだから、きっとよほど困ったことが起きたのだ。大体、知らせの代わりに矢を射てくること自体が普ふ通つうではない。文には書けない内容なのか、それとも蒼馬には通じる何かなのか。

　わからない。

　わからないから不安だ。どうにも不安なのはきっと、蒼馬がふと垣かい間ま見せた沈ちん痛つうな面持ちが目に焼きついているせいだ。

　──役に立てるなんて、思わないけど。

　せめて、そばにいたい。

　握にぎり締しめた右の拳こぶしがふるふると震ふるえ、有楽が心底困こん惑わくしたように頭かぶりを振る。

「すまんが、誰にも言うなと口止めされておってな」

「白火、あまり有楽太夫を困らせてはだめよ。すみません太夫、白火があまりに不安がるもので。さ、お部屋に戻りましょ」

　朧がそっと袖そでを引っ張るが、白火は引き下がらなかった。

「教えてください」

　朧が、矢涼と顔を見合わせる。矢涼が諦あきらめろ、というように目を伏ふせ、朧もほとほと困り果ててそっとため息をつく。

　白火がこんなにも不安になっているのには、もうひとつ理由がある。

　──蒼馬さまも、そこまでは考えてなかったんでしょうけどね……。

「さ。白火」

　促うながして立ち上がり部屋を出ようとすると、ぼそりとした囁ささやきが届く。

「──北だ。それ以上は言えん」

「……っ、ありがとうございます！」

「礼は」

　よ、っと立ち上がり、有楽が悪戯いたずらっぽく目め尻じりにしわを寄せて微笑ほほえむ。

「帰ってきてからの舞まいでいいぞ」










　ちょうどそのころ、京の内だい裏りの近くでは。

　深い藍あい色いろに染まった夜空を、赤黒い炎ほのおが焦こがす。

　ぴーい。

　ごてごてとした屋や敷しきも財宝蔵ぐらも、何もかもを炎が飲みこんで焼き尽つくしていく。

　ぴーい。

　検け非び違い使したちの呼び笛が飛び交かう。火を消せと、誰かが叫さけぶ。

　時ならぬ騒さわぎに、眠ねむりについていた京がざわめき始めた。

「何事だ？　付け火か？……まさか、また例の!?」

　屋敷が崩くずれ落ちる中、命からがら逃にげ延びた貴族の男が、使用人に両りよう脇わきを支えられて情けなく泣なき叫ぶ。

「ひいい……あれは鬼き神じんじゃ、化け物じゃ！　恐おそろしい……我が家の力ちから自じ慢まんの護衛たちを、一刀両断に斬きり伏せおった……！」

　財産を奪うばわれた怒いかりと恐れに、男が蒼そう白はくな面持ちでぶるぶると震える。

「恐ろしい……あれが人であるはずがない！　あれは鬼おにじゃ、真の鬼じゃ！」

　ものの焦げる独特の匂においと黒こく煙えんが巻き上がり、火の手の迫せまる瓦かわら屋根の上に立って、隻せき眼がんの青年がそのさまを見下ろす。貯ためこんでいた財宝は、手下たちがあらかた奪うばい取った。

　長身の体たい軀くに、目もとから不思議な紋もん様ようを刻みこんでいる。褐かつ色しよくの引き締しまった肌はだに深く沈しずんで、漆しつ黒こくに見えるほど濃こい血の色の入れ墨ずみだ。

　左眼を黒い眼帯で覆おおい隠かくした異装だが、そのさまはきりりと精せい悍かんでもあった。闇やみの中なかでぎらぎらと光るたったひとつの眸ひとみと相まって、どこか人を惹ひきつける。

　大きく首もとの開いて動きやすそうな装しよう束ぞくをまとい、入れ墨を施ほどこした夜よ盗とうの青年。肌に直接模様を彫ほりこむこの風習は京では野や蛮ばんなことと忌いまれているが、彼──朱しゆ鬼ぎにとっては、天地の恩おん恵けいを受けるための護ご符ふに過ぎない。

　ごうごうと燃え盛る熱風を全身に受け、朱鬼は傲ごう慢まんにせせら笑う。

「ふん。こんな悪あく趣しゆ味みな屋敷なん、燃えて無のうなったほうが見晴らしが良うなるってもんや」

「あそこに人ひと影かげがあるぞ！」

「捕とらえよ！　京の治安を乱す不届き者を捕らえよ！」

　慌あわてふためく京を見下ろし、傲ごう然ぜんと顎あごを上げる。その隻せき眼がんは、復ふく讐しゆうに燃えてまっすぐだ。配下がひとりやってきて報告する。

「お頭かしら、お宝はすべて運び出しました」

「よし。引き上げるで」

　袖から取り出した火薬をばっと撒まき散らすと一ひと際きわ大きな火柱が立ち、夜空が燃え尽くされていく。

　思わず顔を伏せた検非違使たちが再び見上げたとき、もう朱鬼たちの姿はどこにもなかった。

「また来るで！　それまで、首を洗って待っときや！」

　嘲あざ笑わらうような哄こう笑しようだけが闇に残ってこだまする。










　京の闇を跋ばつ扈こする、ならず者たちの群れ。

　時の帝みかどの支配に従わず、世の理ことわりに逆らって生きる者たちを、人は土つち蜘ぐ蛛もと呼んで恐れている。









[image: ]




　最近は何だか物ぶつ騒そうだ、と、水田や山に囲まれた街かい道どうを進みながら男は思う。

　京の噂うわさ話ばなしを聞きかじった程度だが、どうやら夜盗が現れて、それを捕らえるために京からやってきた検非違使が闊かつ歩ぽしていたり呼び止められて荷を検あらためられたりして、仕事に支障が出るほどではないが、ぴりぴりとした空気が伝わってきて気が重い。

「ま、ぼちぼち行くとするか」

　男が馬を進ませるたびに、ぎい、と引き車がきしむ。

　昼過ぎから、積み荷の中に白火が潜もぐりこんでいることを、男は知らない。

　がたんがたんと規則正しくゆっくり揺ゆれる物音が、白火には子こ守もり歌うたに聞こえ始める。藁わらに包まれ暖かく、白火はうとうとと眠りに落ちていった。

　山の鴉からすも寝ね静しずまったころ、大江山の麓ふもと近くを荷車は進んでいく。

　蹄ひづめの音が鳴り響ひびき、藁を積んだ荷車が唐とう突とつに止まる。馬に跨またがった黒い影かげが荷車の前に立ちはだかり、刃やいばを抜ぬき放った。夜の闇の中で、ひとつしかない目だけが異様に際きわだって声は低い。

　大ぶりの刃が、真夜中の月光を弾はじき返す。その銀の刃は先さきにはまだ血の匂いがまとわりついている。

「藁か。ちょうど壱いち位いが腹空すかせとんねん。何せ、昨日今日と暴れ回っとるからな」

「な、何だ!?　誰だれだお前！」

「騒ぐなや。命までは取らんさかい、さっさと去いね」

　男が馬と荷台とを繫つないでいた縄なわを断ち切り、瘦やせ馬の腹を蹴ける。

「ほれ、行き！」

　驚おどろいた馬は、主人である男を乗せたまま全力で今来た道を引き返す。

「止まれ、おい、止まってくれ！」

　馬は賢かしこい。危険だと思った方向へは絶対に近寄らない。

　ぎい、と車輪をきしませて残された荷台を、ひらりと愛馬から下りた男は自分の馬に繫いで語りかける。

「お前の朝飯、調達したったで」

　京の北。

　そこに位置するのが、大江山だ。
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　ふわっと浮うかぶ感覚のあと、唐突に落ちる音が聞こえた気がした。

　身体からだは弾だん力りよくのある、少しちくちくとしたものに包まれて痛みは感じない。陽ひの光をいっぱいに吸いこんで育った藁の匂いだ。

　──え、藁……？

　とろとろとした浅い眠りの中で白火は、ちらちらと瞼まぶたに差しこんでくる朝あさ陽ひに眼球を刺し激げきされて小さく呻うめいた。ちちち、と野鳥のさえずる声が聞こえる。このさえずりは朝の合図だ。

　天気が良いと小鳥はよくさえずり、曇くもりだとしんと静かだ。

　──朝……？

　目覚めはいつもぼんやりとする。起き抜けに少しぼんやりとするのは習慣のようなものだ。熟じゆく睡すいすればするほど、覚かく醒せいするのに時間がかかる。よほど眠りが深かったのだろうか。

　目を擦こすりながら起き上がろうとした白火は、唐突に何かに髪かみをぐいっと引っ張られた。

　いや、引っ張られるというより、食べられていた。

「うわっ!?」

　白火が驚いて飛び起きると、ばさりと藁が飛び散る。

　ぶるる、という嘶いななきと共に、特有の生暖かい鼻息が降りかかってくる。目の前にいるのは、茶色い四本のどっしりとした脚あしに、大きな体の──。

「え、馬!?」

「騒さわがしいで、壱位。どうかしたんか……って」

　荷台から藁を抱かかえて振ふり向いた青年が、愛馬の前に突とつ如じよ現れた白火の姿に驚いて瞬まばたきする。小さな顔に、こぼれ落ちそうなほど大きな瞳ひとみが愛らしい。目にも彩あやな顔立ちは、彼が今までに見たことがないほど整っていた。

「……何やこれ」

　どうやら、今放ほうり投げた藁の中に潜りこんでいたらしい。あちこち藁だらけだ。

「え、あの、どなたですか、あ痛たた」

　藁と一いつ緒しよに髪をしっかりと挟はさみこまれ、白火が頭を抱えた。青年は一いつ瞬しゆんあんぐりと口を開けてから、ぷはっと吹ふき出した。

「ははは、食われとんか。ちょお待ち」

　左眼を黒の眼帯で覆おおった、上背のある青年だ。背せ丈たけは、蒼馬とそう変わらないだろうか。

　彫りの深く精せい悍かんな面おも立だちに浅黒い肌はだが猛たけ々だけしさを強調して、太陽と土の匂においがする。剝むき出しの肌のあちこちについている黒いものは、煤すすだ。

「今外したるわ」

　長い指先で、白火の髪を馬の口から外させる。

　そのまま藁をそうするように横よこ抱だきにひょいと抱え上げ、まじまじと白火を見つめるなり、青年は辺りの木々を揺らす勢いで爆ばく笑しようした。
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「髪の色が藁とよう似てんで、自分。間ま違ちがえるのも無理ないわ。何でこんなとこで寝ねてんねや。おかしな奴やっちゃな。はー、驚いたわ」

　青年はまだ笑っている。よほど、笑いのつぼを刺激してしまったらしい。

　おかしそうに身体を揺らして笑い続ける青年の腕うでの中で、白火はようやく我に返った。

　とりあえず、下ろしてもらいたい。話はそれからだ。

「あの」

　口を開こうとすると、間近から、ひひん、と馬の嘶きが聞こえて青年が白火ごと振り返る。

　そばの大樹に繫がれているのは栗くり色いろの毛並みの美しい馬で、大きな黒い目で白火をじっと見つめている。青年が、逸はやって足あし踏ぶみをする馬に向かって語りかける。

「違ちがうで、壱位。これは藁やない。お前の飯と違うで」

　見ていたのは、白火ではなく藁のほうだったようだ。

　馬なら帯刀皇子の愛馬の黒くろ駒こまを見たことがあるが、同じ馬でも、性格は全然違うらしい。漆しつ黒こくのたてがみと穏おだやかな性格の黒駒と違って、壱位と呼ばれたこの馬はかなり気き性しようが荒あらそうだ。

　今は、早く餌えさを寄よ越こせと蹄をかつかつ鳴らして殺気立っている。

「壱位……？」

「そうや。俺の馬やからな。どの馬よりも速くて賢い。だから壱位なんや。ええ名やろ」

　青年が自じ慢まんそうにそう言って、壱位がたてがみを荒あら々あらしく振り乱す。ぶるる、と鼻先を震ふるわせ、怒いかりを露あらわにしている。

「わかったわかった。お前もよう頑がん張ばったからな。褒ほう美びはちゃんとやるで。けど、これはお前の飯やない。ちょい待ち。あんたも、ちょい我が慢まんな。このままやったら藁だらけや。また壱位に食われてまうわ。こいつの食しよく欲よくは底なしやさかいにな」

「え？　うわ」

　くるりと身体ごと半回転させられ、立て抱きのままゆさゆさと揺さぶられると、髪や着物に入りこんでいた藁がばさばさと落ちていく。相当に藁だらけになっていたらしい。

　──いつのまにか寝ちゃってたけど、これ、馬の餌だったのか。ていうかオレ、どのくらい寝てたんだ!?

　咄とつ嗟さに叫さけぶ。

　──蒼馬さまを捜さがしている旅の途と中ちゆうなのに！

「ここ、どこですか!?」

「へ？　自分、どこにいるのかもわからんのか？」

「あの……オレ、寝ちゃってたみたいで……」

　藁わらの中に黙だまって入りこんで、少し経たった辺りから記き憶おくがない。藁の中は、保温性と防音性に優すぐれて白火とは相当に相性の良い寝ね床どこだったようだ。

　慌あわてて辺りを見回すと、朝の清すが々すがしい光に洗われて、景色が目に飛びこんでくる。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった、山の中のようだ。紅葉もみじに染まって赤と黄色が鮮あざやかだが、こんな山の中に見覚えはない。

「オレ、なんでこんなところにいるんですか!?」

「俺が荷台ごと奪うばってきたからなあ。その中に紛まぎれこんどったんか」

　白火を抱えたままの青年は、荷車を引いていた男ではない。それだけははっきりと覚えている。こんな派手な出で立ちの青年に見覚えはない。

　──オレ、どこでどうして……？

　隻せき眼がんの青年は狼狽うろたえる白火に頓とん着ちやくせず、荷台を無造作に蹴り飛ばした。荷台が大きく揺ゆれて、雪崩なだれ落ちた藁が壱位の前に山積みになる。

「ほい、飯や。待たせて悪かったな。たらふく食い。ほんで、あんた、何者なん？　藁に住んどるわけやないんやろ？」

　壱位が、ものすごい勢いで藁を平らげていく。よほど腹を空すかせていたようだ。

　笑いを含ふくみながら訊きかれて、白火は真っ赤になって首を横に振った。藁の中で一晩中ぐっすり寝入ってしまったなど、疲つかれていたとはいえ、我ながら子供みたいで恥はずかしい。

「いえ、あの……あなたは……」

「俺か？　俺は朱しゆ鬼ぎや。皆みなそう呼ぶで」

　恐おそろしく簡単に名乗りを済ませて、白火の視線に気づいた朱鬼が腰こしを屈かがめる。

　迫はく力りよくのある面立ちだが、目鼻立ちは整って涼すずやかだ。男らしく吊つり上がった眉まゆの下で、くるくるとよく動く隻眼が気性の激しさを物語る。

「ああ、これが気になるんか？」

「あ、あの…………」

「見慣れんと怖こわいもんか？　何も怖いことないで。見えんだけや。こんなんなっとるせいでな」

　眼帯が見慣れないせいで、いささか不ぶ躾しつけに見つめすぎてしまったのかもしれない。失礼なことをしたと慌てる白火に、朱鬼は何ら気にしていないようにさっさと眼帯を解いてみせた。

　左眼は、斜ななめに刀傷が走って潰つぶれている。表情が明るいだけに、その傷きず痕あとは尚なお更さら異様だった。

　その部分だけが、他ほかより少し皮ひ膚ふが盛り上がって白い。

「斬きられたのですか……？」

「ようわかるな。そうや。子供のころにちょいとやんちゃしてな。相手も気ぃが短かったと見えて、遠えん慮りよなくばっさりや。喧けん嘩かするときは、相手は選ばなあかんと思ったわ。ま、あとでしっかり倍返しにしたったけどな」

　さらりと物ぶつ騒そうなことを朱鬼が言うが、白火の耳には残らなかった。肩かたを斬られ今でも腕が不自由な身として、痛みの記憶が蘇よみがえる。

「──ごめんなさい」

「何や？　別に謝ることないがな。見て気持ちのええもんでもないからな。それに、片方あれば用は足りるで」

「違います。オレ、不躾に見てしまったりして……痛かったでしょう……？」

　一瞬、朱鬼が呆あつ気けに取られたように白火を見つめた。

「……まあ痛かったいうたら痛かったけど、昔の話や。それより、質問に答え。自分、何者や」

　促うながされて、まだ名乗ってもいなかったことを思い出す。名を告げるということは、敵ではないと示す行こう為いだ。

「申し遅おくれました。白火と申します」

「白火か。ええ名やな。で、自分、なんでこんなとこに迷いこんでんのや」

「人を、捜してます。朱鬼さまは？」

　人ひと里ざと離はなれた山中は、人が住むにはふさわしくない。

「俺はここが庭みたいなもんや。ふうん……それにしても、おかしなこともあるもんやな」

　他た愛わいのない世間話をするように明朗な会話でさりげなく白火を観察していた朱鬼が、一歩足を踏ふみ出す。途と端たんに青年を包む空気が変わって白火は戸と惑まどったが、朱鬼のほうがはるかに俊しゆん敏びんだった。踏んだ場数が違いすぎて、白火は相手にならない。

「え」

　白火の白い首に、褐かつ色しよくの指が回る。

　片手で首を絞しめられたまま吊り上げられ、足先が地面から浮ういた。

「朱鬼さま……っ？」

　息が出来ない。喉のどを堰せき止められ、苦しさでみるみるうちに白火の顔が歪ゆがむ。

　力を加減しているのか、喉を潰しはせず冷静に、朱鬼は訊たずねる。

「ここに迷いこむ人間は二種類しかおらへん。俺の仲間と、俺の敵や。お前は仲間やない。迷った振ふりで、紛れこもうとしてんのか。そないなおとなしい顔して、京の間者か」

　──京の、間者……？

　朱鬼の言葉の意味がわからない。わからないけれども、違うことだけは確かだ。

　必死になって足あ搔がく。右みぎ腕うでで必死に朱鬼の腕を摑つかむけれども、左ひだり腕うではだらりと垂れたまま動かない。朱鬼がそれに気づいて一いつ瞬しゆん目を眇すがめる。

　苦しい。目の前が暗くなって意識が遠のく寸前、唐とう突とつにぱっと手を離はなされ、どさりと地面に落ちる。

「……っ」

　打ちつけた足腰の痛みよりも息をすることのほうが先だった。

　いきなり大量の空気が入ってきたから肺が驚おどろいて痛い。涙なみだを流して咳せきをし、それでも思うさま空気を吸いこむのをやめられない。

　身体からだをくの字に折って咳せきこむ白火を、しばらくの間朱鬼は何の感かん慨がいもなさそうに眺ながめていた。白火が落ち着いたころを見計らって屈みこむ。狼ろう藉ぜきを働かれたばかりの小さな軀からだがびくりと震えて逃にげようとするが、朱鬼から逃のがれることはできない。

「正直に答え。そうしたら、苦しませたりはせえへん。無理に白状さすんは趣しゆ味みやないしな」

「……っ、間者なんかじゃ、ない、です。オレは、蒼馬さまを捜していて」

「蒼馬？」

「柚木座の、蒼馬さまです。北に行ったって言われて、それで」

　まだ咳きこんで途と切ぎれ途切れの白火の説明に、軽く隻眼めを瞠みはった朱鬼が、合が点てんがいったようににっかりと笑う。先ほどまでの凄すさまじい殺気は綺き麗れいさっぱり消え失うせて微み塵じんもない。

　その豹ひよう変へんぶりに白火が戸惑うが、朱鬼は何ら気にしているふうではなかった。

「何や、そういうことか。蒼の知り合いやったんかいな。そうならそうと、早はよう言わなあかんで。もうちょい言うのが遅おそかったら、その細首へし折ってるとこやったわ。危ない危ない」

　──……すごい怖いこと、さらっと言ったよな？

　どうやら誤解は解けてほっとしたが、この青年はやることなすことが限りなく物騒だ、と白火は思う。まるで大きく爆はぜる火種の化け身しんのようだ。

「蒼馬さまのお知り合いなんですか？」

　その問いかけには、朱鬼はうっすらと笑えみを浮かべたまま答えない。

「ちょお待ってな、白火」

　朱鬼が朝の空に向かってぴゅいっと大きく指笛を鳴らすと、どこからともなく青空に焦こげ茶の点が現れる。

　翼つばさを広げ、ゆっくりと大きな輪を描えがくようにして舞まい降りてくるのは一羽わの優美な鷹たかだった。

「鷹!?」

　大きな翼と鋭するどい鉤かぎ爪づめを持つ、空の王者。

　間近で見るのは初めてだ。飼い馴ならされた鷹以外は、時として人や家か畜ちくを襲おそい、大きな爪と鋭いくちばしは立派な凶きよう器きだ。

「せや。天てんや。こいつも壱位も女やで。可か愛いらしい顔しとるやろ？」

　朱鬼の肩に留まった鷹は、頭を朱鬼の頰ほおに擦こすりつけるようにして甘えている。その様子を見ていると、女の子だというのは本当らしい。

　白火の視線に気づいた天が、威い嚇かくするように大きく翼を広げて見せた。

「天、これは大だい丈じよう夫ぶや。敵やないみたいやさけ、仕留めたりせえへんようにな？」

　朱鬼が語りかけると、天がゆっくりと翼を下ろす。完かん璧ぺきに言葉が通じているようだが、実際は朱鬼の声の調子や表情を見て判断しているようだ。

「わかったら戻もどり。またな」

　朱鬼が腕うでを振ると、天は従順に従って飛び立つ。別れを告げるようにぐるりと空を旋せん回かいしてから、山の木々の中へと姿を消す。

「これでいきなり喰くわれたりはせえへん。ほな行こか、嬢じようちゃん」

　その言葉に、琥こ珀はく色いろの双そう眸ぼうが再びまんまるに開かれる。

「え!?　え？　何で？　何でですか？」

　白火が唐突に慌あわてふためく。

「何がや？」

　見返してくる隻せき眼がんに、他意はない。けれど訊きかずにはいられない。

　思わず、胸むなもとが緩ゆるんでいたりしないかどうか、見た目でわからないかどうかを、ぱたぱたと慌ただしいしぐさで確かめる。

「……ええと」

　少し迷ってから、白火は朱鬼を再び見上げた。

「オレのこと、嬢ちゃんって……オレ、こんな格好してますし、初対面の人に女だって見破られたの、初めてです。どこかおかしかったですか」

「ああ、そんなことかいな」

　朱鬼が呆あきれたように笑い、鼻先がぶつかるほど顔を近づけて、わざと鼻を鳴らしてみせる。

「匂においでわかるわ、そんなん。気ぃつけや。土つち蜘ぐ蛛もの男たちは、格好だけで騙だまされてやるほど親切やないで」
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　──何だ、ここ……？

　白火はきょとんと辺りを見回す。

　山中を木々をかき分けて進み、突とつ然ぜんぽかりと空いた空間に唐突に出現する、豪ごう勢せいにして広大な屋や敷しき。

　京の帝みかどの住まいをそのまま移したかのようにどこもかしこも磨みがき上げられた豪ごう奢しやな屋敷に、きらりと光を弾はじいて輝かがやくのは、惜しげもなく貼られた金きん箔ぱくだ。柱はすべて鮮あざやかな朱しゆ塗ぬりで、紅葉もみじの山ごと大きな炎ほのおのようだ。

「すごい……！」

　強ごう引いんな朱鬼に半ば連れ去られるようにして、壱位の馬上に乗った白火が感かん嘆たんのあまりつぶやくと、背後の朱鬼が得意そうに鼻の下を擦る。

　どうやら朱鬼は蒼馬と知り合いらしいのだが、はっきりとしたことは言わない。うやむやなうちにここまで連れて来られてしまった。

　朱鬼を信用していいのかどうか迷ったが、瞳ひとみの奥にある人ひと懐なつこい光が、どうも憎にくめない。

「せやろ」

　壱位は朱鬼以外の人間は乗せないというが、朱鬼が認めた者のみ、相乗りなら許すという気位の高い馬だ。荷台にうず高く積まれていた藁わらを食べ尽つくして、ようやく満腹になったらしい。

　白火を乗せていることに少し不満そうな素そ振ぶりをみせたが、振り落としたりはしない。朱鬼の片かた腕うでが、白火の腰こしをしっかりと支えている。

「ここが俺らの根城や」

「お帰りなさい、お頭かしら」

「おう、瑪め瑙のう。戻ったで」

　朱金の門を開けて出てきたのは年若い女で、うっすらと日焼けしてすらりと伸のびた四し肢しに、目め尻じりから溢あふれる媚び態たいがまるで薄うす紫むらさきの霞かすみのように匂やかな、意志の強そうな双眸の美女だった。

　豊かな胸と、切れこみの入って動きやすそうな裾すそから覗のぞく脚あしの線がとても綺麗だ。細い首には名前と同じ、赤い石を繫つなげた飾かざりを巻いていた。赤みを帯びたきめ細かな肌はだに、瑪瑙石がとてもよく似合う。

「戻ったで、ではないでしょう。もう少しお帰りが遅かったら、捜さがしに行こうと思っていたところです」

　抑よく揚ようをつけず平へい淡たんな物言いが癖くせのようで、怒おこっているようにも見えるが、表情はあくまで静かだ。

「何でやねん。子供やあるまいし、ちょーっと朝帰りしただけやんか」

「少しは状じよう況きようと立場を考えてください。他ほかの皆みなはとっくに戻って来ているんですよ。略りやく奪だつしに行ったときくらいまっすぐ帰ってきてください。とっ捕つかまったのかと思って寿じゆ命みようが縮みました」

「俺がそんな下手へた打つかいな」

「お頭は、調子に乗るとどうなるかわかりませんから」

「相変わらず、きっついなあ。お前くらいやで、俺にそんなこと言うの」

　眉まゆひとつ動かさない瑪瑙にやりこめられた朱鬼が、楽しそうに笑い声をあげながら、馬上からひらりと下り立つ。

「皆、無事やったんやろ？　首しゆ尾びは？」

「上々です。品物はすべて運び入れましたし、たいして怪け我が人もありません。火傷やけどやら掠かすり傷やらはいつものことですが」

「ほんならええわ」

「それよりお頭、こちらは？　お客人ですか？　それとも獲え物ものですか？」

　女性にしては背の高い瑪瑙が、ふと白火に眼めを留める。柳やなぎの眉で検分するような視線を向けられ、白火はどうしたらいいのかわからない。

　──初めまして、っていうのも変かな……？　っていうか、獲物って何だ……？

「さ～あ、どっちやろなあ？」

　白火は、壱位の背から下りることができない。馴れた馬なら片手でも下りられるが、壱位ではそうもいかない。朱鬼がこうして傍かたわらにいてくれなければ、今にも振ふり落とされそうで、じっとしているしかない。

　朱鬼がのんびりと顎あごを擦ると、瑪瑙の顔つきが少し険を帯びる。

　だがその怒いかりすら、朱鬼は楽しんで受け入れているようだった。白火はわけがわからない。

　自分は一体、どこに迷いこんでしまったのだろう。

「まさか、身元のわからない者を連れてきたんですか？　不用心にもほどがあります」

「ま、そう固いこと言いなや。可愛らしいし、土産みやげの人形みたいなもんやろ。飾っとけばええやんか。しばらく様子を見な、詳くわしいことはわからん。けど、一応、間者やないらしいで。あの状況で噓うそつけるほど肝きもは据すわっとらんやろ」

「──わかりました。適当なところに閉じこめておきます」

「あんじょう面めん倒どう見たってな」

「はい」

　まだ壱位の背中に乗っている白火を下ろそうと、朱鬼が腕を伸ばす。

「そんで、俺を捜さがしてたって、何か急ぎの用事でもあったんか？」

「忘れてました。お頭、昨日からお客人がお待ちです。お頭に呼ばれたと言ってますのでとりあえず通しました」

「客？」

　話し声に気づいたのか、屋敷から人ひと影かげが出てくる。

「朱鬼」

　深くうねる波のような声と薫かおる香こうに、白火は目を見開いた。ほんの数日離はなれていただけなのに、ひどく懐なつかしい。

「蒼！　何や、もう来てたんかいな。早かったなあ」

「あんな目立つ呼び出しをされたら、無視するわけにもいかないだろうが」

　ぶつぶつと面倒くさそうにぼやくその人に、白火は思わず駆かけ寄ろうとして朱鬼の腕の中で暴れる。

「蒼馬さま！」

「何や嬢じようちゃん、いきなり暴れたら危ないで」

「──白火!?」

　白火の姿を見た蒼馬が、心底驚おどろいた様子で目を瞠みはる。一いつ瞬しゆん立ち尽くしたあと、足早に近づいてくるなり、朱鬼の腕うでから白火を奪うばい取る。

「白火お前……」

　何とも言えない微び妙みような顔で白火を見た蒼馬が、ふい、と顔を逸そらす。

「……何で来たんだ」

　身体からだごと言葉でも突つき放され、途と端たんに白火は冷たい何かに包まれたような気がした。

　──なんで……？

　蒼馬を捜しに来たのに、理由が必要なのだろうか。

「蒼馬さま？」

「誰だれと一いつ緒しよだ。矢涼か」

「ひとりです。矢涼は興行がありますし」

「朱鬼、まさかお前が攫さらってきたんじゃないだろうな!?」

　嚙かみつくような口調に、朱鬼も驚いて軽く両手を掲かかげる。

「それは濡ぬれ衣ぎぬっちゅーもんや。俺は何もしてへんで。嬢ちゃんのほうから来たんや」

「本当だろうな？」

　ぎらりと怒りの滲にじむ目で訊たずねられ、違い和わ感かんを覚えながらも白火が頷うなずく。

「は、い」

　途端に、蒼馬が爆ばく発はつした。

「馬ば鹿かかお前は！　こんなところにひとりでのこのこ来るなんて、何考えてる！」

　怒ど鳴なり飛ばされて、思わず首を竦すくめる。蒼馬に怒鳴られるなんて初めてだ。

　──迷めい惑わく、だった……？

　そういえば、白火に何も言わず、黙だまって出かけたくらいなのだ。追いかけてきて邪じや魔まなのはわかるが、それでも怒られると悲しかった。

　蒼馬の、役に立てればと思ったのだ。何かあったのならせめてそばにいたいと、ただそう思って来たのだが、考えが浅かったのかもしれない。

　でも。

　白火はきゅっと唇くちびるを嚙み、蒼馬を睨にらみあげた。白火には白火なりの考えがあり、理由もある。

「蒼馬さまが突とつ然ぜんいなくなるからです！」

「お前な……！」

「理由も話してくれなかったし突然で驚いたし、有う楽らく太た夫ゆうも詳しいことは教えてくれないし、蒼馬さまに直接事情を聞こうと思って来たんです！　怒られる謂いわれはありません！」

「そらそうやな」

　後ろで話を聞いていた朱鬼がうんうんと頷き、瑪瑙は、

「どうやら知り合いらしいですね。なら、さほど案じることもありませんか」

　と、こちらもいたって冷静だ。

「来てしまったもんは仕方ないやんか。なあ、瑪瑙」

「朱鬼、お前は口を出すな」

「そうもいかん。ここは俺の城や。俺が客として認める言うてんで。何も問題あらへんがな」

「それこそが大問題なんだ！」

　蒼馬が腹の底から声を張り上げ、白火はその怒ど声せいに完全に吞のまれてしまった。

「ここがどこだかわかってるのか!?　土つち蜘ぐ蛛もの根城だぞ!?」

「土蜘蛛……？」

　未いまだ事情をよく飲みこめていない白火は、きょとんと繰くり返す。

　聞いたことがある、その名前。

　噂うわさで聞いた──義ぎ賊ぞくの名前が、確か土蜘蛛というのだったか。

「え!?」
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　肌はだに不思議な模様を描えがいた男、片かた脚あしがない代わりに木の杖つえを器用に操あやつって歩く少年、真っ白な髪かみに真っ赤な色の瞳ひとみの少女。

　朱鬼たちの巣そう窟くつである根城は、不思議な、不思議な世界だった。

　──お伽とぎ噺ばなしに出てくる、竜りゆう宮ぐう城に迷いこんだみたいだ。

　豪ごう華か絢けん爛らん、贅ぜいを尽つくした佇たたずまいに、見慣れない風ふう貌ぼうの男女が笑いさざめく。

　洗練された空気ではなく、下品になる寸前の豪ごう華かさだ。金きん襴らんの品々があちこちに、ざっくばらんに用いられているせいかもしれない。

　広い廊ろう下かを歩いて、いくつかの広間を通り抜ぬけて、板張りの奥おく座ざ敷しきへ上がる。鬼おにの描かれた屛びよう風ぶが置かれていて、そこに座るよう勧すすめられる。

「何や蒼、まだ怒おこっとんのか。しつこいやっちゃな」

　蒼馬は白火を見ようとしない。

　段差があると白火が転んだりしないように、片かた腕うでの身体を気き遣づかってそっけなく手を取ったりはするものの、口を開こうとしない。

　よく見れば、蒼馬が怒っているのではなく、怒鳴ってしまったことも含ふくめて気まずい思いをしているのだとわかるのだが、当の白火はきょろきょろと辺りを見回すのに忙いそがしくてその表情は見えない。

「──お前には関係ない」

　むっつりと蒼馬が答えると、朱鬼が白火を引き寄せた。

　ぐっと引っ張られて、すぐに白火の体は朱鬼の腕の中に収まってしまう。朱鬼の力は加減を知らない。

「そんな態度取ってたらかわいそうや。せっかく遥はる々ばる来たのになあ。嬢ちゃん、こっち来ぃな。俺らは歓かん迎げいするで。芸人やったら俺らの仲間やしな。俺らも『かぶき者』や。嬢ちゃんもな」

「仲間？」

　朱鬼の言う通り、世間的弱者、一いつ般ぱんの暮らしが営めない者は、白火たち役者と同じ最低の身分の『かぶき者』だ。

　親を亡なくした子供も病気の高こう齢れい者しやも、身分制度は弱者に冷たい。

「最初はうちの一族の若いやつらだけやってんけどな。噂が広まったんもあって、俺を頼たよって京から逃にげてきたやつらも居てる。見捨てることなんてできへんよってな。いつの間にか、みぃんな居着いてしもうたわ」

　土蜘蛛の噂なら、白火も治ち療りようをしてくれる医師たちから聞いた。京の平和を乱す悪党、野や蛮ばんな夜よ盗とうなのだと。

　──これが、土蜘蛛……？

　聞いていた噂とは随ずい分ぶん違ちがう気がする。

「まあ座り」

　屛風の前に陣じん取どった朱鬼がそばに白火を座らせようとすると、蒼馬の手が無言のまま伸のびて白火を奪い返した。

　朱鬼の隣となりには自分が座り、その横に白火を座らせる。茣ご蓙ざは乾かん燥そうさせた蔓つるを編んで作ってあるようで、手て触ざわりは固い。

「……お前はこっちだ」

「酒や酒！　分ぶん捕どってきたばかりの酒さか樽だるがあるやろ。味見といこうや。紅くれない、嬢ちゃんに何か甘いもんでも持ってきたり。酒は飲めへんやろ？」

　まだ陽ひが高いというのに、あっという間に酒が運ばれてくる。

「……今は、水しかなくて」

　紅と呼ばれた、あどけない面おも立だちの少女が白火のために持ってきたのは井い戸どからくみ上げたばかりの水で、せめてもの心こころ遣づかいに、熟うれた無花果いちじくが一枝添そえられていた。

　紅の髪は銀に光って見えるほど白く、瞳を染め上げるのは血の色だ。白火の薄うす茶ちやの髪と双そう眸ぼうも大たい概がい珍めずらしいのだが、この風貌は京では相当に珍めずらしがられるだろう。

「ここは吹ふき溜だまりやからな。色んな人間が居てる。いちいち驚いてたら身が持たんで」

　朱鬼が何でもなさそうに笑い、少女も白火を見てにこりと微笑ほほえむ。

「あたしの見た目、珍しいですか？　それとも怖こわい？」

　紅に訊ねられて、白火はゆっくりと首を振ふる。

「いいえ、怖くなんてありません。真っ赤な眼めに、髪は銀色ですか？」

「銀なんて豪華な色じゃなくて、ただの白なだけ」

「じゃあ、白銀かな」

　驚おどろきよりは好こう奇き心しんが勝まさって、白火は顔を傾かたむけ、じっと紅を見つめる。緩ゆるく上を向く睫まつげまでもが透すけるような銀で、角度によっては瞳の色を映して桃もも色いろにきらめく。

「すごく綺き麗れいです！　紅白の梅の花……違ちがうな。もっと可愛かわいらしい感じの……う～ん」

　固まる寸前の琥こ珀はくのような双眸に見つめられ、紅が気き恥はずかしそうに瞼まぶたを半分伏ふせた。

　まじまじと見られることには慣れているけれど、こんなに雅みやびやかな相手は初めてだ。

　白火のほうこそ、思わず見とれてしまうほどに麗うるわしい。少年なのか少女なのかわからない簡素な格好が、かえって儚はかなく妖あやうい美しさを強調していた。

　さらさらとした淡あわい金茶の髪に、蕩とろけるように優やさしい双眸。紅よりは少し年上のようだ。毛先が頰ほおにかかるのもかまわず、じっと紅の髪に魅み入いっている。まるで小さな子供のような眼だ。

　見つめられるのがそれほど好きではない紅も、これには思わず笑ってしまった。

「ああ、そうだ」

　白火が、ようやくぴったりと来る言葉を思いついて嬉うれしげに頷うなずく。

「うさぎ！　紅さんって、真っ白なうさぎにそっくりかも！　色合いもちょうどそんな感じだし、可愛くてふわっとしているところもそっくりだ」

「あたしが、うさぎ……？」

　自分では老ろう婆ばのようだと引け目に感じている髪を白銀と褒ほめられ、可愛らしいうさぎに似ていると言われ。

　──この人、なに……!?　女の子よね!?

　今まで耳にしたこともないような褒め言葉をすらすら言われて、紅の頰が瞳のようにほの赤く染まる。

　本人にはまったくといっていいほど自覚がないのだが、白火は時折、こうして無意識のうちに他人をたぶらかしてしまうことがある。無む作さく為いのうえに本気なので、紅のように一いつ瞬しゆんにして落ちてしまう者も多い。

「──案外たらしやな」

　一部始終を見ていた朱鬼も軽く吹き出す。当の白火ひとりが、何のことかわかっていない。

　改めて、辺りをゆっくりと見回す。

「ここが、蒼馬さまの里ですか……」

　京の生まれではないと聞いたことはあった。だが、さすがに今の様子を見て白火も少し驚く。

「土つち蜘ぐ蛛も……」

　白火は、土蜘蛛の一族に実際に会うのは初めてだ。昔から、そういう一族がいると聞いてはいたけれども、白火たち日輪座の出向く先は人里ばかりなので、彼らと出会うような場所には行かなかったのだ。

　大体土蜘蛛たちは人目を避さけてひっそりと隠かくれているので、滅めつ多たに人の目に触ふれることはない。

　噂うわさでは見上げるほどの大男だの、口には牙きばが生えているだの、若い女を攫さらってはその生き血を飲むだの、内容はどれも凄すさまじい。

　その土蜘蛛の巣そう窟くつというからおどろおどろしい場所を想像していたのだが、実際に見てみると根城はどこも煌きらびやかで、人々は粗そ野やではあるけれど、屈くつ託たくなく賑にぎやかだ。褐かつ色しよくの肌の子供たちが、笑って廊下を走り抜ける。拍ひよう子し抜ぬけするほど事実とは違っているようだった。

「蒼、自分の里の話もしてやってないんか」

「──俺の勝手だろう」

　今までに聞いたこともないほど蒼馬の声が冷たくて、無花果に手を伸ばしていた白火の心臓がきゅっと凍こごえる。先ほどから蒼馬はずっと怒っていて、態度も顔つきも険しいままだ。

「まあええ。本題や、蒼」

　仕切り直すように朱鬼が言い、蒼馬が不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組んだまま軽く頷く。

「さっさと済ませてくれ。早く京に戻もどりたい」

「生憎あいにく、そうもいかんのや。わかってんやろ？　俺がお前を呼んだ理由くらい」

「察しはついてる」

「ほな話は早いわ」

「どういうことですか？」

　話が見えなくて、つい白火が口を挟はさんでしまうと蒼馬がちらりと視線を向ける。

「お前は黙だまってろ。すぐ終わる」

「蚊帳かやの外にしなくてもええやんか。俺はな、嬢じようちゃん」

「やめろ朱鬼」

「蒼を、土蜘蛛にほしいんや」

「朱鬼！」

　がたっと床ゆかを鳴らして蒼馬が膝ひざを立て、摑つかみかかるような勢いで朱鬼を睨にらみつける。

「だってそういうことやんか。事実を知らんかったら、嬢ちゃんかて困るやろ」

　悪びれない朱鬼に、蒼馬は腹立たしそうに唇くちびるを引き結んでからどっかりと座り直した。

「俺は受け入れるつもりはない。いくらお前の頼たのみでもな。それを言いに来た。白火、帰るぞ」

「まあ、そう急がんでもええやろ。久しぶりに会えたんや。ゆっくりしていくとええわ」

「そんなつもりはないと言ってるだろう！」

「ほな、ゆっくりせざるをえんようにしたるわ」

　朱鬼の表情が、剣けん吞のんに笑えみを含ふくむ。

「どういう意味だ」

「わかってんやろ？」

　低く獣けもののように喉のどを鳴らした朱鬼が、ぱきりと指を鳴らして立ち上がる。

　様子を察した周囲の人々は遠巻きに輪を作り、控ひかえていた瑪瑙が白火を庇かばう位置にそっと立ち塞ふさがる。このまま殴なぐり合いに発展したときに、白火が巻きこまれないための用心だ。

「結局そうなるからいやだったんだ。お前は人の話を聞かない」

「ちゃんと聞いとるで」

「だったらさっさと諦あきらめろ。俺はお前の仲間にはならない」

「それはまだわからん」

「先に言っておくが、こいつに手を出したら許さない」

「へえ……えらいご執しゆう心しんやなあ？　安心せえ。俺も、そこまで非道やない。せやけどな」

　うっかり口が滑すべってしまった。

　蒼馬が苦く舌打ちしたのが合図であったかのように、朱鬼が素す早ばやく拳こぶしを繰くり出す。蒼馬が膝を浮うかせて避よけると、ぶん、と耳もとで空気が唸うなった。

「ほしいもんはほしいねん」

　朱鬼が間近でにやりと笑う。

「……っ、朱鬼！」

「蒼馬さま、朱鬼さま!?」

　あっという間に殴り合いになり、朱鬼が蒼馬に躍おどりかかった。蒼馬がそれを見み越こして体をかわす。勢いのついた朱鬼の体が、そのまま壁かべに激げき突とつした。

　飾かざり棚だなが揺ゆれ、飾ってあった香こう炉ろが落ちて割れる。青年たちはそんなことは気にも留めず、次々と拳を繰り出していく。

「ちっとも体は鈍にぶっとらんようやな」

「鍛たん錬れんは欠かしていないからな」

　しゅ、と繰り出されたのは蒼馬の足あし蹴げで、朱鬼の腰こしに入る寸前のところで避けられる。

「いい腕や。ますますほしゅうなったわ。俺が勝ったら蒼、お前、土蜘蛛に残り」

「だから、諦めろって言ってるだろうが！」

「諦められへんから呼んだんや！」

　互たがいに俊しゆん敏びんに動き回り、大きな花か瓶びんが転がって花が散る。堂々と渡わたり合う殴り合いは続き、ふたりともさすがに動きが鈍って少しずつ拳が入り始める。

　白火は青ざめて、間に割って入ろうとした。

　蒼馬の殴り合いなど見るのは初めてだ。蒼馬が強いのは知っていたし腕っ節はほぼ互ご角かくのようだったが、見るのも慣れていないので、はらはらしてしまう。

「落ちついてください、ふたりとも！」

「危ないですよ、白火。こちらへ」

　さっと腕を取られて部屋の隅すみまで移動させられ、白火は必死な顔つきで瑪瑙を見上げた。

　どうして他ほかの皆みなは平然としていられるのだろう。このままでは、蒼馬が怪け我がをしてしまう。

「離はなしてください！　ふたりを止めないと」

　対する瑪瑙は、落ちつき払はらったものだ。

「無理でしょう。少しの間やりたいようにやらせないと収まりません」

　むしろ、瑪瑙は場に怯おびえている白火のほうを気き遣づかう。朱鬼から白火の世話を任されている以上、今瑪瑙が気にかけるのは、白火が巻きこまれたりしないようにということだけだ。

「見ていられないなら、場所を変えましょうか。あれは、好きにさせておけばいいです」

　瑪瑙は、そよ風に吹ふかれるがごとく慌あわてない。

　──なんでそんなに落ちついていられるんだ!?

「少々手て荒あらではありますが、あれはお頭かしらなりの会話のようなものですし。それに蒼馬に殴られれば、少しはお頭も考えを改めるかも知れません。どのみち、あれ以上ひどいことにはなりませんから」

　殴り合いは続いている。朱鬼の頰ほおに、がつんと蒼馬の拳が入った。

　瑪瑙は、ちら、とその様子を横目で盗ぬすみ見る。

　──嬉うれしそうな顔をして……。

　ふたりが刃は物ものを持ち出していないことは確かく認にん済みだ。今は互いにわかりあいたくて、もどかしくて拳が出ているだけだ。

　それなら思う存分やればいい。気が済めば、自然と収まるだろう。

　男の多い世界で育ってきた瑪瑙には、朱鬼たちの気持ちも多少はわかる。

「見てください。剣けんを抜ぬいてはいないでしょう？」

　指し示すと、今いま更さらながらにそのことに気づいたのか、白火がはっとしたように視線をやって確かめる。

「そう、みたいですね……」

　格段にほっと安心した様子が、表情からも声の調子からもわかる。

「実際の斬きり合いにはなりませんから大だい丈じよう夫ぶです」

「でも、危ないです。あの拳が入ったら、お互いにただではすまないでしょうし」

　白火が、悲しげに目を瞠みはって瑪瑙を見上げる。瑪瑙はふと、この小こ柄がらな少女のことが可愛かわいいと思った。

　男のなりをしていても、立ち上る肌はだの香かおりはごまかせない。土つち蜘ぐ蛛もの嗅きゆう覚かくは研とぎ澄すまされて鋭えい敏びんだ。瞬しゆん時じに敵か味方かを嗅かぎ取っていかなければ、生きていけない。

　蒼馬のことを心から心配しているのが、傍はた目めからでもよくわかる。青ざめて、震ふるえて、そんな女らしさを瑪瑙は持っていない。

　涼すずしい顔の瑪瑙の向こうで、肉を打つ音、かわす音。見物を決めこんでいる土蜘蛛の若い者たちは、やれ右だ左だと好き勝手に野や次じを飛ばし、加勢するでもなければ止める気配もない。

　荒あら事ごとや喧けん嘩かは、ここでは日常茶さ飯はん事じだ。

「ええ加減観念せいや」

「断る！　痛つ……っ」

　大きな石のついた指輪ごと朱鬼の拳が蒼馬の頰ほお骨ぼねをかすめ、尖とがった細工で肌に一筋傷がつく。

「蒼馬さま！」

　血が流れはしなかったが、それを見て、白火の中で何かがぶっちりと切れた。

「ああ、もう！」

　いきなり大声を上げ、辺りをばっと見回す。

「これ、お借りします！」

　言うなり、部屋の隅に寄せて置いてあった手て桶おけのそばに駆かけ寄り、器用に片かた腕うでで抱かかえて戻もどってくる。軽く手を洗ったりするときに使う桶で、中には水が張ってある。

　何をするつもりか、と瑪瑙が聞くより早く、白火がせーの、と腰を落として桶の中身を青年ふたりに向かってぶちまけた。ざば、と水の塊かたまりが顔を直ちよく撃げきして、さしもの青年ふたりも立ち尽つくす。

「何や？」

「白火？」

　黒い睫まつげから水すい滴てきが滴したたり落ちる。驚おどろくふたりを睨にらみ、白火が渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって怒ど鳴なる。

　空になって放ほうり投げられた桶が、からからと転がる。

「いい加減にしてください！　蒼馬さま、頰！　血が出てます！」

　言われて初めて気づいたように蒼馬が指を這はわせ、わずかに出血していることに気づいて顔をしかめる。

　傷の大きさ云うん々ぬんの話ではない。

　役者の身体からだは商売道具。
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　ただでさえ勇ゆう壮そうな姿が持ち味で直ひた面めんで舞まうことも多い蒼馬が、たとえ髪かみの毛一筋ほどであろうとも、傷を作るような真似まねは絶対に御ご法はつ度とだ。

「役者が顔に傷を作ってどうするんですか！」

　ぴんと張った声で怒鳴られて、頭に血が上っていた蒼馬もようやく普ふ段だんの落ちつきを取り戻す。

「ああ……そうだったな」

「朱鬼さまも！」

　くるっと振り向いて睨み上げられ、朱鬼がわずかばかりたじろぐ。

「へ」

　年下の、しかもこんなか細い少女に怒おこられるなど、生まれて初めてのことだ。

「蒼馬さまは役者なんです！　顔は絶対に殴なぐらないでください！　あと、喧嘩するなら外で！」

　前半部分は白火ならではの台詞せりふだったが、後半になるとしんと広間が水を打ったように静まり、次の瞬しゆん間かん、瑪瑙が堪こらえきれずに口もとを片手で押さえた。

　艶つや肌はだが小刻みに震えている。平静を装よそおってはいるものの、目が笑っていた。

「瑪瑙～」

　ぽたぽたと水滴の滴る髪の隙すき間まから、朱鬼が恨うらめしそうに言う。

「すみません、お頭。お頭にこういうことを言う人間は初めてでしたので、つい……」

「瑪瑙さま、オレ、何か変なこと言いました？」

「いえ。とても正しいと思います。確かにその通りですので」

「白火、あんたすげえな！　瑪瑙を笑わせるなんざ、誰だれにでもできる芸当と違ちがうで。気に入ったわ」

　朱鬼が豪ごう快かいに笑う。

「水ぶっかけられたのなんざ、何年ぶりやろ」

「蒼馬さま、これ」

　白火が手しゆ巾きんを蒼馬に向かって差し出すのを、蒼馬は無言で断って前まえ髪がみをかきあげた。途と端たんに白火が傷ついたような顔をして、しまったと思うがもう遅おそい。

「蒼、仕切り直しやな」

　にかりと白い歯を見せられ、戦意を喪そう失しつした蒼馬も仕方なさそうに同意した。

「──ああ」










　──情けねえな……。

　自分でもそう思う。かなり情けないことになっている自覚はある。

　夜空に、立ち上る白い湯気が流れて消えていく。

　この出いで湯ゆには、父親に連れられて根城を訪おとずれた際にも浸つかった記き憶おくがある。朧おぼろ気げな記憶だが、根城の造り自体は変わっていない。

　渋しぶ々しぶながら朱鬼の客人となった青年は、はあっと大きなため息をつく。山を渡わたる風は冷たいが、熱やら思考やらが色々詰つまってしまっている身体は、少し冷たいくらいでちょうどいい。

　──まさか、追っかけてくるとはな……。

　正直なところ、自分の素す性じようは白火には知られたくはなかったというのが本音だ。

　蒼馬の出自は京で生きるには不利すぎて、有楽太た夫ゆう以外に話したことはない。

　血や生まれをいっさい問わない柚木座だからこそ、蒼馬を受け入れてくれたのだ。柚木座には偶ぐう然ぜん飛びこんだようなものだが、まさに幸運だったと思う。あの座でなければ、今の蒼馬はなかっただろう。

　京は美しく麗うるわしく、住まう人間を選んで部外者には冷たい場所だ。居場所がある者にはひたすら優やさしく、ない者には非情で残ざん酷こくで、求められるものは帝みかどと京への忠誠だ。

　蒼馬はそれを取り繕つくろうこともできるし、建前だけなら忠誠などいくらでも誓ちかえる。

　唯ゆい一いつのものは舞いで、そのためになら噓うそを真実と信じこませることもできる。

　だが、朱鬼には蒼馬の生き方は理解できない。

「朱鬼じゃない。今の問題は白火だ……」

　ぼんやりと、どうしたもんかなと呟つぶやく。こんなに八はつ方ぽう塞ふさがりな思いをするのは初めてだ。

「生まれだけは、どうしようもないからな……」

　山の空は星が瞬またたいて、空気が澄めば澄むほどくっきりと星が浮うかび上がる。強い輝かがやきの星は、白火の瞳ひとみの色とよく似ている。少し白く、淡あわい黄金こがね色いろだ。

　その星を見上げながら思うのは、あの華きや奢しやな少女のことに他ほかならない。

「怖こわがってはいなかったようだが……」

　自分の血を貶おとしめる気はない。

　父親と母親の間には愛情があったし、一族のことも蔑さげすむつもりはない。だが、土蜘蛛の一族というのはどうしても印象が悪すぎるのだ。

　ただでさえ差別され迫はく害がいされているところへ、朱鬼が動き出した。血気盛んなあの従兄いとこが、一族郎ろう党とうを動かして反旗を翻ひるがえそうとしている。その気持ちはわかる。虐しいたげられて受け入れられる気き性しようではないし、一族の幸せを思うなら立ち上がるのは正しい。

　けれど。

「──できれば、知られたくなかった」

　永遠には無理でも、まだしばらくの間は。

　白火を、完全に繫つなぎ止めておく自信を持てるまでは。

「普ふ通つうの人間なら、もうとっくに逃にげ帰ってる頃ころ合あいなんだがな」

　こういうとき、白火は蒼馬の予想を裏切る。

　土蜘蛛の頭かしらを目の前にして、顔色ひとつ変えない人間を初めて見た。

　変なところで肝きもが据すわっているのか、それとも単に世間知らずなだけなのか。

「まあ、白火だからな…………」

　好意を寄せられていることはわかっている。白火が自分を見るとき、頰ほおは紅潮して瞳は潤うるみ、初うい々ういしくたどたどしく恋こいをする白火が心底愛いとしいと思う。

　だがまだ心が揺ゆらぐ。

　怯おびえさせたらすぐに飛び去ってしまいそうで、そんな儚はかなさが白火にはあって、どことなく安心できない。白火を摑つかまえていたい。泣かせても怖がらせても、絶対に手放したくない。

　泣かせたくは、ないのだけれど。

「ちくしょう、格好つかねえな。何なんだよこれは」

　心の揺れ動きに、蒼馬自身が戸と惑まどって苛いら立だって眉み間けんを摑つかむ。

　訳がわからない。

　本気の恋は、恋に慣れた青年をも惑まどわせていた。

　物音が聞こえて、ざっと湯の中で立ち上がる。

「ん……？　誰かいるのか？」

　濡ぬれた湯ゆ帷子かたびらが、張りの漲みなぎる肌はだに貼はりついた。










　瑪瑙に案内されたのは、根城から渡り廊ろう下かで繫がっている豪ごう華かな湯ゆ殿どのだった。

　壁かべはなく外湯だが、茅かや葺ぶきの屋根が四阿あずまやのように建てられているので、まるっきり外という感じでもない。

　少し離はなれたところで四方を竹で編んだ壁に囲まれており、脱だつ衣い所もきちんと整えられて広々と、野や趣しゆ溢あふれる佇たたずまいだった。

　京でだって、これほど大きな湯殿は見たことがない。

　白火は湯浴みの用意をしながら、少しわくわくする。先ほどまでの怒いかりが、少しこれで晴れたかもしれない。それでもまだ怒りは収まっていない。

　──まったくまったくまったく！

　役者が顔に傷をつけるなど、言語道断だ。

　まったくもって蒼馬らしくない。

　朱鬼も朱鬼だ。何でその場でいきなり殴り合いになるのだ。言いたいことがあるのなら、まず言葉にするべきなのに、話し合うべきなのに、それをすっ飛ばすからややこしいことになるのだ、と白火は思う。

「──蒼馬さま、言わせたくないって感じだったし、朱鬼さまもそれをわかってたのかもしれないけど」

　それでもやっぱり、蒼馬の顔に傷がついたのは信じられない。

　白火以上に舞まいが命、舞ぶ台たいが命の信条が身に染しみている人のはずなのに、一体今回はどうしてしまったというのか。

　わからなくて不安で、やっぱり腹立たしい。

　大きなため息で怒りをとりあえず鎮しずめ、目の前の温泉に意識を向ける。

「温泉って、泳いだら怒おこられるかな。人がいないから大だい丈じよう夫ぶかな？」

　山中に湧わいている源泉を引いた温泉で、傷を癒いやす効能が高いらしい。時折、鹿しかや猿さるといった野生の動物たちもこの湯に入りに来ると聞いたときは本当に驚おどろいた。

「動物たちと相あい風ぶ呂ろって、どんな顔してればいいんだろ」

　そんな経験はしたことがない。想像するとなんとなくおかしくて、ようやく小さく笑うことができた。

「湯帷子を着たまま入るのが流りゆう儀ぎだって言ってたっけ」

　外湯用の薄うすい湯帷子の上から掛かけ湯をして、そっと爪つま先さきから湯に浸かる。

　入浴しながら纏まとうもののため、普通の湯帷子より薄くて頼たよりない生き地じだ。湯は少し熱めだが、空気が冷たいのでいくらでも入っていられそうだ。

　じわじわと温まる感じが足先から全身に広がって、ほっと思わず吐と息いきがこぼれる。

「は～……外での温泉なんて、初めてだな。噂うわさには聞いてたけど」

　京の近辺にも、有馬を始め有名な温泉はいくつかあるが、どれも白火たち日輪座にとっては高価なものだった。山中にはたまに源泉が湧き出ているような場所もあったが、さすがに白火は外で肌を晒さらすことはなかったから、これが生まれて初めての温泉だ。

　白く濁にごった湯がおもしろい。まるで雲を溶かしこんだように見えるが、これが天然の温泉なのだという。どうすればこんなふうになるのだろう。

　手のひらですくって、肩かたにかける。薄い湯帷子が湯を吸ってしっとりと肌に貼りつくのも、温かさが増して心地ここち良かった。

「泳ぎたいなあ。手が動いてたら、絶対に飛びこんでたんだけどな」

　さすがに今の状態ではまだ無理だ。

　唇くちびるを尖とがらせ、左ひだり肩かたの、未いまだ残る傷きず痕あとにぱしゃりと湯をかけると、湯気の向こうから低い声が聞こえた。

「誰だれかいるのか？」

「……っ」

　──この声は……っ。

　白火が慌あわてて立ち上がろうとするが、たっぷりと広い湯の中では思うように動けない。

「誰だ？」

　声はだんだん近づいてくる。

　──どうしよう……！

　おろおろと辺りを見回しても、逃げこめるような場所も隠かくれる場所もない。

　湯気の向こうには大きな岩があるが、その奥から人ひと影かげが出てきて湯の中をこちらへ進んでくる。

　──やだ……っ！

　咄とつ嗟さにぱちゃっと屈かがみこんで肩まで浸つかると、白い湯に大部分を覆おおわれて少しほっとする。

　ここではすでにばれてしまっているので少女だということを隠してはいないが、それと実際に肌を見られるのとは別の話だ。

　纏った湯帷子の上半分を脱ぬいで腰こしの辺りに落とした青年が手で湯気を払はらい、その姿を目にしてぴたりと立ち止まる。

　──やっぱり、蒼馬さま……！

「白火か……？」

「は、はい……」

　いっそのこと、温泉の中に頭まですっぽりと潜もぐって隠れてしまいたい気持ちだった。

　──瑪瑙さま、今他に誰も入ってないはずだって言ってたじゃないか～！　ていうか、男の人も入るなんて聞いてないっ！

　瑪瑙にとっては、というより男女の垣かき根ねが低い土つち蜘ぐ蛛もでは当たり前のことだったのだが、白火にとっては完全に想定外だ。そのための湯帷子でもあったのだけれど。

　よりによって蒼馬が現れ、白火はすっかり混乱状態に陥おちいる。

　誰かと一いつ緒しよに入浴すること自体慣れていないのだ。顔を上げれば、青年のしっかりと鍛きたえ抜ぬかれた上半身が見えてしまうと思うと、気恥ずかしくて目も上げられない。

　じっとうつむいていると、濡れて艶つやめきを増した髪かみの合間から、白いうなじがちらちらと見えてしまうことに白火は気づいていない。

　一方の蒼馬は、その姿に釘くぎづけになってしまっていた。

　星の粉を散らしたようにきらきらときらめく髪が湯の中に広がり、白火の肌を守るようにまとわりつく。うっすら上気した、白はく桃とう色の頰を真しん珠じゆのような水すい滴てきがころころと伝い、湯にぽちゃんと落ちて水すい紋もんを描えがく。

　しっとりと濡れた肌は夜空の紺こん碧ぺきに映はえて、まるで自ら光を放っているかのように淡あわい。

　触ふれたい、と思った。

　触れたらそこから儚く溶とけてしまいそうだ、とも思った。

　月光で織りなしたような透すき通る美しさは、無骨な男の指で触れてはいけないような気もする。けれど愛いとしくて愛しくてたまらず、強ごう引いんにでもいいから触れて抱だき締しめて腕うでの中に閉じこめて、自分のものにしてしまいたいと思った。

「──白火」

　蒼馬はごくりと唾つばを飲みこむ。

　恐おそる恐るといった感じで白火が顔を上げ、眼まな差ざしが絡からみ合うと、喉のども絡みついたように言葉が出なくなってしまった。瞬まばたきすらせず、食い入るようにじっと見つめ続けると、白火がその視線に困こん惑わくしたように身じろぎする。

　──視線、が……熱い。

「あの、蒼馬さまがいらっしゃるとは思わなくて……すぐに、上がりますから」

　どうやら白火は、蒼馬が気分を害しているから無言なのだと思っているらしい。

　先ほどつい感情を抑おさえきれずに怒ど鳴なってしまったことも尾おを引いているようだ。白火が蒼馬を見る目が怯おびえている。

　蒼馬は、ざっと水滴を散らして湯から上がった。素す足あしがいささか乱暴に木の床ゆかを踏ふむ。

「俺はもう上がるからゆっくり入れ。あとで、腕の軟なん膏こうを塗ぬってやる。持って来てるだろうな？」

「え。あ、はい、もちろん！」

「よし」

　髪や着物の裾すそからぽたぽたと湯を滴したたらせながら脱衣所まで歩いて、扉とびらに手をかけたところで立ち止まり、一いつ拍ぱく置いてからやはり振ふり返るのをやめ、ぼそりと背中で告げる。

「温まるのはいいが、のぼせるなよ。あと、今は泳ぐのはやめておけ。溺おぼれるぞ」

　その言葉に、白火は更さらに盛大に頰を染めた。










　身体からだの芯しんまでほこほこに温まって客用だと言われた部屋に戻もどると、大きく張り出した窓の桟さんに腰かけて待っていた蒼馬が黙だまって腕を突つき出し、白火もその手にそっと携けい帯たいしていた平たい丸まる缶かんを乗せた。

　黙ったまま、蒼馬が湯上がりの薄うす桃もも色いろに染まった肌はだに軟膏を塗り始める。固めの軟膏をすくい、そのまま左ひだり腕うでに伸のばされて白火の眉まゆがびくりと震ふるえる。

　使う分を手に取って、体温で少し溶かして柔やわらかくしてから肌に伸ばさないと痛いのだ。

　京では毎日自分で塗っているので、蒼馬はそのことを知らない。ぐいぐいと伸ばされて、痛みに腰が引けると、蒼馬が怪け訝げんそうに視線を上げた。

「白火？」

　白い肌が摩ま擦さつで赤くなっていることに気づき、はっとする。

「痛かったか。……少し考え事をしていた。悪い」

　今度は少量を手のひらで擦こすって温め、溶かしてからゆっくりと塗りこんでいく。

　今度の感かん触しよくは心地良くて、白火も肩の力を抜いた。

「──京にいるときは、朧が塗っていたのか？」

「いいえ。自分でやってます」

「そうか」

　蒼馬と話しているのに会話がぎこちないなんて初めてだ。

　向かい合って座り、左腕を預けて、上半身を捻ひねって顔を背そむけるようにしているので、蒼馬の顔も見えない。

　まだ、目線を合わせる勇気が出ない。また怒おこられたらと思うと、どうしても言葉が喉奥でつかえてしまう。

「なあ白火」

　びく、と寝ね間ま着きに包まれた小さな肩が震える。けれど蒼馬は、言わずにはいられなかった。

「お前、少しは考えろ。無事に着いたからいいようなもののひとり旅なんて、何かあったらどうするつもりだったんだ。夏のことをまだ忘れたわけじゃないだろう」

　人ひと攫さらいだけではなく、白火の美び貌ぼうに目が眩くらむ男も多い。今でも充じゆう分ぶんだが、白火はきっと、これからもっともっと美しくなる。

　面おも差ざしに残るあどけなさが消え、完全な大人の女となったとき。

　その色いろ香かは尋じん常じようではなく世の男たちに魅み惑わくを振りまくことだろう。

　惚ほれた欲よく目めではなくそう思う。

　──だから、少し人を警けい戒かいするってことを覚えてほしいんだがな。

　他人を根本から信用しているのが白火の良さでもあるのだけれど、蒼馬としては心配だ。

　他人にあっさり騙だまされて傷つけられてしまいそうで、目を離はなせない。

　──帯たて刀わき皇子も、これじゃあ手を出しにくかっただろうが……。

　白火には何というか、相手の庇ひ護ご欲よくをそそるところがあるのだ。

　この目で見つめられると、邪よこしまな気持ちを維い持じしていられないというか、ついつい守ってやりたくなってしまうのは、きっと蒼馬だけではないはずだ。

　──ある意味、最強だ。

「気を、つけます」

　こくんと真しん剣けんな面おも持もちで頷うなずく白火の顔を、少し苦々しく見つめる。

　まだ完全に理解してはいないだろうなと思いながら、白火の左腕を離す。

　前よりは、少し肉が戻って来たような気がする。動かなくなった直後は、瘦やせすぎて痛々しかった腕だ。傷きず痕あとも大分薄うすくなってきたように思う。

「こんなもんか……よし、終わりだ。さっさと休め。疲つかれているだろう」

　ぶっきらぼうに言ってさっさと立ち上がる。

　蒼馬は外でもう少し夜風にでも当たって、頭を冷やしてくるつもりだった。

　今この場で言い聞かせても無む駄だだろう。白火は、根本的に男の本ほん性しようといったものをわかっていないのだから仕方がない。

　──あ…………。

　薬を塗り終えるなり離れていく後ろ姿に、白火の胸がつきりと痛んだ。

　針を刺さしたように小さな、鋭するどい痛みだ。

　この痛みを知っている。痛む理由を知っている。

　少し苦くて少し痛い、思い出したくないけれど忘れることのできない過去の記き憶おくだ。

「やだ……っ！」

　白火は、とっさに立ち上がって大きな背中にしがみついていた。広い背中がぴくりと反応する。

　やわらかな肌に湯上がりの匂においをまといつかせ、精せい一いつ杯ぱい右みぎ腕うでを伸ばして縋すがりつく。その指先が細かく震えていることに気づいて、蒼馬はぎょっと固まった。

「白火？　何だ？」

「置いていかないで……」

　母の記憶、蛇じや紋もんの記憶。

　悲しい記憶はいつでも、白火に背を向けて遠ざかっていく後ろ姿から始まる。その感覚が、白火はとても苦手で嫌きらいだ。

　必死に伸ばした指先は振り返られることもない。縛しばりつけられて追いかけることもできず、遠ざかって消えていく後ろ姿をひたすら見つめていることしかできない。

　生まれたときから母の亡かった白火の、秘ひめられた孤こ独どく。桜能の夜に颯さつ佐さは微笑ほほえんで逝いったけれども、残された寂さびしさはまだ身のうちに巣喰くっている。

　未いまだ克こく服ふくできないその寂しさに、意地や強ごう情じようといったものを一いつ瞬しゆんにして突き崩くずされてしまう。

「白火、お前……？」

　ぬくもりにしがみついて、涙なみだを必死に嚙かみ殺す。囁ささやく声はとても小さくか細く、鋭く蒼馬の耳を打った。

「母さま……！」

「……っ！」

　その言葉だけでわかってしまう。蒼馬は、ぎゅっと強く眉まゆ根ねを寄せた。

　心根のとても優やさしく、優しすぎるところのある白火が何に怯えているのかを読み取り、ようやくその胸中を理解する。

　──そういうことか……。

　蒼馬を、ここまで必死に追いかけてきた理由。

　白火は二度颯佐を喪うしなっている。生まれた直後と、桜能の夜。

　そこまで考えなかった自身の迂う闊かつさに、蒼馬は今いま更さらながらに歯嚙みしたくなった。

　少し考えればわかることだったのに。

　朧や矢涼も、それをわかっていたからあえて白火を行かせたのだろう。

　抱だき寄せようとすると、尚なお更さら必死になって背中に縋りついてくる。

　そうしないといなくなってしまうとでも言いたげで、怯おびえている小さな子供そのものだ。

　今の白火は、しがみついているのが母の颯佐ではなく蒼馬なのだとわかっているのだろうか。

　嗚お咽えつを押し殺せなくなって、ひく、としゃくり上げる音が聞こえる。

「……白火」

　たまらない気持ちになった。

　このままこんな風に白火を泣かせたくはない。

　腕うでを回して、華きや奢しやな身体ごとくるりと腕の中に抱きこみ、小さな頭を胸に押しつける。

　白火が苦しくてもいいと思った。寂しいまま泣かせるよりはずっとましだ。

　今白火を抱き締しめているのは自分だと、白火にわからせるようにきつくきつく。

「……っふ…………」

　白火が、蒼馬の腕の中で喘あえぐ。

「俺はここにいるぞ」

　そのまま、白火を落ちつかせるように髪かみを撫なで下ろす。洗いたての髪が、蒼馬の指先できらりと艶つやを弾はじく。

「俺が帰ってこないとでも思ったのか……？」

　嗚咽が一層ひどくなる。

　蒼馬が、もう泣かなくていいとわからせるように強く抱きすくめ、薄うす茶ちやの髪に頰ほおを埋うずめて吐と息いきを吐はく。

「……もう泣くな。悪かった」

　白火を大切に思う人間はたくさんいる。

　その中で蒼馬は、ひとりだけ朧たちとは違ちがう感情を抱いだいていることを、白火に伝えたかった。

「白火」

「──は、い」

「俺は、お前を絶対に手放さない。たとえお前を怖こわがらせても、泣かせてもだ」

　くしゃりと顔を歪ゆがめた白火が、再度蒼馬に抱きついた。言葉にならない白火の答えに、指先に力がこもる。

　細い腰こしに腕を回し、蒼馬はゆっくりと微笑んだ。

　蕩とろけそうに甘く、そして苦く。

「──悪かった」










　白火と蒼馬が根城に滞たい在ざいして数日が経たった。

　まだ陽ひは高い。

　麗うららかな、春と間ま違ちがえるような暖かさの中、天が心地ここちよさそうに空を旋せん回かいしている優ゆう雅がな姿を、庭先に下りた朱鬼は隻せき眼がんを細めて堪たん能のうする。

　美しい鳥だ。誇ほこり高い鳥だ。

　朱鬼の父親と蒼馬の父親が兄弟だったから、蒼馬と朱鬼は従兄弟いとこ同士に当たる。朱鬼のほうが、蒼馬よりひとつ上だ。年の近い兄弟はそれぞれが賢かしこく武芸にも長たけて、山間の街かい道どうを歩く旅の一団を襲おそったり、時には京に上って略りやく奪だ行つこ為ういを働いてくることもあったという。大江山を拠きよ点てんに定めたのも、朱鬼の父親の代になってからだ。

「知ってるか？　蒼の父親の話」

「ほんの触さわり程度ですが」

　訊たずねてみると、瑪瑙の声がすぐに返ってくる。

「それだけ知ってれば充じゆう分ぶんや」

　ある日強ごう奪だつに出かけた貴族の屋や敷しきで、蒼馬の父親は捕とらえられた。土つち蜘ぐ蛛もの行く末など、相場は決まっている。

　捕らえられたときにすでに孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの挙げ句息を引き取っていたからまだ良かったようなものの、わずかにでも息があれば、あらゆる拷ごう問もんの限りを尽つくされ、この世の地じ獄ごくをたっぷりと味わわされたことだろう。

「首を切り落とされ、晒さらしものにされるところだったとか」

「ああ。見せしめにな」

「先代のお頭かしらが、その首を取り返しに行ったと聞いています」

「せや。死し骸がいごと奪うばい返して、葬ほうむったんや。死に顔に会おうたけど、安らかな顔やったわ。親父おやじが来るんを知ってたみたいに安心しててな」

　指笛で合図をすると、ばさ、と翼つばさを鳴らして天が舞まい降りてくる。空の王者の姿はいつだって気品に溢あふれて誇り高い。

　そのように在りたい、と朱鬼は思う。

　しがらみなどほしくはないのだ。ただ思うままに駆かけ、自由でいたい。身分や偏へん見けんはそれを邪じや魔まする。だから要いらない。そんなものは必要ない。

「瑪瑙」

　草の褥しとねの上に寝ね転ころがり、ぽんぽん、と隣となりを叩たたいて示すと、瑪瑙も腰を下ろす。

　昼日中の陽ひ射ざしに、草が温められて青あお臭くさい匂においが強い。朱鬼が、不意に目を閉じた。天が、獲え物ものを求めて高く飛ひ翔しようする。

「お頭？」

「──聴こえるで、瑪瑙……」

　瑪瑙の手を取って、褐かつ色しよくの耳にぴたりとあてがう。

「あの声や」

「お頭……」

　聴こえるのは、声なき声だ。

　──我らが何をした？

　朱鬼の脳のう裏りに響ひびく、先祖の怨えん嗟さの呻うめき。

　土蜘蛛──人でありながら人でない蔑べつ称しようをつけられ、その血を誰だれよりも濃こく受け継ついだ朱鬼の中には、土蜘蛛と罵ののしられ殺されていった先祖たちの怨おん念ねんが渦うず巻まいている。

　──我らが何をした？

　呪のろう声が聴こえる。

　帝みかどにまつろわぬというだけで焼かれ殺され、すべてを奪われ。

　──俺らから奪ったものを、全部返してもらうで。

　だから根城を造り、宝を奪う。

　全身を流れる血に刻みこまれた憎にくしみが、朱鬼を駆り立てる。

　裕ゆう福ふくな貴族ばかりを狙ねらうので、一部では義ぎ賊ぞくと呼ばれることもあるが、朱鬼の中にあるのはひたすら復ふく讐しゆうのみだ。

「私にも聴こえれば良かったのですが……生憎あいにくと、何も」

「あほか。こんなん、俺ひとりで充分や」

　朱鬼が笑いながら首を振ふる。瑪瑙は、促うながされるままに朱鬼の耳を指先でたどる。少し尖とがった耳の頭から、緩ゆるやかな曲線を描えがいて薄うすい耳たぶへ。

　瑪瑙の手のひらの感かん触しよくにゆったりと、朱鬼は静かに目を伏ふせた。

「土蜘蛛も大きなった。そろそろ、俺だけやとまとめきれんようになってくる。それに、京もいつまでものほほんとはしておらんやろ。そろそろ、本気で俺らに向かい合うようになってくるで」

「……今までは、本気ではなかったと？」

「今までがうまいこと行き過ぎてるだけや。なあ、瑪瑙。俺はな、強いやつがほしいねん。一いつ緒しよに斬きりこんで、常に俺のそばに居てるやつがほしい」

　朱鬼の父親のそばに、常に蒼馬の父親がいたように。

　隣を護まもって補う存在がほしい。

「だったら私も行きます。留守を護るのは他ほかの者でもできます」

「それはあかん。お前や務まらへんわ」

「……それは、私が女だからですか」

　低く感情を押し殺してうつむいた瑪瑙の頭を、朱鬼は鮮あざやかに笑いながら軽く叩いた。

「だから、何さっきからあほ言うてんのや。お前らしゅうないで。お前は護り手やろ。俺の背後、俺の根城、振り返らずに任せられるんはお前だけや」

　はっと瑪瑙が切れ長の目を瞠みはり、朱鬼は剣けん吞のんな炎ほのおを隻眼に宿す。

　めらめらと燃えるこの炎を、瑪瑙はいつも熱いと思う。まるで命そのものを削けずって燃やし続けているように、弱まらず絶えない炎だ。

「ええか。俺の背後を護るんは、俺を絶対に裏切らん存在おまえや。けど、隣はわからん。寝ね返がえってばっさり斬られたらそこで終わりやよってな。だから、蒼なんや。あいつ以外にはおらへん」

「だから呼んだのですか」

「そうや」

　乱れた前まえ髪がみの合間から覗のぞく、獰どう猛もうな表情に瑪瑙は息を吞のむ。

　朱鬼はこうして寛くつろいでいるときに頭の中で策を練るのだという。

　片手に瑪瑙、空に天を置いて、頭上にはどこまでも高く突つき抜ぬける青空。

　朱鬼は、晴れた日が好きだ。雲や雨に遮さえぎられると、空が見通せない。窮きゆう屈くつな感じのしないこの季節の青空の、果てしなく自由な感覚は格別だ。

　空高くまで飛んだ天が、凄すさまじい角度で滑かつ空くうしていく。その先には獲物がいる。天の餌えさになるのは野の鼠ねずみや小鳥など素す早ばやい動きをするものが多いが、天の鋭えい利りな爪つめから逃のがれられるものなどいない。

　そして天の獲物は、動物ばかりとは限らない。

　両手を枕まくらの代わりにした朱鬼の眼帯に、瑪瑙がそっと触ふれる。何かを言いたいけれども言い出せないように、言葉が見つからないかのように。

「何や瑪瑙。不安か」

「いえ……」

「心配あらへん。蒼は裏切らへんよってな。何かあるとしたら……」

　朱鬼が言葉を区切る。

　食事を終えてきた天が戻もどってくるのを、腕うでを伸のばして受け止める。

「おまけのほうや」
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　蒼馬が朱鬼に呼ばれて大広間に出向き、ひとりになった白火は庭へと下りていた。

　蒼馬と朱鬼は、最初の日以来殴なぐり合ったりすることはないが、話し合いは平行線をたどって蒼馬の眉み間けんのしわは深くなる一方だ。白火としても、どうしたらいいのかわからない。

　新しん鮮せんな外の空気を吸いこんで、ゆっくりと辺りを見回す。

「うっかりしていたけど、ここは『大江山』だったんだな……」

　伝説の、鬼おにの棲すむ山。

　朱鬼たちの隠かくれ家に、これ以上ふさわしい場所もないだろう。木々の合間から、ぴちちと小鳥がのどかに鳴き交かわす。

　この数日、夜は毎晩酒しゆ宴えんに招かれるが、昼日中はやることがない。紅や子供たち、土つち蜘ぐ蛛もの中でも好こう奇き心しん旺おう盛せいな者たちが白火と話をしにやってきたりはするけれども、やはり時間が空けば稽けい古こをしたくなる。

　根城の裏庭は、山間部の鬱うつ蒼そうとした森に直結している。一歩踏ふみこめば、日中の明るい陽射しから一転、視界が暗緑色一色に閉とざされる。いきなり陽光から切り離はなされたせいで、くらっとめまいがした。

　遠くから見み渡わたしても根城のありかを突き止められないように、その姿のほとんどを木々で覆おおい隠してある。山の入り口には必ず見張りを置いて、土蜘蛛の護りは固い。

「『大江山』……」

　霞かすみに紛まぎれ雲に乗り、という謡うたいの通り、伝説の大江山の鬼たちは、ひっそりと隠れて生きてきた。それでも渡わた辺なべの綱つなに見つけ出され、酒しゆ吞てん童どう子じは騙だまし討うち同然に討ち取られてしまう。

　──どうして鬼は殺されちゃうの？

　幼いころ、この内容がどうしても理解できずに、一陽に訊たずねたことがある。

　──父さま。鬼は、なにか悪いことをしたの？

　──鬼だからな。異い形ぎようの者は、殺されなくてはいけないんだよ。

　一陽の答えは率そつ直ちよくすぎて理解できなかったけれど、今ならわかる。

　帝みかどを崇あがめる京を中心とするこの国で、帝に従わない者はすべて『悪』なのだ。

　がさりと木々が揺ゆれる。

「…………」

『大江山』の殺た陣て舞まいを思い出し、白火の四し肢しが知らずすっきりと伸びて勇ゆう壮そうな舞いの形を取る。京を揺るがす不届き者を成敗する、長ちよう剣けんをかざした武士もののふの果か敢かんな舞いだ。

　がさがさと、風もないのに木が揺れる。きゅい、と空で天が鳴く。

「……秋風の　音にたぐへて西川や　雲も行くなり　大江山」

　光る刃やいばが白火に向かって振り下ろされる。

　閉じられたままの舞まい扇おうぎが、それをはっしと受け止める。袂たもとの奥から侵しん入にゆう者をじっと見み据すえる瞳ひとみは冷静だ。

　たおやかな少年ひとりと油断していた忍しのびの男は、完全に意表を突かれてはっとする。

「まさか、見み抜ぬいていたのか……!?」

「当然でしょう？　こんな剣吞な気配に気づかないほど鈍どん感かんではありません」

　幼いころから矢涼の技わざを目まの当たりにしてきた積み重ねに加え、舞いを舞っているときの白火の感覚の鋭するどさは並みではない。

　ほとんど人間離ばなれした鋭えい敏びんさは、ひそめた息づかいもすべて読み取っていたのだ。

「矢や涼りようなら、もっとうまく気配を消しますから」

「何を……っ！」

　激げき昂こうした忍びが再び小刀を振ふりかざす。

　舞扇は普ふ通つうの扇とは違ちがう。要かなめに芯しんを入れて硬かたいとはいえ、何度も攻こう撃げきを受けるには向いていない。

「刀ひとつ帯びていない土蜘蛛の餓が鬼きが、小こ賢ざかしいことを」

　扇を指先に挟はさんだままの白火が、ひらりと飛び退のく。あまりの素早さ身軽さに、忍びの男が翻ほん弄ろうされる。

　白火は、剣けん術じゆつも体術も会え得とくしていない。けれど身軽さは常人をはるかに凌しのぎ、こうして鍛たん錬れんを積んだ忍びにすらひけを取らない。自ら剣けんを持って刃は向むかうのではなく、ただ動きを見きって避さけるだけだ。

「あなたはどなたですか？　土蜘蛛の方ではないようですね」

「あんな野や蛮ばんな化け生しようと一いつ緒しよにするな！　答える義理はない！」

　ざっと、枝が薙なぎ払はらわれる。

　白火に思い当たるのはひとつだけだ。

「『京の間者』、ですか？」

「だったらどうする。たったひとりで刃物もなく逃にげ切れるとでも思っているのか。まあ、化け物にしては見目は良いから、貴様は生け捕どりにして京に連れ帰ってやろう。そして、おのが一族が跡あと形かたもなく攻せめ滅ほろぼされるのをとくと見るがいい」

「──よう喋しやべる男やな」

「なっ……！」

　いつのまにか喉のどもとに突きつけられていた切っ先に、忍びの男は驚おどろいて後ずさろうとする。

　朱鬼は、並の男では使うのに苦労するような大ぶりの刀を片手で難なく持って、ぐい、と男の頸けい動どう脈みやくにあてがう。威い嚇かくなどというまどろっこしい真似まねをするつもりはない。

「しかも下げ衆すですね」

　忍びが慌あわてて飛び退すさろうとして、ぎくりと身を強こわ張ばらせる。

　背後には、細い白はく刃じんを構えた妖よう麗れいな女の姿。

　心臓のちょうど真後ろ、そこから刃を突き立てられれば即そく座ざにお陀だ仏ぶつだ。

「いつのまに……!?」

　前後どちらにも、少しでも動けば刃が急所を抉えぐる。

　一いつ瞬しゆんにして土蜘蛛に取り囲まれ、男は目を白黒させながらごくりと固かた唾ずを吞のんだ。

　周囲の木々の枝からは、いつのまにか現れた複数の土蜘蛛たちが、にやにやとおもしろがるような顔をして成り行きを見守っている。その手には刃物、吹ふき矢、投げ縄なわなどがそれぞれ握にぎられており、統とう率そつの取れたというよりは選えり抜きの腕うで利ききが揃そろっているような、そんな印象を受けた。

　どこから湧わいて出たのかわからず、濃こい緑の影かげに紛れて蠢うごめくそのさまは本当に異形のようだ。

「化け物が……！」

　異変を鳴いて知らせた天が、翼つばさを羽ばたかせて朱鬼の肩かたに舞い降りる。ぎらりと怒いかりを孕はらんだ隻せき眼がんが、忍びの男を睨にらみ据すえた。

「失礼なやっちゃな。こちとら、日々の鍛錬で腕うでを磨みがいとるだけや。おのれのなまくら刀と一緒にするなや」

「それに、化け物呼ばわりは心外ですね」

　抜く手も見せず。

　ひゅ、と空気が動いたと思ったら、次の瞬間に男の口もとを覆っていた布がはらりと落ちた。

　瑪瑙が斬きったのだと気づくまでに数瞬かかった様子だ。見ていた白火もさすがに驚いて固まる。

　──瑪瑙さまも、剣、使えるんだ……。

　京では女性は剣術のたしなみなどないし、剣を持ったことすらないのが当たり前だとされている。

　咄とつ嗟さに逃げだそうとした忍びの男が、土蜘蛛の男たちの放った縄で縛しばり上げられる。両りよう端はしに小石を結びつけてある縄は、放ほうるとくるりと旋せん回かいして獲え物ものに巻きつく。

「……あれなら片手でもできるかな」

「やりたいなら教えてやる。お前の場合、護身術は覚えておいて損はない」

　いきなり背後からぐいっと腕を回され、誰だれだと思う前に薫かおりでわかる。

「蒼馬さま」

　男が引き立てられていくのを見送り、朱鬼たちがこちらにやってくる。

「厄やつ介かいなことになったな、朱鬼」

「厄介なこと？　どうしてですか？」

　蒼馬が静かに言い、瑪瑙が白火に向かって頷うなずく。

「根城のありかを知られてしまいましたので」

「あの野や郎ろう、腕はいまいちやけど、鼻はえらい効くようやな。ようここまで入りこんできたもんや」

　見張りは置いているんやけどな、と朱鬼が眉まゆをひそめる。

「ま、ほとぼりが冷さめるまでは閉じこめておくわ。いつになったら解放できるかはわからんけどな」

「そうですね」

　配下たちに向かって淡たん々たんと指示を下していた瑪瑙が、申し訳なさそうに白火に向かって深々と頭を下げた。

「瑪瑙さま？」

「申し訳ありませんでした」

「え？　何がですか？」

　本気で首を傾かしげた白火に、蒼馬がふっと肩の力を抜いて笑う。

「瑪瑙はこの根城で、お前の世話を任されている。それなのに危険な目に遭あわせたから謝っているんだろう」

「その通りです」

「え、いや、そんな、オレが出歩いてたら何か気配がしたので、誰かと思っていただけですから、瑪瑙さまが謝る必要なんてないです！」

「俺は寿じゆ命みようが縮んだぞ」

　ぎゅっと抱だきすくめられる。

「え、あ、あの、蒼馬さま」

　人前でそんなことをされるのはどうしても恥はずかしい。

　じたばたと逃げようとする白火に、朱鬼が笑って眼を細めた。

「ちょっとの間大人しゅうしたり。蒼を押さえとくの大変やったんやで。飛び出そうとするんを、俺らで押さえてな」

「え？　蒼馬さまが……？」

「壱位を押さえているより大変でした。途と中ちゆうで一回剣を奪うばわれそうになりましたし」

　口々に告げられて、白火はくるんと仰あお向むけになるように背をそらせて蒼馬を見上げた。蒼馬の腕が巻きついて身体からだごとは動かせないのだから仕方ない。身体は柔やわらかい。蒼馬がその小さな頭を片手で押し戻もどす。

「お前ら、いちいちばらすな。そういうのは黙だまってるのが粋いきってもんだろうが」

「だって事実やんか。白火が危ない言うて、俺らが止めるのも聞かずに飛びかかりそうな勢いやったやないかい」

「そやそや、お客人」

「わいらがついてるさかい、心配いらんのになぁ」

「ここは人目も聞き耳も多いぞ。野や次じ馬うまばっかりだし」

「それに、あの程度の男なん、どうとでも料理できる」

　どうやら、白火の近辺にはさりげなく護衛がつけられていたらしい。朱鬼がゆっくりと口の端はしに笑えみを上らせる。

「それに、あんたがどういう手に出るか、一度見てみたかったんや。なかなかやるやんけ。見直したで」

「オレが、ですか？」

「せや。な、瑪瑙」

「はい。安心しました」

　白火の身元は蒼馬が保証したしもう疑ってはいないのだが、そこで信用しきるほど甘くはない。京の間者相手に白火がどうするのか。土つち蜘ぐ蛛もを売るのか売らないのか。

　それを見み極きわめたかったので、わざとしばらく様子を見ていたのだ。

「一応、怪け我がをする前に飛び出すつもりではいましたが」

「だから白火おまえは京に置いてきたかったんだ。こいつらはやることがいちいち物ぶつ騒そうだからな」

　蒼馬が承しよう伏ふくしかねてがしがしと頭をかく。

　その真意に、白火がうっすらと嬉うれしげに頰ほおを染めた。

　──蒼馬さま、迷めい惑わくじゃなくて、オレのこと心配してくれてたんだ……。

　今にして思えば、これは次々と降りかかる災わざわいのほんの小手調べのようなもので、このときからすでに運命の歯車は狂くるい始めていたのかもしれない。

　誰かが忍しのび笑う声は、山々の中にこだましてかき消えて、誰の耳にも聞こえない。
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　食事が済むと、蒼馬は毎晩、さっさと部屋に引き上げる。朱鬼とこれ以上不ふ愉ゆ快かいな諍いさかいを起こさないようにするためだ。

　少なくとも、皆みなが食事をしている場でのいざこざを避さけたいのは互たがいに同じなので、食事の間だけは当たり障さわりのない話をしたりして、酒と食事を楽しむことにしている。

　酒の味に関しては、朱鬼と好みが合うようだ。昔むかし馴な染じみとゆっくり盃さかずきを傾かたむけるのは悪くなかったが、それ以上話が込みいってくるとどうしようもない。

　行あん灯どんに惜おしげもなく火を灯ともして贅ぜい沢たくに光で飾かざって、簡素な味つけで食材の持ち味を最大限に引き出した土蜘蛛の食事は懐なつかしく、白火の口にも合ったようなのが嬉しい。時々、子供たちに誘さそわれて茸きのこ採りなどにも出かけているようで、生き生きしているのを見ると蒼馬まで嬉しくなってくる。

　蒼馬は蒼馬で、朱鬼に捕つかまることが多くてなかなか白火とゆっくりするような時間は取れない。だから、一いつ緒しよに稽けい古こができるこのひとときは貴重な時間だ。

　──初めて稽古をしたときは、大変なことになったけどな。

　土蜘蛛には、能を観みる機会はほとんどない。

　白火も蒼馬も朗々と声を張ればかなりの場所まで届くから、初めて稽古をした日は何事かと皆が飛んできたのだ。

　それ以降、夜ごとの稽古を熱心に見に来る者もいて、ちょっとした恒こう例れい行事のようになっている。稽古場の代わりに使っているのは客間なので、部屋の隅や廊ろう下かなどに大人や子供たちが好きに座ったりして稽古を眺ながめる。

「蒼馬さま。今日は何を？」

　ほどよく体を温めて柔らかく保ち、白火が広げた舞まい扇おうぎを高く投げる。末広がりの扇は、弧こを描えがいて白火の腕うでにすとんと戻る。

　外は、少し雲行きが怪あやしくなってきたようだ。風の荒あれる音がする。

「『颯佐』はどのくらい進んだ？」

「中ちゆう盤ばんくらいかな……この間やったところまでですから」

　白火が書いている能の脚きやく本ほんは、舞まいも白火がつけている。

「ちょっとやってみるか」

　すると急に根城の奥が騒さわがしくなって、あたふたとした空気が溢あふれ始める。ばたばたと人の行き交かう物音、誰だれかを呼ぶ声の中に悲鳴のような叫さけび声のような、尋じん常じようではない叫びも混ざる。

「何だ？　騒がしいな」

「何かあったんでしょうか」

　袖そでを下ろして、白火が不安そうに蒼馬を振ふり仰あおぐ。

「……子供の声だな」

　見物客たちと一緒に廊下を覗のぞいてみると、ちょうど報告を受けた瑪瑙が、顔色を変えたところだった。

「お頭かしら、『荒あら神がみ』です！　『荒神』が出ました！」

「何やて……!?」

　さっと表情を引き締しめた朱鬼が広間から飛び出してくる。

　根城の人間たちが朱鬼を取り囲み、口々に説明を始める。皆相当に怯おびえているようで、その顔は青ざめて、いつもの快活な陽気さはすっかりなりを潜ひそめている。

　──荒神？　何のことだろう。

　聞き慣れない言葉だったが、逼ひつ迫ぱくした空気は肌はだにひしひしと伝わってくる。相当な緊きん張ちよう状態だ。

「どいつや」

「豹ひよう太たのようです」

「豹太か。あいつ、確か足の骨を折ってるんやなかったか。荒あら神がみ憑つきが出るなんて久しぶりやで。誰だれかなんか、余計なことしたんと違ちがうやろな」

　ひどく苛いら立だたしげに舌打ちした朱鬼が、足早に案内される方向へと向かう。途中で白火や蒼馬と合流する。

　何が起こったのかわからない白火は不安だったが、とりあえず朱鬼についていく。向かう方角から、大人たちが飛び出してきて武器を持った男たちが駆かけつける。

「──白火。見ないほうがいい」

「いいえ。行きます」

　聞き覚えのある声が泣いている。

　あの声は紅だ。

　紅が泣いている。

「豹太ぁ……！」

　ばき、と柱がへし折られる音と共に、その部屋の中から数人の大人たちがざっと飛び出してきた。それと同時に、灰が飛び散る。

　投げつけられた重い火ひ鉢ばちが転がって、周りの大人たちが火種に灰をかけて消す。騒そう動どうになっているのは、子供部屋として使っている一室のようだった。

「どないや」

　やってきた朱鬼の姿を見ると、中にいた男たちがほっとしたように緊張を緩ゆるめたが、気は抜ぬかない。

「だめです、暴れて手をつけられません」

「兆候はあったか？」

「いいえ。紅たちと一緒に寝ねる支し度たくをしていて、いきなり乗り移ったようで」

　中の様子を見ると、大人たちが遠巻きに取り囲む人ひと垣がきの中心に豹太がいるようだった。

　散々にものが散らかった部屋の中で、片足に添そえ木を巻きつけた小さな少年が、血走る目つきで暴れている。小さいとはいえ一ひと抱かかえもある飾り簞だん笥すを抱えて投げつけ、思うように動かない足の添え木を外して振りまわす。そんなことをしたら足に激痛が走るだろうに、気にも留めない。

　ものを壊こわすたびに破は片へんが飛び散って頰をかすめ、指先も切れて血だらけだった。槍やりや投げ縄なわを持った男女にじりじりと輪を詰つめられているのも気に入らないようで、恐おそろしいほど憎ぞう悪おを含ふくんだ声で吠ほえる。

「近、寄る、な…………！」

　怪我を負った少年の体力はとっくに切れているのだろう。ぜいぜいと荒い息を吐はき、それでも暴れることをやめようとしない。

「豹太を助けて……！　誰か、お願い！　お頭……！」

　小さな子供たちはすでに避ひ難なんさせ、ひとり残った紅が大人たちに囲まれて引きずり出されるのに懸けん命めいに抗あらがう。豹太とは歳も近くて気心が知れた姉弟きようだいのような仲だ。大人たちが、痛ましそうに眉まゆをひそめる。

「無理だ、豹太のあの様子では……」

「紅、早くこっちへおいで！　危ないよ！　豹太はもう荒神に取り憑つかれちまったんだから！」

「いやあ！　豹太ぁ！」

「これは、何ですか……？」

　白火の声が震ふるえる。

　豹太の意識はすでにないのだろう。荒ぶる獣けもののような目をして、これは明らかな異状だ。

　こんな様子を目まの当たりにするのは初めてで、怯えるというよりは驚おどろきすぎて足が竦すくむ。人間は、驚きすぎると動けなくなるらしい。

「……『荒神』と、ここでは呼んでいる。死んだ人間の、大たい抵ていは強い憎にくしみや恨うらみだな。それが凝こごって子供に取り憑くことがたまにあるんだ」

　一言で言うなら、災わざわい。そうとしか表現できない。

「あの目は普ふ通つうじゃない。ああなったらもう……」

　言い淀よどんで言葉を濁にごした蒼馬が目を伏ふせ、白火を引き寄せようとする。

　ここは危険だ。

　豹太が──否いな、荒神が振り上げた棒が陶とう器きの置物を砕くだき、かけらが飛び散る。

　異形に操あやつられた豹太の力は、大人を遠えん慮りよなく深く打ちつけて切りつける。血の匂においが入り混ざる。

「──退たい避ひや！」

　朱鬼が鋭するどく命じると、子供部屋には豹太だけが残された。

「あれは無理や。抑えきれん」

「一体どうしたら」

「どうすることもできないなんて……」

　苦く渋じゆうの色が浮うかび始める。このままでは、被ひ害がいはどんどん大きくなるばかりだ。

　荒神は、取り憑いた魂たましいが鎮しずまるまで手出しもできない。

　あるいは。

「お頭……」

「矢をかけますか」

　大弓を肩かたにかけた男が少し苦しげに訊たずね、白火はぱっと振り返った。

「まさか、射るんですか!?」

　ただでさえ骨折し、過度の疲ひ労ろうに耐たえている少年の体が、矢傷に耐えられるとは思えなかった。すでにあちこちから出血し、豹太の足もとにはぽつぽつと小さく血が溜たまっている。

「ああ」

　朱鬼が重々しく頷うなずく。

「ここまで酷ひどうなかったら、捕つかまえて閉じこめて荒神が去るんを待つ。でもこんな酷いんは初めて見たわ。こっちに死人が出る前に止めなあかん」

　その言葉の重み。

　朱鬼はこの根城の頭領として、多くの命を守る義務がある。隻せき眼がんの青年は間を空けずに続ける。

「それに、このままやったら豹太のほうが保もたん。悪あく霊りように良いように使われるよりは、さっさと止とどめを刺さしてやったほうがええ」

　野山にそうした悪霊が漂ただようことが多いからなのか野生に近いからなのか、時々、本当に時々、幼い者を標的に荒神が襲おそいかかる。こうした土つち蜘ぐ蛛もの子供たちが平和な里村を襲うこともあって、それも土蜘蛛が忌いみ嫌きらわれる理由のひとつだ。

「やめてくださいお頭、豹太を殺さないで！」

　真っ赤な双そう眸ぼうから涙なみだを振りこぼして紅が叫さけぶ。

　朱鬼は冷静だった。

　これは、土蜘蛛をまとめる者たちが代々背負ってきた哀かなしみだ。朱鬼もまた、逃のがれることは許されない。

「──弓、貸し」

「え、お頭？　俺が射ますからええです」

「俺がやる。俺の仕事や」

　大弓を引き絞しぼり、血で濁った目で睨にらみつける豹太の心臓目がけて矢を番つがえる。

　──一発勝負や。

　一息で、ほんのわずかにも苦しむことなく逝ゆけたらいい。それが、朱鬼にできるせめてもの償つぐないだ。

　小さい豹太。子供の豹太。朱鬼に懐なついてしょっちゅうまとわりついてきていた。だが今の豹太は、豹太であって豹太ではない。殺したくはなかった。

　ぎり、と弓をぎりぎりまで絞り、狙ねらいを過あやまたずさだめて、心を決める。

　──すまん……！

　矢羽根が、弦つるを離はなれる。びいんと空気を震わせる。

「朱鬼さま待って！」

　その瞬しゆん間かん、白火は飛び出していた。豹太の心臓を貫つらぬくはずだった矢羽根が、大きな手にわし摑づかまれてぴたりと止まっている。

「白火？　蒼……？」

　とっさに腕うでを伸のばして矢羽根を摑み取っていたのは蒼馬だ。

　怪け訝げんそうな面おも持もちの朱鬼の前を、琥こ珀はく色いろの余よ韻いんを残す髪かみがすり抜ける。手負いの猪いのししのように荒ぶる悪霊が、白火をじろりと睨み上げた。

　誰だれもが息を吞のむ。

　次の瞬間に繰くり広げられるであろう凄せい惨さんな光景を覚悟して目を瞑つぶる。

「白火だめです、危ない……！」

　飛び出そうとした瑪瑙の目の前で、はらりと扇おうぎが開かれた。鮮あざやかな朱しゆの地に金粉銀粉を撒まいた、白火愛用の扇だ。

　白火は深く息を吸いこんで背筋を伸ばす。

　舞まいは神々に捧ささげるもの。神に通じる力を帯びたもの。

　もしかしたら──もしかしたら。

　それは賭かけだった。考えるよりも先に、身体からだが動いていた。

「舞い、ですか……？」

　瑪瑙が剣けんを鞘さや走ばしらせかけた手を止める。

　たとえるなら、空気の色を染め変えるように。

　白火は物音ひとつ立てずに、こまやかな足使いで豹太の周りに扇を閃ひらめかせ、魔まから切り離す領域を作る。豹太が、惚ほうけたように白い指先を見つめている。たとえ片かた腕うでであろうとも、白火は特有の身軽い、清すが々すがしい流りゆう麗れいさを失わない。

　伎ぎ芸げい天てん女によの愛いとし子の舞いは、妖あやかしさえをも魅み了りようする。

「白火は、何をしてるんや……？」

　一同は、信じられない光景を前にただただ息を吞むことしかできない。

「荒神が、鎮まった……？」

　舞いの力が間ま違ちがいなく豹太に届いていることを読み取って、白火はほっと安あん堵どする。

　左ひだり腕うでの動かない身体で神経を張り詰つめ、恐おそろしいほどの負ふ荷かがかかって息苦しい。まるで泥どろの中に引きずりこまれていくようだ。

　──重、い。

　負荷に逆らって、背筋を伸ばす。四し肢しを伸ばす。

　凜りんと気配を張り詰めて、白火が舞う。思い描えがくのは、桜能の夜の蒼馬の剣けん舞ぶ。颯佐に意識を吞みこまれ、朦もう朧ろうとしていた白火にも伝わってきた、あの気き迫はくと力強さ。

　豹太の前で袂たもとを翻ひるがえし、扇をかざす。

　剣を借りる余よ裕ゆうもなかったから、扇を剣に見立てて舞う。

　舞いはもともと鎮魂、清め、祓はらいを行うためのもの。そして白火の舞いには、蒼馬の剣舞にはない、静かな女の優しさがある。白火はそれに賭かけたのだ。

　目が霞かすみ、頭がぼうっとする。

　華きや奢しやな体たい軀くには、この舞いはつらすぎる。

「この馬ば鹿か……！」

　白火の様子に気づいた蒼馬が、慌あわてて駆かけ寄る。

　魔から解き放たれた豹太は、すでに力なくその場に倒たおれている。

「また、無む茶ちやをして……」

　ふらりと傾かしいだ白火の身体を、たくましい腕がしっかりと抱だき留めた。
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　豹太は怪け我が自体はひどいものの、幸い命は取り留めた。

　荒あら神がみに憑つかれていた時間が短かったことも良かったのだろう。見た目ほど消しよう耗もうは激しくなく、今はぐっすりと眠ねむりについている。

「今夜が山やろうな」

　見張り役の男たちに、朱鬼は事細かに指示を出す。

「薬草で熱が下がらんようやったら、京から最高級の薬、薬くす師しごと獲とってくるさかい。今夜一晩、あんじょう様子見たってな」

「わかりました。何かあったらすぐに報告します」

「ん。豹太を頼たのむわ」

　見張り役の男にそう言い置いて、その場を後にする。

　少しかわいそうだとも思ったが、朱鬼は豹太を一応頑がん丈じような土つち牢ろうに運ばせていた。

　中には柔やわらかな褥しとねを敷しき、温かく設しつらえて病人の身に快適なように整えてやる。目が覚めても再び荒神が現れるようなことがなかったら、すぐに子供部屋に戻もどしてやるつもりだ。

　念のため看護人と見張り役を数人置いているが、豹太はもう案じることはないだろうと朱鬼は踏ふんでいる。

　白火のあの舞いを見たあとなら、誰だってきっとそう思う。

　あの舞いは清せい浄じようななにかに溢あふれていて、豹太を包みこんで浄じよう化かした。

　決して特とく殊しゆな力ではないのだと白火たちに説明されたが、朱鬼にしてみれば充じゆう分ぶん特殊だ。

「ほんまに、けったいな女や」

　ひとりごち、ぽんと手を打つ。

　何かを思いついたときの朱鬼の癖くせだ。

　長い足で素す早ばやく廊ろう下かを踏みしめ、客間へ向かうと都合の良いことにちょうど白火しかいない。

　寝ね支じ度たくを整えて、真っ白な寝ね間ま着きが白い肌はだによく映はえている。

　何度見ても不思議に思うほど白い肌だ。同じ陽ひに当たって、何故なぜこうも白さを保っていられるのだろうか。

　京人のなまっちろい色白さは嫌きらいだが、出いで湯ゆと同じあの乳白色の肌は美しく、尊敬に値あたいする。

「白火」

　軽く襖ふすまを叩たたいて合図を送ると、白火がびっくりしたように振ふり返る。

「朱鬼さま！」

「蒼は？」

「ちょっと外してらっしゃいます。蒼馬さまに何か御ご用ようですか？　また喧けん嘩かしたんですか」

　いいや、と朱鬼が首を振る。

「ちょお顔貸してんか」

　話があるんや、と手招きされ、白火は疑いもせずに小走りに駆け寄ってきた。

「豹太の容態はどうですか」

「落ちついとる。あんたの手て柄がらや。もう一度礼を言うで」

「大したことはしてません。でも、良かったです」

「前から気にはなっとったけど、俺に敬語なんて使わんでええて。普ふ通つうに喋しやべり」

　白火はつい笑ってしまう。

　ふとした拍ひよう子しに表れるさりげない気き遣づかいが、蒼馬とよく似ている気がする。

「これは、オレの癖みたいなものですから気にしないでください。それで朱鬼さま、話って？」

　少し打ち解けて訊たずねると、朱鬼もそうだそうだと言わんばかりに一歩間を詰めた。

　朱鬼は、蒼馬と同じほどに背が高いから、白火が見上げないと目線が合わない。

「さっき思いついたんやけどな。あんた、俺らの仲間にならへんか」

「──オレを仲間にしても、蒼馬さまは考えを改めたりしませんよ」

「わからんで。蒼は嬢じようちゃんを大事にしとるからな」

「搦からめ手は無む駄だです」

「何でや」

「オレが知ってる蒼馬さまは、他人がどうこう言っても、自分が納なつ得とくしない限り絶対に考えを変えたりしない人なんです」

「あんた自身はどうなんや？　初日から、あんたは俺らに物もの怖おじしたりせえへんかった。同じかぶき者かて、土つち蜘ぐ蛛も言われたら逃にげるようなやつらばっかりやけど、あんたは逃げへんかった。仲間になるなら歓かん迎げいする」

　白火のあの不思議の力。それを手に入れたいという気持ちもある。

　それがわかっているから、白火は首を振るしかない。

「オレは、朱鬼さまの味方にはならない」

　一度言葉を区切り、隻せき眼がんをじっと見上げる。

「でも、敵にも回らない」

　いつのまにか降り出していた雨が、ざあざあと強く音を立てる。

　廊下に、雨音がひどく響ひびく。

　ぐっと気温が下がったが、そんなことは気にならなかった。

　蒼馬を見ていてわかったのは、芸人としての生き方だ。

　京を憎にくむ朱鬼と、朱鬼を憎む京。

　相手が誰だれであろうと、蒼馬は『柚木座の蒼馬』としての生き方を貫つらぬくだろう。今回のように。

　相手が朱鬼で、しかも生まれ故郷の問題ということもあって蒼馬の決断は少々鈍にぶったが、それでも芯しんはぶれなかった。蒼馬と話して、白火も同じ意見だった。

　表立って味方をすることはできない。だが敵対もしない。

　それが、白火たちの選んだ道だ。

「そらどういう意味や」

　朱鬼の隻眼は、本人が意図しなくても威い圧あつ感かんを与あたえることがある。特に女性や子供には怖こわがられることも多いが、白火は視線を動かさない。

「戦いもいざこざも、何にも煩わずらわされたくないし関かかわらない。芸人は芸を売るのみ磨みがくのみ、なんです」

　それは、潔いさぎよいまでのひとつの生き方だ。柳やなぎのように風に身を委ゆだねて逆らわず、ただそこにあり続ける。

　大切なもの、命を賭かけて守りたいものがある。その大事なものが、白火たちと朱鬼とでは違ちがう。それだけのことなのだ。

「オレたちは、舞まいを舞うこと、後世まで伝えることこそが戦いです。そして、絶対にその戦いには負けられない。勝てなくてもいいんです。負けさえしなければ」

「白火……」

　朱鬼は裏切られたような気分だった。

　白火に対してというより、白火と同じ考え方をしているだろう蒼馬に対して、手ひどく撥はねつけられたような気になる。

　同じ血を引いているのに、蒼馬にとっての唯ゆい一いつは土蜘蛛ではないのだ。

　それが理解できない。

　わからない。

　情に篤あついあの青年が仲間を見捨てることなどできないのに、何故ほかのものを選ぶのか。

「寂さびしい、ですよね」

　ずばりと心のうちを言い当てられて、朱鬼は驚おどろいて白火を見つめる。

　彼らしくもなく、しばしの間言葉を失ってぼんやりとする。

　朱鬼を見つめる双そう眸ぼうが透すき通って綺き麗れいだった。

　木の樹じゆ脂しが地中に埋うまって固まった宝石は、気の遠くなるような長い時間を内包して美しい。

　白火によく似合う色だと、朱鬼は何となく思った。

「いつも悪者扱あつかいされるのは、寂しいですよね」

　白火は思う。

　一陽も言っていた。『鬼おに』は殺されなくてはいけないのだと。

「朱鬼さまたちが、京を憎む気持ちはわかる。でも朱鬼さまたちが京を襲おそい続ける限り、京も朱鬼さまたちを憎むと思います」

　言葉を選び慎しん重ちように。

「なら、どうすればええんや」

　朱鬼が焦じれたように言う。この土蜘蛛の頭領はいつだって炎ほのおに炙あぶられている。

　白火が出せる答えはひとつしかない。

「戦いを、やめることはできませんか……？」

「無理や」

　答えは揺ゆらがない。

　黙だまって、廊下の隅すみで様子を見守っていた蒼馬が姿を現す。

「もうわかっただろう白火。朱鬼とはそもそもの考え方からして違うんだ。これ以上話し合っても仕方ない。この雨が止やんだら山を降りるぞ」

　ふと白火は、朱鬼が泣きそうだと思った。

　相変わらず傲ごう慢まんに顎あごを上げ、涙なみだの一ひと粒つぶどころか、悲しげな表情すら浮うかべてはいなかったのだけれど。

　白火には、そう見えた。
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　雨が続いている。

　この時季の雨にしては珍めずらしいほど続く本降りの雨で、時折強く風も吹ふく。奥おく座ざ敷しきにいても聞こえてくる雨音に、いつもは賑にぎやかな根城の人々もしばし静かな時を過ごす。

「もうちょい雨が強なったら、裏の崖がけんとこが崩くずれるかもしれへんな」

「そうですね。気をつけて見ておきます」

　白火たちを足止めする、朱鬼たちにとっては恵めぐみの雨だ。

　その割に、ちっとも気は晴れないのだけれど。

　この数日、朱鬼はずっと何事かを考えているようだった。

　こんなふうに、じっと物思いに耽ふける朱鬼を見るのは初めてだ。

　昼間から盃さかずきを呷あおる朱鬼を、瑪瑙は黙って見ていることしかできない。少し冷えるので燗かんをつけて、朱鬼の眼がとろりと緩ゆるむ。

　酒ばかり飲んでいても体に悪い。

　肴さかなになるものでも用意しようと思った瑪瑙は、つんと引っ張られる感覚に、立ち上がろうとした中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢のまま振ふり返った。

「あ……っ」

「ほら、大人しゅうせんかい。取ったるわ」

　瑪瑙の髪かみが床とこの間を飾かざる大ぶりの珊さん瑚ごの枝に絡からまったのを見て、朱鬼が笑いながら手を伸のばした。

　隻眼であることは、朱鬼にとってほとんど弱点にはならない。夜目の利きく右目が、左目の分も補ってあまりある。

　──……っ。

　酒の匂においが鼻先をかすめる。

　長い腕うでの中に抱だきこまれるような微び妙みように近い距きよ離りに、瑪瑙の息が知らず詰つまる。瑪瑙の目の前に、褐かつ色しよくの引き締しまった腕がある。

「……お頭かしら」

「何や、すぐやって。じっとしとりぃな。せっかくの綺麗な髪やのに、無理に引っ張って傷いたんだりしたら勿もつ体たいないやんか」

　綺麗な髪。

　そう言われただけで、瑪瑙の心臓はあり得ないほどに高鳴る。

　どくどくと脈打って、自分のものだとは信じられないほどだ。少し苦しささえ感じて、己おのれの胸をそっと押さえる。

「白火の髪も、こんなやねん。つやつやしとってな」

　すっと、胸の奥が冷めていくような心地ここちに見み舞まわれる。

　──…………やはり、白火に惹ひかれているか……。

　長年朱鬼のそばにいた瑪瑙だからこそ、微び細さいな心の変化が手に取るようにわかってしまう。

　わかりたくは、なかったのだけれど。

　──私も、いい加減しつこいな……長年想おもってきても、気づかれてもいないというのに。

　朱鬼が見目良い女たちと戯たわむれの、時には本気の恋こいをしている間、瑪瑙はずっと朱鬼の背後に控ひかえていた。想いを告げようとしたことはない。

　──私は、お頭の背後にいるべき人間なのだから。

　男女の情を間に混入させて、想いが通じ合えばそれはそれで良いかもしれないが、そうでなかった場合は目も当てられない。

　朱鬼は弱々しくて頼たよりない、女らしい女が好みのようで、それは今まで褥しとねに連れこんだ女性たちを一目見ればわかることだ。

　──私は、違う。

　それだけはわかっている。

　朱鬼の指先が、絡まる髪を解こうとして手こずる。

　何だか、複雑に絡み合ってしまったらしい。

「ああもう、珊瑚の先がごちゃごちゃ細っこうてあかんわ。どんな風にして絡ませたんや」

「構いませんから、その辺りをばっさりと切ってください。そのほうが簡単ですから」

「あほ」

　瑪瑙が懐ふところの小刀を取り出そうとすると、ぴ、と額を指先で弾はじかれる。

「男相手やったらそんなん全然構へんけどな。お前も女やろ。お前の男に恨うらまれんのはごめんや」

「私に男などいません」

「え、おらんのかいな。てっきり誰だれか居るんだとばっかり思うてたで。よっしゃ、ほどけたほどけた」

　朱鬼が満足気に腕を下ろす。

　ほのかに感じるぬくもりが離はなれていくのを、瑪瑙は少し残念に思う。

　朱鬼が、瑪瑙をじろじろと無ぶ遠えん慮りよに眺ながめ回した。
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「ふうん……」

「お頭？　どうかしましたか」

「いや……お前に恋こい人びとが居てへんいうんは、正直意外やったわ。お前やったら見目もええし、大たい抵ていの男は放ほうっておかんやろ。めっちゃ高望みでもしとるんか？」

「そう見えますか？」

「お前は俺の片かた腕うでや。何でも願いを叶かなえたる。帝みかどの妃きさきになりたい言うんやったら、そうしてやるで」

「そんなことは望んでいません」

「ほな何なんや」

　瑪瑙の願いは、朱鬼と共に在ることだ。

　無む邪じや気きな問いかけは、残ざん酷こくに瑪瑙の胸を抉えぐっていく。今も昔も、瑪瑙にとって朱鬼は優やさしい暴君だ。

　朱鬼が、瑪瑙の首くび飾かざりに目を留める。

「瑪瑙石やな」

「はい」

　朱鬼が、瑪瑙の細い首筋をさらりと撫なでて首飾りを片手で外す。体温を吸った瑪瑙の石は、温かく青年の手のひらで転がった。

　この首飾りは、以前朱鬼が京から奪うばい取ってきたものだ。選より分けて質の良いものだけを残し、仲間内で分け合って、残りを故買屋で換かん金きんしたり宝物蔵ぐらに貯ためこんだりする。

　朱鬼は覚えているのだろうか。瑪瑙石の見事な首飾りを手に、

『これはお前にきっとよう似合うで』

　そう言ってくれたその日から、赤い石の首飾りは瑪瑙の宝物になった。

「お前に飾りもんを寄よ越こすような男、おらんのか。貢みつがせるだけ貢がせたらええやんか。お前も要領の悪い女やな」

「……何か、肴になるようなものを見み繕つくろってきます」

「瑪瑙？　いきなりどないしたんや？」

　朱鬼の言葉に答えず。

　瑪瑙は、逃にげるように足早にその場を後にした。

　こんなことで、今いま更さら泣くようないじらしさはないけれど。

　なんだか、耐たえられないと思った。

　朱鬼は、手のひらに取り残された瑪瑙の首飾りを手に、首を捻ひねる。

「何やねん、あいつは」

　一方の瑪瑙は、気がつくと、母おも屋やを離れて離れの隅すみにまで来ていた。突つき当たりは武具庫だ。無意識のうちに、人ひと気けのないところを求めていたらしい。

　ようやくほっとしたように歩調を緩める。呼吸が少し乱れているのはここまで歩いてきたからではない。どうしようもなく心がざわめいているせいだ。

　朱鬼は、あの少女に惹かれている。

　ゆっくり、ゆっくりと朱鬼の興味は白火に寄せられ、それはいつか朱鬼らしい強ごう引いんさで形になる。

　奔ほん放ぽうな朱鬼が、誰に惹かれてもいい。それを止める権利は瑪瑙にはない。

　けれど、自分に男がいると思われているのは──つまり、朱鬼に女として、興味のかけらも寄せられていないのだと、思い知らされるのはつらかった。

　──確かに、要領は悪いんだろうな……。

　好きな男に誤解されることほど、悲しいことはない。

　ひとつ大きく息を吐ついて引き返そうとすると、ぎい、と金属を使った扉とびらが開いた。

「蒼馬。何をしているんですか、こんなところで」

　まさかこんなところで誰かに会うとは思わなくて、瑪瑙がわずかながらに狼ろう狽ばいすると、くわえ煙管ぎせるの蒼馬が答える。

「朱鬼に、好きな武器を選んでおけって言われてな。いくつか見せてもらってた。朱鬼のやつ、目は確かだな」

　長い指で、小さな刀を弄もてあそぶ。蒼馬が選んだのは投とう剣けんと呼ばれる類たぐいのもので、実際に打ち合うよりも相手に投げつけることに適している。切っ先が鋭するどく、投げれば相手の肉を深く断たつ。

「徹てつ底ていしてるな。庫にあるやつ、全部研とぎ澄すまされてて錆さびた刀なんて見つかりゃしねえ」

「いざというときに斬きれない、では話になりませんから。定期的に手入れはしています」

　ほのかに剣けん吞のんさを帯びて笑うと、蒼馬と朱鬼は案外似ている。

「瑪瑙」

　朱鬼に似た、低い声が瑪瑙を呼ぶ。

　誰でもいいと思った。慰なぐさめてほしいと思った。

　蒼馬の中に流れる血は、少しだけ朱鬼と同じ血。瑪瑙には流れていない、絶対の絆きずなのある血だ。

「思い詰つめた顔して。何かあったか？」

　さりげなく気き遣づかう声に、もう我が慢まんできなかった。思わず腕うでを伸のばして縋すがりつく。柔やわらかな二の腕が蒼馬の頰ほおに触ふれると、宥なだめるように背を叩たたかれる。

「おい……？」

　瑪瑙が黙だまって唇くちびるを嚙かむと、蒼馬が少し慌あわてふためいたように言って瑪瑙を無む理り矢や理り武具庫の中に押しこんだ。

　完全に人目を遮さえぎってしまうと、少し落ちつく感じがした。

　矢尻じりや弓をしまってある平たい木箱の上に腰こしを下ろし、乱れて降りかかっていた髪かみを指先で梳すき上げる。大人の女の鮮あざやかなしぐさに、蒼馬が、ふ、と息を吐いて扉に寄りかかって腕を組んだ。

「泣くのかと思ったぞ」

「まさか。こんなことで泣くほど女らしくはありません」

「そうか？　俺には、充じゆう分ぶん女に見えるがな」

　蒼馬が、煙管を指先に挟はさむ。あえて女物の赤い筒つつの煙管を好んで使っている辺りが酔すい狂きような男だと瑪瑙は思う。

「あの馬ば鹿かもなあ……変なところで鈍にぶいよな」

　──何もかもお見通しか。

　朱鬼への秘ひめた想おもいを見み透すかされても、瑪瑙は案外冷静だった。

　朱鬼の言葉に傷ついていたから、他ほかはどうでも良くなっていたのかもしれない。

「だったら、慰めてくれますか」

　ふと思いついて、軽口を叩いてみる。

　蒼馬が軽く目を瞠みはり、ついで薄うすい唇に男の色気を滲にじませて、瑪瑙の悪戯いたずらに乗ってくる。

　白火以外をその懐ふところに受け止める気はないのだろうに、わざと道どう化けに付き合ってくれるその男っぷりに、今は甘えたい気分だった。

「そうだな。こんな美人に誘さそわれたら、断るのは男の恥はじってもんだな」

　悪ふざけして、蒼馬の指が瑪瑙の横座りになって投げ出されていた足首を摑つかんだ。その手を、軽くぺちりと叩く。

「女を慰めるのがお上手そうですね」

「慣れてるからな」

「それは誠実とは言えません」

　すっかり平常心が戻もどって、瑪瑙は肩かたの力をそっと抜ぬく。

「白火は知っているんですか」

「何をだ」

「女を慰めるのに慣れているということを、です」

　途と端たんに、はあ、と蒼馬が盛大なため息をつく。

「それがわからないんだよなあ。遊ゆう郭かく絡がらみの噂うわさ話ばなしなんざいやってほど聞けるだろうし、大体瓦かわら版ばんも見たって言ってたな……あー……」

　花はな霞がすみにも口止めしておかないと、とかなんとか、瑪瑙には意味がわからないことをぶつぶつ言い始める。

　京の噂話などはわからないが、蒼馬がいきなり頭を抱かかえこみそうな雰ふん囲い気きを見せたので少し驚おどろいた。見ている瑪瑙のほうが心配になってきてしまうほどの落ちこみっぷりだ。

「そんなにたぶらかしまくってたんですか」

「お前も太た夫ゆうも、人の顔見りゃたぶらかすだの何だのと……人のことを何だと思ってるんだ」

　そうは言われても、蒼馬自身が目にも艶えんな雰囲気を醸かもし出しているのだから仕方がない。

「なあ瑪瑙」

「はい」

「お前も、あの馬鹿相手じゃ苦労するとは思うが……」

　空気が変わる。

「──あいつを止めろ。このままだと取り返しがつかないことになるぞ」

　それまでの和なごんだ雰囲気を突き破って、蒼馬が険しい皺しわを眉み間けんに刻む。

「……どういう意味ですか」

「言った通りだ。京の、帝みかどの力は半はん端ぱじゃない。だからこそこの国を統すべていられる。今はまだお前たちを見み逃のがしているに過ぎないだけだ。あっちが本気になったら──」

　瑪瑙はごくりと固かた唾ずを吞のむ。

　──我々に勝ち目はないと言いたいのか……？

「見くびらないでください。私たちは、たとえ刺さし違ちがえても京を許しはしない」

「そして殺し合い、第二、第三の土つち蜘ぐ蛛もを生み出すのか？　京の報復は凄すさまじいぞ。わずかにでも生き残れるかもわからない。非情だからこそ君臨し続けているんだ、京は」

「それは」

「あいつの夢は知ってる。確かに魅み力りよく的だし、酔よう。あいつと話しているとな。そんな幸せな夢が叶かなえられるんじゃないかと……つい、期待したくなる。あの馬鹿、牽けん引いん力だけは異様にあるからな」

「だったら協力してください。お頭かしらもそれを望んでいます」

「俺は協力できない」

「柚木座が大事だからですか」

　蒼馬は躊躇ためらうことなく頷うなずく。

　白火ともとことん話し合った結果だ。

　芸人の生き方は、生まれも育ちも関係ない。過去ではなく未来を見つめて、守るべきものを絶対に譲ゆずらない。

　それにもうひとつ、蒼馬が危き惧ぐしていることがある。

「……瑪瑙。お前、気づいてるんだろう？　気づいていて、わからない振ふりをして自分をごまかしているだけだろう」

「何を、です……？」

　一座を背負う若太夫の目が、生まれ故郷の一族の未来を見み据すえる。冷静に、余計な情報をそぎ取って真実のみを探さぐる目だ。

「朱鬼の夢は血まみれだ。血だらけの犠ぎ牲せいの上にしか成り立たない。それに、あいつは今破は滅めつに向かって突つき進んでる。血の匂においに酔ってんだか周囲の期待に縛しばられてんだか知らねえが、危なっかしくて見てられない」

　瑪瑙は悲しげに目を閉じ、きっぱりと首を横に振った。

「お頭を止めることはできません」

「瑪瑙」

「我々は、お頭に従って生きてきたんです」

　朱鬼の夢。

　瑪瑙だって、朱鬼たちの略りやく奪だ行つこ為ういの裏に、血が流れていないなんて思っていない。だが構わない。

　流れるのが京の血なら、むしろもっと流れてもいいとすら思っている。どのみち、ここまで来たらもう引き返すことはできない。

「瑪瑙……」

　どの言葉よりも明確なその眼まな差ざしに、蒼馬が言葉を失う。

　そう。

　もう、引き返すことはできないのだ。










　朱鬼がその光景を目にしたのは、ほんの偶ぐう然ぜんだった。

　外させたままになっていた首くび飾かざりを返そうと思ったのだ。

　瑪瑙の姿を捜さがして、部屋にいないから厨くりやにも行って、捜しているうちに武具庫の前まで来た。

「蒼馬か？」

　扉がかすかに開いていた。滅めつ多たなことで出入りを許してはいない部屋だから気になってそっと中を覗のぞくと、思った通り蒼馬がいた。

　そして何故なぜか、瑪瑙の姿もある。

　ひどく不ふ釣つり合いなふたりだ。少なくとも朱鬼にとってはそうだ。

　──なんであのふたりがこんなとこにおるんや。

　分厚い扉に阻はばまれて話の内容は聞こえない。ただ、囁ささやき合う声が聞こえる。

　蒼馬の後ろ姿の奥で瑪瑙が、驚くほど柔やわらかな眼差しをしていた。

「……何やあいつ、あんな顔して」

　あんな風にしっとりと微び笑しようする瑪瑙など、久しぶりに見た気がする。瑪瑙の細い足首に蒼馬が触ふれている。

「……どういうことや」

　信じられなかった。

　あらゆる意味で信じられなかった。

　朱鬼は憤ふん怒ぬをこらえてその場を立ち去る。

　何故かはわからないけれど、無む性しように腹が立って仕方なかった。あまりに腹が立ち過ぎて、どちらに対して怒おこっているのかもわからない。

　秋の雨は、まだしばらく続く。
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　次の日一日、朱鬼はずっと姿を見せなかった。

　生来じっとしていられない質たちで、思い立てば、無む謀ぼうにもひとりで京に乗りこんで強ごう奪だつ行こう為いを働いてくることもあるという。

　とはいえ、まだ雨が降りやまないままだ。これだけの雨が降れば土がぬかるんで足もとが危あやうくなる。ただでさえ山の中だ。

　結局何の連れん絡らくもないまま、夕方近くに猪いのししを手て土産みやげに帰ってきて、濡ぬれそぼった身体からだを面めん倒どう臭くさそうにざっと拭ぬぐっただけで、そのまま酒しゆ宴えんになった。

　大きな猪は今朝方仕留めたそうで、手て早ばやく女たちで下処理を済ませ、野や趣しゆ溢あふれる猪いのしし鍋なべとなって皆みなに振ふる舞まわれる。

「白火、猪しし肉にくは好き？」

　広間の、屛びよう風ぶの前が朱鬼の定位置だ。

　その横が、いつのまにか白火たちの席になってしまっていた。

　紅が、鍋なべの中身を椀わんによそって持ってくる。白火は物もの珍めずらしそうに椀を覗きこんだ。小さな塊かたまりに切り分けられた肉と、山菜がたっぷり入っている。

「猪は初めてなんだ。鴨かもとか、干し肉とか食べることはあるけど」

「そうなの？　京には猪がいないの？　熱々のところを食べるのがおいしいけど、口を火傷やけどしないように気をつけてね」

「ありがとう」

　分厚い肉をゆっくりと嚙かみ締めると、少し筋張った肉から、弾だん力りよくと共に滋じ味みが溢あふれ出す。何というか、口にした瞬しゆん間かんから力が漲みなぎるような、そんな感じだ。

「どう？」

　訊たずねられても、熱い肉をはふはふと味わっている最中なので答えることができない。そんな白火を見て、紅が笑う。

　しっかりとした嚙み応ごたえのある肉は、蕩とろけるような旨うま味みも併あわせ持っていてじわりと中から滲にじみ出てくる肉にく汁じゆうは絶品だった。

「お口に合いましたか？　これからどんどん寒くなりますから、たくさん食べて力を蓄たくわえてください」

　やってきた瑪瑙が、白火の隣となりにいる紅を見てかすかに微笑ほほえむ。

「紅も、ありがとう。色々と助かる」

　白火の世話を任されているものの、瑪瑙は何かと忙いそがしい。こまごまとした世話を、この少女がしてくれるので助かっている。

「あまりやることないわ。白火、器用だから。豹太は寝ねてるか食べてるかだし」

　紅の言う通り、白火は日常生活のほとんどで手助けが必要ない。食事だって普ふ通つうに摂とれる。ただ、左の手のひらに乗せた器うつわを、膝ひざの上から持ち上げることができないだけだ。

　汁しる物ものの熱さが器から指先に染しみて、感覚が戻もどってきたのだなと改めて実感する。

　この間までは触れても触れられても何もわからず、氷のようだったのだ。

　少しずつの回復が、しみじみ嬉うれしい。

　そういえば先ほど瑪瑙に廊ろう下かですれ違ちがった際に、

『蒼馬は良い男ですね』

　と唐とう突とつに耳打ちされた。何の脈みやく絡らくもなく、ただ一言。

　訳がわからなかったものの、事実だと思うのでこくりと頷うなずいたら瑪瑙がほのかに笑っていた。普ふ段だんが表情があまりない分、とても柔らかく魅み惑わく的な笑え顔がおだった。

　そんなことを思い出しながら、湯気をふーっと吹ふき飛ばす。

「懐なつかしい味だな。時々、父親に連れられて行った山中で食べた。白火、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい」

　白火が少々猫ねこ舌じた気味なのを知っている蒼馬が気き遣づかうが、白火も器用に箸はしを操あやつる。

　片かた腕うででの生活は案外慣れるのが早いとはいえ、両りよう腕うでが使えるようになるのが待ち遠しい。そのためにも、毎日の治ち療りようと鍛たん錬れんは続けている。

　ここの温泉の治療も効いているのかもしれない。なかなか身体の芯しんから温かさが冷めないのだ。ぬくもりは人を丈じよう夫ぶにする力があると思う。

　お代わりをもらって、満腹になるまで食べる。二杯はい目からは、穀物を臼うすで挽ひいて粉にした練り物も入っていた。これが肉の旨味をたっぷり含ふくんでおいしい。

　わいわいと楽しげな一同の中で、朱鬼だけはひとり、片かた膝ひざを立てて退たい屈くつそうだった。

「酒の肴さかなや。蒼、舞まえ」

　どことなく不ふ機き嫌げんに言い放たれ、隣となりの席についた蒼馬は黙だまって腕うでを組んだまま、動こうとしない。雨が止やんだら出て行くと明言していることも、朱鬼を苛いら立だたせているようだ。

　無礼講で思い思いに酒を酌くんでいた一味の人間たちも、上座から流れる雰ふん囲い気きに気づき、それまで賑にぎやかだった空気が微び妙みように重苦しさを孕はらんで張り詰つめ始める。

「断る」

「そうやな……あれがええわ。『土つち蜘ぐ蛛も』や」

　聞こえた演目に、白火の肩かたがぴくりと動く。

　──朱鬼さま、『土蜘蛛』って、わざと……？

「どや？　俺に似合いの能やろ」

「……朱鬼」

　白火と同じことを思ったのか、蒼馬も渋じゆう面めんを作る。

　──どうしたんだろう、朱鬼さま。

　まったくもって、朱鬼らしくない。

　能『土蜘蛛』。

　その名の通り、源みなもとの頼らい光こうが化け生しようの土蜘蛛を退治するという筋立てのこの能は、朱鬼たちが憎にくんであまりある。醜みにくく人の理ことわりを外れた化け物として描えがかれ殺される舞まいを舞ってみせろという朱鬼の自じ虐ぎやく的な心中を悟さとって、白火はどうしようもない寂さびしさや悲しみ、怒いかりといったものを感じ取る。

　朱鬼がその身に抱かかえているものは大きい。大きすぎて、時折無性に暴れ出さずにはいられないほどの獣じゆう性せいと猛たけ々だけしさが今は隠かくされもしていない。

　本能のままに暴走する荒あら々あらしい朱鬼の一面を知っている一同は肝きもを冷やしていたが、それでも蒼馬は動じない。

「舞え、蒼」

「いい加減にしろ、朱鬼」

「──お頭かしら」

「口挟はさむなや」

　取りなそうとした瑪瑙を一ひと睨にらみで黙らせ、朱鬼は猛々しい表情を崩くずさない。ひどく苛立っていて、思うようにならないもどかしさを朱鬼自身持てあましているようだった。

　炎ほのおのような気き性しようは、朱鬼自身をも焼き焦こがすのだ。

　──蒼馬さま……。

　緊きん迫ぱくした雰囲気に耐たえかねて白火がそっと見やると、蒼馬も苦々しく眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　譲ゆずるつもりはないらしく、むっつりと口を噤つぐんでいる。

　蒼馬が白火に言ったことがある。朱鬼の生き方は、刹せつ那な的すぎるのだと。

　突つっ走って保身を考えず、生き延びることすら考えていない。

『あれは何も見えていない。何も考えずにひたすら突っ走ってる。質が悪いことに、あいつの抱いだく夢には惹ひかれるやつらが多い。だが……やり方がまずすぎるんだ』

　蒼馬なりに朱鬼のことを案じているのだろう。その思いも、朱鬼には通じない。蒼馬も朱鬼の思いが摑つかみきれない。

　場はますます張り詰めていく。

　みっしりと重い空気が身体を押し潰つぶし、息苦しい。あまりの緊きん迫ぱく感かんに子供が怯おびえて泣き、若い女が慌あわてて抱だき上げ宥なだめる。

「朱鬼さま！　代わりにオレが」

「白火」

　蒼馬が止める間もなく舞い始める。







　──菊きくをたたえて夜もすがら

　　　月の前にも友待つや







　その演目に、蒼馬が呻うめくように吐と息いきを吐はき出す。

「『猩しよう々じよう』か……」

　白火が舞うのは朱鬼の望んだ『土蜘蛛』ではなく、『猩々』だった。

　陽気な酒の酌くみ交かわしを描いて楽しい舞いに、静まり返っていた座も緊きん張ちようを解いて沸わき立つ。白火が舞い始めると同時に清せい涼りようの風が吹いて、重苦しい空気を吹き飛ばしていくようだ。

　救われた思いで舞いを見ると、気持ちがぱっと浮うき立つ。能の教養のある者は少ないが、わかりやすい筋立てなのも幸いした。

　片腕で傾かたむく舞い姿が、『猩々』では妨さまたげにならない。

　酒に足を取られ、わざとよろけてみせるのもおもしろかった。




　──足もとはよろよろと

　　　酔よいに伏ふしたる枕まくらの夢の




　戯れて朗ほがらかに、その中に酒の色いろ香かを滲にじませて、白はく皙せきの肌はだが淡あわく色づく。

　座によって演目の解かい釈しやくも振ふりもそれぞれ異なり、くるりと回ってぴょんと跳はねて、日輪座の『猩々』は観客も舞い人も楽しませる舞いだ。

　若い男女がやんやと囃はやしたて、それに煽あおられて猩しよう々じよう舞まいも盛り上がる。中ちゆう之の舞まいから乱みだれという舞いに変わり、抜ぬき足蹴けり上げる足流れ足、と海の上を戯たわむれ遊んでいる様子を舞いで表す。

　猩々特有の難しい足さばきだったが、身体からだは軽々と動いて滑すべるようだった。爪つま先さき立だって、くるりと一回転する。

　酒席で舞うのは珍めずらしいことではない。それなのに白火は、不思議な解放感に浸ひたされていた。

　──何で……？

　それは、本当に不思議な気持ちだった。

　場の空気を取り持つために舞っているはずなのに。

　蒼馬や朱鬼の心を和なごませたくて舞っているはずなのに、白火自身がとても楽しい。

　土蜘蛛の男や女たちは興に乗り、白火の猩々に盃さかずきを掲かかげる。酒の代わりにあけびや石榴ざくろを食べていた子供たちが、白火を真似まねて可愛かわいらしく舞い始める。酒席の空気に酔っているのか、飛んだり跳ねたり大おお騒さわぎだ。

　今思うのは不ふ謹きん慎しんなことかもしれないけれど、やっぱり舞いが好きだと、舞うことが好きだと心の底から震ふるえるように思う。

　舞うことにのみ集中して研とぎ澄すます意識。

　他ほかのなにもかもを放ほうり出して、舞いの世界にのめりこんでいくときの感覚はいつも幸せで泣きたいほどだ。役の喜き怒ど哀あい楽らくすべてを飲みこんで、切なくて陶とう酔すいする不思議な感覚に、白火個人の意識が包みこまれて遠のく。

　白火の幸福は、舞いの波に乗って観みている者にまで届く。

　──随ずい分ぶんと可愛らしい猩々もいたものだな。白火らしい猩々だ。

　蒼馬も、肩に溜たまっていた力を抜いた。

　片かた腕うででの鍛たん錬れんは楽ではないだろうに、随分と世界観に深みが増してきた。一度舞いから離はなれたからだろうか。

　精神的な充じゆう実じつがしぐさに表れるようになり、役者として今の白火は、以前のどこか生せい硬こうな頑かたくなさが取れてきたように思う。

　──あれはあれで良かったんだが……。

　花には時季があるように、今の白火にしか舞えない舞いもある。

　少しずつ花開いていく見事な蕾つぼみを愛めでるように、そっと目を細める。

　実際には一口の酒で酔っ払ぱらってしまう白火が、泥でい酔すいした猩々を演じて華はなやかに酔う。

　──飲めないくせにな。

　違ちがう。

　白火は本当に酔っているのだ。

　桜能の夜以来、白火は正式の舞ぶ台たいに上がったことはない。

　観客を得て、役者は張りを得る。客のいない舞台に張り合いはない。客がいてこそ、役者の日々の努力は花開くのだ。

　視線に酔って眼まな差ざしに酔い痴しれて、これは白火のほろ酔いの舞いだ。今まで白火の演じる演目は美しい役が多かった分、余計に新しん鮮せんに映る。

　そして、白火が咄とつ嗟さに『土つち蜘ぐ蛛も』ではなく『猩々』を選んだ理由も、蒼馬にはよくわかっていた。

　場を取りなそうと、座を和ませようと技わざを尽つくしての舞まいから伝わるのは健けな気げさだ。

　誰だれに対しても誠実な白火は、朱鬼にも真しん摯しに向き合う。それが少しおもしろくない。

「見事なものですね。能などをゆっくりと観るのは初めてですが」

　囁ささやくような瑪瑙の声に、朱鬼も頷うなずいた。

「そうやな。悪うないわ」

　瑪瑙を見ようとしない朱鬼の隻眼めが、ひたと白火を見み据すえる。獲え物ものを見定めて牙きばを研ぐ野や獣じゆうの目だ。

　紅が、うっとりと白火の舞いに見とれながら、蒼馬の盃に白く濁にごった酒を注ぐ。それを口に運んで、喉のどの奥をかあっと焼き尽くす感覚に、蒼馬は眉間に少し皺を寄せて飲み干した。

　──うまい。

　うまいが、相変わらずきつい酒だ。どろりとした口当たりのこのきつさに、少し懐なつかしさも覚える。さすがに子供のころは酒は嗜たしなんでいなかったが、京の清酒とは全然味わいも違う濁酒どぶろくだ。

　座ざ敷しきの中央では白火が飛び出してきた子供たちに囲まれ、扇おうぎを持たせてやったりして、もう元の猩々舞いの形は留とどめていない。だが、とても楽しそうだった。

　ひとしきり騒さわいではしゃいで、一番小さな子供が大きなあくびをしたのを機に舞まい納おさめる。

　優ゆう雅がに礼をすると、喝かつ采さいと口笛とが捧ささげられた。それに少しはにかんで笑い、小走りに蒼馬のもとに戻もどる。

「白火」

　蒼馬が白火を迎むかえる。軽く肩かたで息をしながら、白火は紅潮した頰ほおで謝った。

「ごめんなさい、勝手な真似をして。でも」

「ああ、わかってる。……すまなかった」

　懐ふところから取り出した手しゆ巾きんで小さな額の汗あせを拭ぬぐってやると、恥はずかしそうに少し仰のけ反って逃にげる。すかさず、細い腰こしに腕うでを回す。

　朱鬼が見ているのは承知の上で、蒼馬はわざと、白火は自分のものだと誇こ示じするように身体を密着させる。白火は自分のものだ。誰にも渡わたすつもりはない。

「自分でできますから」

「いいからじっとしてな。山の夜は冷えるからな。汗をかいてそのままにしていたら、すぐに風邪かぜ引くぞ」

　何くれとなく世話を焼かれて、白火は嫌いやがる素そ振ぶりを見せない。むしろ幼子のように、蒼馬に対して安心しきっている表情だ。

「蒼。話の続きや」

「朱鬼」

「蒼馬さま」

　何か言いたげな少女の手のひらを、そっと叩たたいて安心させる。もう無む闇やみに苛いら立だちはしない。白火の舞いを見て改めて思った。

　蒼馬が望んでいるのは舞うことで、それ以上でもそれ以下でもない。

「大丈夫だ」

　盃をことんと置いて、朱鬼に向き直る。

「なあ朱鬼、わかってくれ。俺は、土蜘蛛であることを捨てて芸の道に入った人間だ。お前の気持ちはわかるが、今いま更さら戻もどりたいとは思わない」

「──それがお前の本心なんか？」

「ああ。俺は、俺の選んだ道を歩く。お前だって、自分の生き方を他人に強要されるのはいやだろうが」

「一族のことはどうなるんや、蒼。自分さえ良ければそれでええんか？　この国には、幼いころの俺らみたいなんがようさんおる。どんどん山奥に閉じこめられて、このままやとあかんことになる。だから、その前にどうにかせな」

「わかってる。だが、お前のやり方は身を滅ほろぼすだけだ」

　眠ねむれる獣けもののように残ざん忍にんで凶きよう暴ぼうなあの麗うるわしの京は、まだ惰だ眠みんを貪むさぼっている。

　平和を夢見て眠る獣が目覚めたとき、どうなるのかは想像もつかない。

　花の京。

　人の血を贄にえにして鮮あざやかに咲さき誇ほこる、残忍の京。

「一言言っておく。京もこの国も、そう甘くないぞ朱鬼」

「そんなん覚かく悟ごの上や」

「捕とらえられて根絶やしにされてもか」

「このままずっと蔑さげすまれていくよりなんぼかましや。貧しくてもええ。京がほしいわけでもない。ただ、人でない扱あつかいをされて、ごみでも見るような目で見られるのはもうたくさんや」

　朱鬼の言葉にも、噓うそ偽いつわりはいっさいない。

　蒼馬が哀かなしげな色を浮うかべ、朱鬼も寂さびしそうな眼差しを浮かべる。

　それでもわかり合えない。

　考え方も育ちも違いすぎて、それでも根本に流れる血は同じだからこそ、もどかしく切ない。

　目を閉じて考えこんでいた蒼馬が、ゆっくりと口を開く。

「──わかり合えないな、俺たちは」

　朱鬼が焦しよう燥そうにじりじりと焼き焦こがされていくのとは対照的に、蒼馬は落ちついている。

　──何でや？

　現状を教え煽あおり立てて、同じ炎ほのおに焼き尽くされてしまえばいいと思っていた。熱く熱く、隣となりを走ってくれればと思ってもいた。だが蒼馬は凪ないで火を放っても燃え上がらない。

　──そういう男ではなかったはずや。

　朱鬼は思う。

　子供のころから、蒼馬は身の底に炎を隠かくし持っているような、そんな目をしていた。一度火をつけてしまえば、仲間に引き入れるのは簡単だと思っていた。

　隻眼が、蒼馬の隣に座る少女に留められる。蒼馬が、目を疑うほどの優やさしい微び笑しようを白火に向けている。

　──白火が居てるからか？

　そうかもしれない。不思議な、ひたひたと潤うるおう優しさを持った少女だ。

　蒼馬が己おのれの信念を曲げず、悠ゆう然ぜんとしていられるのは、きっと白火が傍かたわらにいるせいだ。

　白火が居さえすれば、朱鬼の耳に鳴り響ひびく怨えん嗟さの声も、じりじりと焼き焦がされるこの焦燥も、すべて和やわらがせてくれるのだろうか。

　あの美しい舞い姿で。

　──魔まを祓はらう舞姫、か。

　再度呟く。今度の呟きは、他ほかの誰にも聞こえない。

「……悪うないな」

　仲間にならなくとも、白火を引き入れる手段はいくらでもあった。










　まだ雨音が聞こえる。

　土ど砂しや降ぶりというほどではなくなったけれども間断なく降り続けてもう数日が経たつ。

「なかなか止やまないな。京もやっぱり雨かな。朧たち、元気かな？」

　宴うたげが果てて、部屋で荷物の片付けをしようとしていたら、すぐそばに気配を感じて振ふり返った。大おお柄がらな青年が、背後に立っている。

「朱鬼さま？」

　蒼馬はいない。どういうわけか、朱鬼が客間を訪おとずれるときは、蒼馬がいないときだ。もちろん朱鬼としてはわざとやっているのだけれど、白火には不思議でしかない。

　朱鬼が、白火を見つめたまま黙だまって部屋に入ってくる。

「朱鬼さま、どうかしたんですか？」

　白火が見上げると、その無む垢くな表情に思わず息を詰つめる。

　──時折、子供より子供やな。

　手を出すのを躊躇ためらうほどあどけないかと思えば、舞っているときの妖よう艶えんさははっとするほど色っぽい。

　一体どちらが白火の素す顔がおなのだろう。

「役者ってのは皆みなこんなんなのか？　何考えてるんか、さっぱり読めへんわ」

　ぼやくと、あまりに低い声なので聞き取れなかったのか、白火が首を傾かしげる。

　ため息をひとつついた朱鬼は、いきなり白火を横よこ抱だきに抱き上げて歩き始めた。

「え？」

　朱鬼のしっかりした腕に抱きかかえられ、白火は抗こう議ぎの印に足をばたばたとばたつかせる。

「朱鬼さま、どこに行くんですか？　下ろしてください。オレ、歩けます」

「ええやん」

「いやですってば」

　白火がもう一度大きく身体からだをばたつかせて暴れると、渋しぶ々しぶといった感じで下ろされた。

　こうもあからさまに抵てい抗こうされると、無理を押し通す気はなくなるらしい。客間ではなく、もう廊ろう下かの突つき当たりだ。

「俺に触さわられるんはいやなんか？」

「そうじゃないです。朱鬼さまがどうとかじゃなくて、オレは、自分の足で歩きたいだけです」

　赤子でもないのに、と白火は少し不満に思う。

　蒼馬も時々そういうときがある。

　白火にはちゃんと足があるのだから歩けるのに、さっさと抱き上げてしまおうとする。

　身体が弱っているときならともかく、普ふ段だんはちゃんと歩けるのだから、それを知っていてもらいたい、と白火は思う。難なく抱かかえ上げられてしまうと、白火のささやかな誇りが傷つくのだということを、男たちは知らない。

「いややないんやったらええわ。いや言われたら、この先の話が続かへんからな」

「話の続きって？」

「ま、それは着いてからや。こっちや。それにしても白火あんた、良い匂においやなあ」

　朱鬼が、白火の頰ほおに顔を近づけてふんふんと鼻を鳴らす。

「匂い、ですか？」

　香こう木ぼくの類たぐいは使っていないし、香かおりのついているものといったら左ひだり腕うでに塗ぬっている軟なん膏こうくらいしかない。傷きず痕あとから指先にかけて毎日塗るように指示されている軟膏は、白火の気が引き立つようにと、医師が季節の花の香りをわざわざつけてくれたのだ。

「軟膏の匂いかな……？」

　白火も自分の左の肘ひじの辺りに顔を埋うずめて、くん、と匂いを確かめてみる。あまり軟膏の匂いは強くない。

「違ちがう。あんたの匂いや」

　火を鎮しずめる真水の匂い。月から滴したたるさやかな香り。

　青年の鼻先が、わざとやわらかな頰をかすめていく。袖そでの匂いを確かめていた白火には、一いつ瞬しゆんのことすぎて何のことかわからない。

「朱鬼さま？」

「何でもあらへん」

　年ねん齢れい以上の稚いとけなさに、朱鬼は思わず目もとを緩ゆるめてしまった。蒼馬は、白火のこういう初心うぶなところも気に入っているのだろうか。

　──大切なもんなら、もっとしっかり捕つかまえとかな、かっ攫さらわれても文句は言えへんで。

　根城の奥深く、細い隠し階段を降りて連れて行かれたのは、宝物蔵ぐらのようだった。

　分厚い扉とびらを開け、白火を招じ入れる。

　ぱっと見た限りでは扉は黒い金属に覆おおわれ金の取っ手は大きく、白火の力ではびくとも動かなそうだ。

「着いたで」

　根城の中央の奥底、半分が地下になっている漆しつ喰くいのその蔵は、大切なものをしまっておくための場所だ。

　宝物蔵の中でも一番奥のこの部屋は、根城の中で一番守りが堅かたく安全な場所で、頭かしらである朱鬼以外はみだりに立ち入ることを許されていない。見張りはいるが、あらかじめ人ひと払ばらいをしておいたので今は誰だれもいない。

「ここは……？」

　大きな大きな蔵の中に、所ところ狭せましと眩まばゆいばかりの宝物がうずたかく積み上げられている。

　放ほうりこんだだけで整理もされていない小判のぎっしり詰まった箱に宝玉をちりばめた宝ほう剣けん、金きん塊かいを花や動物の形に整えたものに、真しん珠じゆや翡ひ翠すいの装そう飾しよく品が引き出しから溢あふれて絡からみつく。

　固く冷たい床ゆかに、朱鬼は近くから適当に持ち出してきた獣けものの皮をなめしたものを敷しいた。ふわふわとした毛足が柔やわらかい。

「宝物蔵や」

　朱鬼は、その敷しき物ものの上に更さらに丸い貂てんの毛皮を置いて、そこに白火をそっと座らせる際に手を取った。

　丁てい重ちような、壊こわれものを扱あつかうような手つきが意外で、白火はすなおに手を預けて腰こしを下ろす。

　真っ白な、しみひとつない毛皮は暖かい。朱鬼もその隣となりに無造作に腰を下ろし、白火と目の高さを合わせる。

「何でオレを、宝物蔵なんかに？」

「ここは、俺の大切なものがようさん詰まってる場所や。宝は綺き麗れいやけどそれだけやない。腹空すかしてる子供も大人も、一ひと摑つかみの宝石があれば一生腹いっぱい食っていける。そういう意味で、俺は宝が好きや」

　漆喰の壁かべは声を反はん響きようさせ、小さな声でもはっきりと聞こえてやがて土に吸いこまれ消えていく。

　声が耳に残る時間が長くて、少し不思議な感覚だ。水の中で聞こえる物音に、響きが似ている。

「ひとりになりたいときや、考えをまとめたいときにはようここに来る。お宝は、喋しやべらんよってな。俺が時々ここに籠こもることは、瑪瑙でさえ知らへん」

　朱鬼が、後ろに手をついて宝の山を見上げる。そのまましばらく黙りこんでいるので、白火も再び宝に視線を移した。

　──すごいな。

　もともと略りやく奪だつ品ばかりで造られたこの根城は目がくらむほどに豪ごう奢しやなのだけれど、宝物蔵の中は更に凄すごかった。

　異国渡わたりの硝子ガラスの壺つぼ、金きん箔ぱくを貼はった屛びよう風ぶ、黒こく檀たんの化け粧しよう箱。まだまだ色々な宝がぎゅうぎゅうに積まれていて、これは全部、朱鬼たち土つち蜘ぐ蛛もが京から奪うばい取ってきたものだ。

　その宝に囲まれた蔵で考え事をするという。物言わぬ輝かがやきの山を見つめて、朱鬼は何を考えてきたのだろう。雨音は半地下のこの宝物蔵までは届かないが、空気がひんやりと冷たい。

「寒ないか？　着物もぎょーさんあるで。遠えん慮りよせんと着ぃや」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　今の朱鬼は、落ちつき払って穏おだやかだ。

　募つのらせてきた獰どう猛もうな気配を微み塵じんも感じさせないのは、朱鬼自身が寛くつろいでいるからだろうか。それとも、白火を怯おびえさせないためだろうか。大きな虎とらがのんびりと寝ねそべっているような、そんな印象だ。

　沈ちん黙もくを破ろうとした白火に、朱鬼が口火を切る。

「なあ、白火」

「はい」

「俺の嫁よめに、ならへんか」

　至し極ごく真ま面じ目めにそんなことを言われて、白火は思わず吹ふき出してしまった。

「ふふ」

「何や。そこ、笑うとこか？　俺が嫁取りしたらおかしいんかいな」

　拗すねたように言われ、白火は袂たもとで口もとを覆い、くすくすと笑いながら返す。

「だって、朱鬼さまが冗じよう談だんなんか言うから」

「冗談のつもりはないで」

「朱鬼さま？」

　白火を見つめる隻せき眼がんは優やさしい。

　それと、崇あがめる眼めだ。

「お前が居おってくれたら、何や、うまくいく気がするんや」

「うまくいく？」

　きょとんと首を傾かしげた白火に、ちょい待ち、と言った朱鬼が立ち上がって、金糸銀糸を織り交ぜた袷あわせを持ってくる。

　藤ふじ色いろの表地に、白しろ練ねりのつるりとした裏地が縫ぬいつけてある裾すその長い着物で、縫い取ってあるのは胡こ蝶ちようの柄がらだ。ばさりと広げてすっぽりと白火を包みこむ。

「寒なったらかわいそうやからな。そないに細っこいと骨まで冷えそうや。もう少し食って太りぃな。食事は足りてるんか？」

「はい、大丈夫です……ありがとうございます。ちょっと肌はだ寒ざむかったので、少しお借りしますね」

「返さんでええ。似合うから、着てたらええわ。足りひんかったら、また獲とってくればええんや」

　こういう思考が、夜よ盗とうなのだなと白火は改めて思う。

　そばにいて恐おそろしいと思ったことがないから怯えないでいられるが、朱鬼は京を荒あらす夜盗の頭なのだ。

　そして、そのことを恥はじていないし悪いとも思っていない。

　羽織らされた、たっぷりと金銀の糸を織りこんだ着物は暖かく重い。

　土蜘蛛の糸に生まれたときから縛しばられている朱鬼の手足も、もしかしたらこんなふうに重いのかもしれない。不可視の糸に操あやつられる、傀儡くぐつ人形のように。

「なあ。俺はな、この国をもっともっと自由にしたいんや。少しくらい見目形が人と違ちごうたかて、身分低う生まれたかて、誰も何も言わへん国や。そうなったらええと思わへんか」

　それは、朱鬼の夢。

　渇かつ望ぼうして、魂たましいを焼き尽つくすほどに焦こがれて焦がれてそれでもなお手を伸のばさずにはいられない、壮そう大だいな夢。

「誰もが幸せな国や。身分なん関係あらへん。俺らも、もう隠かくれて逃にげて生きるのにはうんざりや。生まれてきた以上、幸せになりたい思うて何が悪いねん。それを何や、蒼のやつ」

　朱鬼の言葉は飾かざりがない。その分、白火の胸にぽつりと広がって染しみる。

　芸人として、最下級の身分で生きてきたからこそ。

　柚木座のように特別扱いではなく、時には手ひどい差別も受けて育った白火だから、響ひびき合うものは多い。

　確かに、身分差も貧富の差もない世界は、どれほど幸せだろう。

　幸福な夢は、白火をも酔よわせる。幸せを夢見ることは悪いことではない。

「あのな。今、各地から、俺の仲間が続々と集まってきてるんや。この根城目指してな」

「ここに、ですか？」

「せや。一族全部集めれば相当な数になる。土蜘蛛の人間は戦士揃ぞろいや、京の検け非び違い使しなんかには負けへん。強い人間を集めて、俺は京を獲る」

「獲るって……？」

　京を獲る、国の中ちゆう枢すうたる場所を奪うその行こう為いにこめられた意味。

　朱鬼の囁ささやきに熱がこもる。

「──国盗とりや」

「朱鬼さま!?」

　驚おどろいた白火の悲鳴が、床に転がる、きらりと光る大きな紅水すい晶しようの飾り玉に吸いこまれていく。

　戦いのことは、よくわからない。その白火でさえわかる。

　それは朱鬼には無理だ。無む謀ぼうすぎる。

　京の規模、京の大きさ、帝みかどに従う人間の多さ。

　この根城も豪奢だけれど、国を統すべる帝とは根本的に何もかもが違ちがうのだ。子こ猫ねこが虎に一いつ匹ぴきで挑いどみかかっていくようなものだ。

「この国を根本から変える。それが俺の夢や」

「無理だよ朱鬼さま！」

「何でや。やってみいひんことには、わからんやないか」

「だって……！」

　血だらけの夢。

　真っ赤に染まった玉座に血だらけの朱鬼がひとり横たわる姿が思い浮うかび、白火はその光景を脳のう裏りから追い払はらった。

　何だ今のは。

　縁えん起ぎでもない。

「朱鬼さまは、帝になりたいんですか……？」

　白火の問いかけに、朱鬼が腕うでを組んで考えこむ。

「それは違ちやうな。帝は嫌きらいやけど、帝になりたいんやない」

「じゃあ、京を奪い取ったらどうするんですか？」

「この根城みたいにする」

　今度の答えは早かった。

「ここで俺は王みたいになってんけど、別に、特別なわけやない。そういうんがええんや。奉たてまつってほしいわけやない。ただ、この世界を変えたいんや」

　熱に浮かされているこの人を、どうやったら止めることができるのだろう。

　白火は考え考えしながら、どこか悲しげな目で朱鬼を見上げた。

　琥こ珀はくの瞳ひとみが潤うるんで、宝物蔵のきらめきを映して光る。まるで、瞳そのものが生きた宝石だ。

「砂の上に作ったお城を知ってる？　朱鬼さま」

　小さいころ、砂すな浜はまでの興行の合間に、朧と砂で遊んだ。

　綺き麗れいに作った砂の城は、波に攫さらわれるとすぐに崩くずれ落ちた。そのときは押し寄せる冷たい波が嬉うれしくてはしゃいだものだが、今は違う。

「無む理り矢や理り作ったものは、すぐに崩れてしまうよ」

　金きん紗しやの袖そでから覗のぞく華きや奢しやな手首を、朱鬼はそっと摑つかんだ。

　柔やわらかすぎて蕩とろけそうで、指があっという間にめりこんでしまいそうに柔やわ々やわしい。扱あつかいに困るが、その手首は温かく熱く脈打つ。生きている証あかしだ。

「崩れん。俺が支えたる。ずっとや」

　熱い腕に抱だき寄せられ、獣けもののような匂においに包まれる。白火は、その腕を振ふり払うことができなかった。

　どうしてだろう、朱鬼の手が熱ければ熱いほど哀かなしいのは。

　片手で自分を縊くびり殺すこともできる青年に、何故なぜか縋すがりつかれているような気持ちになって白火は小首を傾げる。

「そのときに、お前がそばに居ってくれたら百人力や。そう思うたんや」

　朱鬼が、深く息を吸いこんで真水の香かおりを堪たん能のうする。

　この少女が蒼馬の想い人なのだということはわかっていたけれど、朱鬼にとってはそれはどうでもいいことだった。白火が自分に興味を示せば、白火は朱鬼のものだ。

　だから強ごう引いんに身体からだを奪うばうような真似まねはせず、真しん摯しに言葉を紡つむぐ。泣かせてでも奪い取るのではなく、大切に飾っておきたい。

　蒼馬が取り返しに来るならそれでもいい。ほしいと思ったものは必ず手に入れる主義だし、一度懐ふところに入れたものを手放しはしない。

　夜盗の頭かしらの、野生の獣じみた鋭するどい欲よく望ぼうはためらわない。か細い身体を抱きすくめる。

　やわらかい。温かい。

　それこそが恋こいなのだと信じこむ。白火を手に入れることは京を手に入れることだという勘かん違ちがいに、朱鬼は気づいていない。

「力を貸してくれへんか。頼たのむ」

「オレはなにも力なんてないです」

「そばに居おってくれるだけでええねん」

「朱鬼さま。それは……」

　白火は、真下から指先を伸ばした。

　右には黒々と光って強い眸ひとみ、左には眼帯。

　眼帯に──その奥に隠されている傷きず痕あとに、そっと触ふれる。

「それは、朱鬼さまの夢ですよね？」

「そうや」

「オレがどう思っていても関係ない、朱鬼さまの夢ですよね」

　その問いかけに、朱鬼は虚きよを衝つかれたような顔をする。

「いや、白火は居てるで。俺のそばで、何不自由なく暮らしたらええ。ほしいもんは何でもやるで。幸せにしたる」

　ふるふると、白火は首を振る。

　朱鬼の腕の中から逃のがれようと、腕に力をこめる。

　──それじゃ、鳥籠かごの中の鳥と一いつ緒しよだ。

　京の金持ちたちの間では、美しい羽根や鳴き声を持つ小鳥を、金の鳥籠に入れて飼うのが流行はやっているという。風切り羽を切って逃げられないようにされて、小鳥はさえずることしかできない。

　朱鬼は白火を離はなそうとしない。

「朱鬼さま、離して」

　白火が強引に身を捩よじって逃れると、伸のばされた手が虚むなしく空気を抱いだく。

「俺はお前のことが気に入ったんや」
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「朱鬼さまは、オレのことを、本当の意味で好きじゃないよ」

「何でや。俺が気に入った言うてんやで。好きでもないもんを、気に入った言うかいな」

「違う。そうじゃなくて」

「俺の嫁よめになり。大切に大切にしたる。泣かすようなことはせえへんで」

　膝ひざでにじるようにし、朱鬼と間を取って、白火はまじまじと青年を見上げた。

　軀からだはとても大きくて、この根城に集つどう人間をすべて守りきれるほどに強いのに、壮そう大だいな夢を抱いて朱鬼はどこか子供だ。率そつ直ちよくなのか、噓うそがつけないのか。

　たったひとつの目を見て考えて、白火は訊たずねた。

　朱鬼は白火を好きだという。

　白火にも、好きな人はたくさんいる。

　一陽も天てん輪りんも朧も矢涼も、日輪座の皆みなも柚木座の皆も、数え上げればきりがない。

　けれど、蒼馬に対してのみ、好きの種類が異なる。

　どきどきと胸が高鳴ってほんわりと幸せで、きゅっと胸が締しめつけられて切ないほどの想おもいはきっと、蒼馬に対してだけだ。

　──朱鬼さまのオレへの気持ちは、きっと、それとは違うから。

「朱鬼さまがその夢を叶かなえたとき、一番に喜んでほしいのは、誰だれですか？」

「どういうことや、白火？」

　白火は重ねて訊きく。

　──朱鬼さまの心の中は、朱鬼さまにしかわからないから……オレが言えるのは、これだけだ。

　白火は、朱鬼を受け入れることはできない。

　だから、朱鬼の心を開かせるように穏おだやかに、そっと覗きこむ。

「朱鬼さまが、幸せにしてあげたいと思っているのは。一番笑え顔がおを見たいと思っているのは……誰ですか？」

　そう言い置いて、白火はそっと蔵くらを出て行く。

　取り残された藤ふじ色いろの衣ころもに、真水の香りがふわりと漂ただよう。

　それを拾い上げ、宝物蔵の中で朱鬼はひとり、考えこむ。

　不思議なことを言われた。

「誰の笑顔が見たいか……？　そんなん、白火に決まってるやんか。可か愛いらしいで、きっと。ま、今でも充じゆう分ぶん別べつ嬪ぴんやけどな」

　京の女を見たことならある。皆みな肌はだが白くて身み綺ぎ麗れいに化け粧しようを施ほどこしていて美しかったけれど、どこか権けん高だかでもあった。

　だが白火は違ちがう。朱鬼の思い描えがく優美そのものの姿と振る舞まいで朱鬼を魅み了りようする。京の化け身しんのような少女。朱鬼にとって畏い敬けいと憧あこがれの対象となりうる女。

　そんな女は滅めつ多たにいない。

　それに、蒼馬の心を射い貫ぬいた存在というものにとても興味をそそられる。

　出会ったときは、藁わらの中から唐とう突とつに現れたので確かに驚おどろきはしたものの、まだ可愛かわいらしいだけの風変わりな少女だった。蒼馬の知り合いだと聞いても、さして興味は湧わかなかった。

　けれど舞まい天てん女によの化身のような少女は忍しのびこんできた間者と堂々と渡わたり合い、荒あら神がみを祓はらった。

　自分の隣となりに、白火は立てる。立つことができる希け有うな存在だ。弱々しく美しく、しなやかな強さを秘ひめている。

　そして白火は、蒼馬の何かを変える。

　朱鬼が知っている蒼馬は、子供のころと、青年になってから数回顔を合わせた程度だが、いつでもどこか冷めていた。

　人当たり良く振る舞うし人好きのする態度も取るが、心の奥底では誰をも突つき放しているというか、そんな殺さつ伐ばつとしたものを含ふくんでいたように思う。

　誰にも踏ふみこまない代わり、誰にも踏みこませない。そんな男だと思っていた。

「あんな顔見せられちゃ、かなんな……」

　先ほども、頑がん固こに険しい顔を崩さなかった蒼馬が、白火の舞いを見るなり肩かたの力を抜ぬいた。

　両方ともほしい。

　隣に蒼馬、腕うでの中に白火を得たら、自分はもっと強くもっと速く駆かけることができるだろう。

　だが、笑顔が見たいと思うのは。

　誰だっただろう。

　──何か引っかかっとるわ……。

　胸の奥というか、頭の奥深くに引っかかる何かがあって、それがわからなくてもやもやする。

　記き憶おくの曖あい昧まいに霞かすむ幼少時に。

　誰かがにっこりと笑っていて、その笑顔が誰だったのか、思い出せない。

　緩ゆるやかに波打つ髪かみの。

「ん～……誰やったかなあ……」

　思い出せない。
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　その翌日。

　雨はようやく小降りになり、夕暮れになる前に朱鬼が白火を呼び寄せた。

「見せてくれへんか」

　朱鬼がそう言い、白火が扇おうぎをぱちりと鳴らして頷うなずく。何となく、そう言われるような気がしていた。

　白火は、すっと大きく息を吸ってから答えた。

「──はい」

　広間に繫つながる隣の間との間仕切りを取り払はらって板張りの部屋を舞ぶ台たいに見立て、広間には噂うわさを聞きつけた皆がなんだなんだと詰つめかける。

　幕もなければ囃はや子し方かたもいない。謡うたいだけが彩いろどる舞いだ。

　演目が演目だけに、皆も囃はやしたてはせずじっと固かた唾ずを吞のんで眺ながめている。ちくりと突き刺ささる鋭するどい視線に、演目に対する根深い恨うらみと憎にくしみを感じる。

　能を観みたことはなくても、これだけは皆知っている。どれだけ自分たちが貶おとしめられ、蔑さげすまれているかを知っている。

　ぴりぴりと刺すような視線を全身に浴びながら、白火は再度、深呼吸をした。

　能『土つち蜘ぐ蛛も』。

　誇ほこり高い観衆の前でこの演目を演やることに、正直恐おそれはある。けれど朱鬼が土蜘蛛の舞いを所しよ望もうしたとき、投げやりな態度ではなかった。

　昨夜からずっと、何かを考えているように、沈ちん着ちやくな目をしていた。白火はそれを信じることにしたのだ。

　白火は宝物蔵で朱鬼と、とても静かに話をすることができた。思うことを訊き、伝えることができた。それを朱鬼は受け取ってくれたと、白火は信じたい。

　たとえ言葉が朱鬼の何かを変えることはできなくとも、白火には舞いがある。

　言葉を尽つくして伝えるよりも心に響ひびく舞いを。

　白火にできる、唯ゆい一いつにして最大のことを。

「蒼馬さま」

　蒼馬は当とう惑わくしたように白火と朱鬼を眺めていたが、懇こん願がんされて、白火の真意を読み取るように深く視線を合わせる。白火はたじろがない。

「蒼馬さま……お願いです」

　白火ひとりで舞うのでは意味がないのだ。蒼馬の舞いも見せて、蒼馬の思いを伝えなければ。

　渋しぶく顔をしかめた蒼馬が、白火の眼まな差ざしに、仕方なさそうに煙管きせるを懐ふところにしまう。

「──わかったよ。頼らい光こうだな」

　蒼馬が太刀たちを持ち、白火は一本の長い紐ひもを肩から両りよう腕うでに垂らす。これが蜘蛛くもの糸だ。







　帝みかどに仇あだなすものの象しよう徴ちようである土蜘蛛が、かねてから恨みのある源頼光に呪のろいをかけて病気にし、更さらにはその命を奪うばおうと遅おそいかかるものの、名刀膝ひざ丸まる、のちの蜘く蛛も切きりで返り討うちにされてしまう。







　おおまかな粗あら筋すじはそのままだが、白火は一風変わった解かい釈しやくの『土蜘蛛』を演じるつもりだった。

　解釈によって、能は別物に変わる。

　蒼馬には告げない。蒼馬は蒼馬の『土蜘蛛』を舞うだろう、と白火は思う。能は即そつ興きようの様相も大切にするし、白火の舞い方が変わったときに、気づかない人でもない。

　──蒼馬さま次し第だいだな。

　白火の誘さそいに乗るか乗らないか。伝わるか伝わらないか。

　朱鬼の前で、『土蜘蛛』を。

　──さすがに緊きん張ちようするな……。

　申し合わせと呼ばれる舞い合わせもなく、音もなく、いきなり観客の前で舞うのだ。己おのれの意識を研とぎ澄すまし、緊張に晒さらしながら舞い始める。







　──空に浮うかぶ雲の行方ゆくえは風次第







　頼光の前に現れた女は胡こ蝶ちようと名乗る。その美しさに、頼光は恋こいをした。

　身元もわからない美女に恋こい焦こがれた頼光が恋こい煩わずらいで寝ねついてしまうと、その胡蝶が薬を持って訪ねてくる。だがその胡蝶には、すでに蜘蛛の精・異形のささがに姫ひめが乗り移っていた。

　偽いつわりの胡蝶に優やさしく接する頼光の態度に耐たえきれず、蝶ちようの羽根を蜘蛛が食い破って本ほん性しようを現す。

　頼光を取り殺し国を滅ほろぼそうとするが、剣けん士し頼光は名高い名刀で応戦し、ついには蜘蛛を斬きり伏ふせる。

　殺されたささがに姫は以前頼光を見み初そめていた。けれど化け生しようの身で頼光に近づくこともできず、恋しさが募つのって取り殺そうとしたのだ。

　蜘蛛はその糸で、ほしいものを搦からめとる業を背負った生き物だ。ささがに姫の愛は、死したのちにようやく頼光に理解される。

　華はなやかで大だい胆たんな退治物として描かれることも多い演目だが、白火の紡つむぐ『土蜘蛛』は、単なる化け物退治の話ではない。れっきとした恋の物語だ。

　頼光を挟はさんでささがに姫と胡蝶、三者の恋の歯車が嚙かみ合わずに凄すさまじい慟どう哭こくを招く。ある意味人間よりも人間らしさがくっきり浮かび上がるこの舞まいを、以前の白火ならまだ表現しきれなかったに違ちがいない。







　──色を尽つくして夜昼の

　　　色を尽くして夜昼の







　さらりと紐が軌き跡せきを描えがく。

　白火の──否いな、ささがに姫の舞い姿に、じっと凝こらすいくつかの目がある。蜘蛛の糸を模した紐で、土蜘蛛は己の恋に囚とらわれる。

　──復ふく讐しゆうの舞いや。

　朱鬼は思う。命を賭かけてささがに姫が舞う、凄まじい復讐の物語だ。

　──恋の舞いだ。

　悩なやましい恋だ、と瑪瑙は思う。命を賭としてなおも愛さずにはいられなかった、激しい恋の話だ。

　舞いながら蒼馬は、白火からの──ささがに姫からの想おもいをひしひしと感じ取っていた。

　殺して。

　早く、殺して。

　あなたの刃やいばにかかるとき、この苦しい想いがやっと終わります。それはきっと救いだから。私は、あなたに殺されることこそが幸せだから。

　悲しいほど一いち途ずに想いを寄せて挑いどみかかってくる蜘蛛の糸を払いのけ断たち切り、蒼馬は白火の紡ぐ土蜘蛛の世界に誘われのめりこんでいく。

[image: ]

　──こんな『ささがに姫』は初めて見る……。

　蒼馬には、白火の舞い方の変化がよくわかっていた。

　白火が導く舞いに合わせていくと、何を考えているのか、どんな気持ちなのかが、顔を見るよりもよくわかる。ひたむきに誠実に、白火は朱鬼に訴うつたえようとしている。

　想う気持ちは同じなのだと。

　悪者として描かれる土蜘蛛でさえ、白火にかかれば一途な女だ。

　──白火らしい。

　このまっすぐな一途さには誰だれもが惹ひかれてしまう。抗あらがうことはできない。

　白火はただ、ささがに姫としてそこにいる。七色に煌きらめく蜘蛛の糸が、恋しい男を誘って揺ゆれる。

　その凄せい烈れつな舞い姿に、誰も彼もが圧あつ倒とうされて魅み入いってしまう。細すぎるほどの軀からだつきの、あの少女の面おも影かげはどこにもなく、今は妖あやしい魅み力りよくに満ちて妖よう艶えんだ。

　薄うす茶ちやの髪かみはさらりと流れて男の視線を呼び寄せる。しなやかな指先が男の肌はだを求めるようにさまよう。

　まだ自由に動かない左ひだり腕うでをだらりと垂らすさまさえもが色っぽく、白火は紐を翻ひるがえす。

　舞いながら、ちらりと眼差しを蒼馬に向ける。

　──守りたいからこそ、強くなれるってこともありますよね……？

　少なくとも白火はそうだ。

　腕うでの治ち療りようも舞いの稽けい古こも、自分ひとりのためではない。皆みなが応おう援えんしてくれるからこそがんばれる。腕だって、まだ痛むのだ。固まった筋肉をほぐす際の痛みは並なみ大たい抵ていではない。強こわ張ばった筋を伸のばして縮めて、治療に痛みはつきものだ。

　だが白火は文句を言わない。

　──ああ、そうだな。

　大きな刃を巧たくみに操あやつり、猛たけ々だけしく舞いながら蒼馬が頷うなずく。面おもてはここにはないので、互たがいの顔がよく見える。直ひた面めんでの舞いは表情をいっさい浮かべず、己の素す顔がおを面に見立てる。

　けれど、目を見ればわかる。

　蒼馬もそうだ。

　蒼馬には守るべきものが他ほかにもある。守るべきものをすべて打ち捨ててまでひた走ろうとする朱鬼と、守るべきものが多い蒼馬は、そこに差がある。

　──だがな、朱鬼。

　朱鬼はそれを、弱くなることだと思っている。守るべきものがあることは、弱点だと思っている。だから守ろうとしない。

　蒼馬は、ふっと瞳ひとみの奥で微笑ほほえむ。

　目の前で舞う、この華きや奢しやな少女。

　この少女が蒼馬を変えたのだ。弱々しくて危なっかしくて、そのくせ無む鉄てつ砲ぽうの向こう見ず。だがその身体からだの中に、とんでもない何かを秘ひめている。その内包したものごと、蒼馬は白火のことが愛いとおしい。

　──守りたいからこそ、強くなれることもあるんだぞ……？

　想いは交こう錯さくし、皆厳おごそかな気持ちでじっと舞ぶ台たいを見つめ続ける。

　ひらりひらりと紐を手た繰ぐり、回し、雁がん字じ搦がらめになる美しい蜘蛛くも。

　白火と蒼馬の『土つち蜘ぐ蛛も』は、彼ら土蜘蛛を蔑さげすんでいない。

　化生だからこその悲しい因果の輪を描いて美しく、ささがに姫は最さい期ご、頼光に自ら討うち取られることですべてを浄じよう化かさせ──そして、許していた。

　あらゆる不条理なことを許し、ひたすら恋に生きて恋に死ぬ。

　鮮あざやかな白火の舞いに、人も蜘蛛も魅入られる。

　己の背負う運命を潔いさぎよく受け入れ、許して、露つゆと消える。

　こんなふうに舞われるとは思わなかった、と朱鬼は薄うすい微び笑しようを刻む。口もとは微笑んで、目は苦い思いに侵おかされる。

　──皆が、あんたみたいに善人っちゅーわけやないんやで。

　白火の言いたいことはわかる。けれど。

　──もう手て遅おくれなんや。

　血は流された。

　──引き返せれば、ええんやろうけどな……。

　今までに流された涙なみだと血のためにも、朱鬼はもう引き返せない。

　後あと戻もどりは、できない。
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　久々に一番通しての舞いは、快いけれどもそれと同時にひどい疲ひ労ろうももたらした。身体全体が重く、節々が張ってしまったように痛んでぎくしゃくとしか動けない。

「──大分、身体が鈍にぶっていたようです」

　部屋に戻もどるなり、白火は座りこんでしまった。

　稽古を重ねていても、それと舞台とはやはり違うのだ。感覚そのものが違うし、集中すればするほど体力を消しよう耗もうする。

　舞台の余よ韻いんに気が昂たかぶっているうちは大だい丈じよう夫ぶなのだが、こうして気を抜ぬいた瞬しゆん間かんはかなりきつい。

「疲つかれたか。お前、全開だったからな」

　蒼馬が笑って白火の身体を支える。

　膝ひざに乗せようとすると、恥はずかしいのか嫌いやがったので、胸むな板いたを貸してもたれかからせる。

　ぬくもりを分け与あたえられて、白火の身体からゆっくりと力が抜け落ちていく。

「大丈夫か？　ん？」

　顔を覗のぞきこむと、白火は蒼馬の腕に包まれて唇くちびるを尖とがらせていた。

「どうしたんだ」

「……たった一番舞っただけなのに、こんなに疲れるなんて。蒼馬さま、全然平気そうですね」

「お前は仕方ないだろ。まだ病やみ上がりだ」

「怪け我がは病気ではありません」

「似たようなもんだ」

　そっと、蒼馬が長い指先を開いて白火の左腕に這はわせる。

「──痛まなかったか？」

「はい」

　土蜘蛛の根城に来てからというもの、軟なん膏こうを塗ぬるのは蒼馬の役割になってしまっている。というより、蒼馬がこれは自分の役目だと言って、頑がんとして譲ゆずらないのだ。

　軟膏のほかにも、木の枝を握にぎる練習をしてみたり、胡桃くるみを丸ごと握って放ほうり投げ、受け止めるといった作業を左手だけで繰くり返してみたりといった練習法は瑪瑙や紅が教えてくれた。

　土蜘蛛は怪我人も病人も多いから、回復するための独自の方法がある。

　蒼馬が朱鬼と毎回ほぼ喧けん嘩かになる話し合いをしている間に、白火は紅たちと一いつ緒しよに山菜や茸きのこ採りにも出かけて、山の中の様子にも随ずい分ぶんと詳くわしくなった。

「柚木座にいるときは、なんだかんだで忙いそがしかったからな。罪つみ滅ほろぼしだ」

　確かに、部屋も一緒なので、自然と一緒にいる時間は増えた。

　──そういえば、蒼馬さまとこんなに一緒にいるのって、結構珍めずらしいよな……。

「なあ、白火」

「はい？」

「その……なんだ……気にはなっていたんだが……」

　らしくもなく、蒼馬の歯切れが悪い。

「何ですか？」

　白火が見上げると、蒼馬はわざと白火の頭を自分の胸に押しつけるように抱きこんだ。

「わ」

　そっと、その桜貝のような耳たぶに囁ささやきかける。

　いつもより低い声が耳をくすぐって、白火が思わず身をよじると、思いがけないほど強い力で抱だき締しめられて身じろぎもできない。

　頰ほおを、何かを押し殺したような吐と息いきがかすめて熱を移す。

「蒼馬さま？」

「──白火お前、帯刀皇子とは、何もなかったんだろうな？」

「え、帯刀さま？　何もって？」

「こういうことだ」

　いきなり襟えりを開いて左の鎖さ骨こつに熱い何かを這わされ、白火が小さな悲鳴を上げる。薄くやわらかな素す肌はだに触ふれたのは、蒼馬の唇だ。

「蒼馬さま、何!?」

「あの皇子は、お前の肌のどこに触れた？」

「どこって……？　え？　蒼馬さま、いきなり何？　どうしちゃったんですか？」

　蒼馬の双そう眸ぼうに見覚えのある意地悪な熱が宿っているのを見て、白火が慌あわてふためく。

　こういうときの蒼馬は意地悪だ。

　迫せまられて、白火がどうしたらいいのかわからなくなっても、その困こん惑わくを見て楽しんでいる節がある。

　──嫌きらいじゃ、ないけど。

「いきなりじゃない。ずっと気にはなってたんだが、聞きそびれていただけだ。京には野や暮ぼな耳も多いからな。だが、今日こそじっくり聞かせてもらう」

　目を覗きこまれ、間近に迫る黒こく檀たんの双眸に思わず言葉を失う。

　蒼馬は、今までに見たことがないような表情をしていた。

　白火の混乱を楽しんでいるだけではない。

　じっと白火を見下ろし、その瞳の奥に隠かくしきれない埋うずみ火が燃え盛っている。

「一人前の男がお前を攫さらって、何もしなかったわけがない。触れられたんだろう？」

　夜空の一番深い場所に似た色合いの瞳に、心の奥底まで見み透すかされているかのようだ。胸が一気にどきどきと高鳴って苦しい。何故なぜか足が震ふるえる。

　蒼馬は、白火が目をそらすことを決して許さなかった。

　──帯刀さま？　ええと、どこに触れられたかっていうか、蒼馬さま、怒おこってる……？

　ぼんやりと痺しびれてしまったような頭の中を必死にひっくり返して記き憶おくをたどる。

「……あ」

　帯刀にあちこちに触れられたことを思い出すと、それが表情に出てしまったらしい。

　途と端たんに蒼馬が、眉み間けんに深い皺しわを刻んで腕うでの拘こう束そくを強くする。蒼馬の胸に埋まり、ようやくのことで我に返った白火が抗あらがい始める。

「蒼馬さま、離はなして」

「暴れるな。正直に言え」

「え、あ、あの……」

　──正直にって言われても！

　言っていいものかどうかわからない。白火としても、ちょっと困惑するようなことばかりされたのだ。

　それは言いたくないし、今まで綺き麗れいさっぱり忘れていたのも事実だ。帯刀は力ちから尽ずくではあったけれど、結果的に、白火が嫌がることはしなかった。

「あの……手の甲こう、に」

「それは見た」

　そう言いながら、蒼馬が白い手を取る。手の甲、爪つま先さき、関節、指の一本一本にゆっくりと唇を落とし、蒼馬の色に染めていく。

　手に、蒼馬の熱が移しこまれて熱かった。

「他ほかには？　唇には、触れなかったのか？」

「…………」

　これには、白火も口を噤つぐむしかない。

　否定することはできないが、肯こう定ていすることもできない。

　──無む理り矢や理りだったけど……。

　黙だまってうつむくと、蒼馬はそれを正しく理解したらしい。

　苛いら立だたしげな舌打ちに、白火がびくっと肩かたを竦すくめると、顎あごに指をかけ思いっきり仰のけ反らされた。

　無理な体勢に白火が仰あお向むけに倒たおれかけたのを、しっかりとした腕に腰こしを抱いて引き寄せられる。

「ん……っ」

　いきなり深く吐息を奪うばわれ、白火が軽く呻うめいても、蒼馬は手加減しない。貪むさぼるように乱暴な口づけだったが、何故か白火はとても安あん堵どしていた。

　ぎゅっと固く閉じていた瞼まぶたを恐おそる恐る開けると、睫まつげが触れ合って、焦しよう点てんが合わないほど近くに蒼馬の瞳ひとみがある。

　深く抱きすくめられ唇くちびるを重ねて、きっと今、ふたりの間には空気すらも挟はさまれていない。そのことが、泣きたくなるほど嬉うれしいと思うのが、何だかすごく自然なことのように思えた。

　強こわ張ばっていた身体からだの力をふっと抜ぬいて、すべてを蒼馬の腕に委ゆだねる。この腕になら、何をされても怖こわくない。

「白火……？」

　その様子を察して、蒼馬がようやく怒いかりを収め、愛いとしげに目を細めた。

「……怖くないか？」

「平気、です」

　声がわずかに震えている。

　蒼馬は細い軀からだを再度かき抱いだくようにして腕に封ふうじ、遠えん慮りよのないしぐさで唇を落とす。

　髪かみに、耳たぶに、頰に。そして唇に。その間にも、大きな手は小さな肩を撫なで、着物をはだけさせていく。

　一時期口づけに怯おびえていたこともあったから、気き遣づかってはいた。けれどもうそれも限界だ。

　小さな唇はやわらかく甘く蒼馬を酔よわせる。

　甘さに没ぼつ頭とうしていると、不意に強く胸むなもとを叩たたかれた。白火が必死になって首を振ふっている。

　──苦しかったのか。

　苦く笑しようしながら腕の力を緩ゆるめてやると、白火が大きく肩を上下させる。

　たまらなくなって、もう一度唇を触れ合わせようとしたその時。

　どおん。

　山やま津つ波なみのように大きく、床ゆかから突つき上げるように地面が揺ゆれる。

「何だ!?」

　蒼馬は咄とつ嗟さに白火を抱きこみ、蒼馬の腕の中で白火も辺りを見回す。

「地震じわれですか……？」

　それにしては少し様子がおかしい。

　山全体が大きく揺れ、大きな物音が鳴り響ひびく。その中には人の声も混じっているようだ。

　大きく声を張り上げて、怒ど号ごうと共に鋭するどく闇やみを切り裂さく笛の音。
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「蒼馬さま、あれ！」

　障子を開け放ち、白火が指さすその先。

　長く続いた雨がようやく止やんだ新月の闇の中を、ゆらゆらと篝かがり火びのようなものが進んでくる。

　狐きつね火びのように青白い火が、きっちりと整列して根城目がけて突き進んでくる。

「とうとう来たか……」

　つぶやきがひどく苦い。

「蒼馬さま？　あれは何ですか？　何だか、怖い感じがします……」

「──ここから見た限りだとまだ遠いな」

　蒼馬の、外に向けられた横顔は険しい。

　どおんと、再び何かが爆はぜる音がする。火の粉が散って星のように空に舞まう。

　火の匂においの中に、鉄さびた匂いが混じる。どこか血に似た、ざらざらとした匂いだ。

「何の匂い……？」

　蒼馬が低く答える。

「──武器の匂いだ」
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　火矢とは別に、夜空にひとつ、黒く煙けむりが立ち上っているのが見える。

「狼煙のろしか。見張りのやつらからの合図やな……遅おそすぎや」

　すでに根城中が、異変に気づいて騒そう然ぜんとしている。

　庭先に立って外の様子を窺うかがう朱鬼に向かって、遠見櫓やぐらに上って見張りをしていた少年が声を張り上げてくる。

「お頭かしら、大変だよ！　京のやつら、列をなしてこの山に入って来やがった！　討とう伐ばつ隊だ！」

　新月の夜や陰いんに乗じて、うまく姿を隠かくして近づいてきていたらしい。派手な火矢は、襲しゆう撃げきの合図のようなものだ。

「おかしい。何でここの場所が知れたんや……？」

　先日捕つかまえた忍しのびの男はまだ解放していない。仲間が嗅かぎつけてきたのか、それともうまく足あし跡あとでも残されていたのを見み逃のがしてしまったのだろうか。

「やられたようだな、朱鬼」

　白火を連れた蒼馬がやってくる。蒼馬は案じる顔つきで朱鬼を見、青年の腕の中で、白火は案外取り乱してはいなかった。けれど事情は理解しているようで、顔つきがかわいそうなほどに強張っている。

「どうするつもりだ？」

「そんなん決まっとるわ」

「お頭」

　緊きん急きゆう事態を察知して飛び出してきた者たちも皆みな、緊きん迫ぱくした面おも持もちだ。

　浮うき足立つ空気に、朱鬼はゆっくりと笑う。鮮あざやかに、楽しげに。

「朱鬼？」

「何を迷うことがあるん？　あれは敵や。敵が攻せめてくるんは、別におかしいことでも何でもないやないかい。普ふ通つうのことや。俺ら、遊んでんのと違ちがうで」

　どおん。

　火がかけられた木々が燃えて倒れ、根城のある山が、麓ふもとから荒あらされていく。

「また火柱が上がったよ、お頭！　あいつら、火矢を放ってる。この山を焼き尽つくすつもりかも。どんどん近づいてくるよ！」

　遠見筒つつを握にぎった少年が次々に報告し、違う少年が武具庫からありったけの刃は物ものを抱かかえてきて、どさりと下ろす。

　討伐隊の掲かかげる松明たいまつが、もうはっきりと見えている。怒号が響き、夜の静せい寂じやくを容よう赦しやなく切り裂いて乱す。

　庭に下り立った朱鬼は、愛用の長ちよう剣けんを鞘さやから抜き放った。闇の中でぎらりと光を放つ。

「仰ぎよう々ぎようしく鎧よろいで身ぃ固めたのが、ようさん来よったで。こら、こっちも丁てい寧ねいに出で迎むかえてやらなあかんわなあ？」

　半月の形に緩く反り返った刃やいばは、厚みも切れ味もその辺のなまくら刀とはひと味違う。朱鬼と共に数多あまたの血を吸い取ることで輝かがやきを強めてきた、朱鬼の半身のような刀だ。

　沸ふつ々ふつと力が吹ふき上げてくる。身の底から湧わき出し、今にも迸ほとばしりそうに溢あふれるこの感覚。

　──炎ほのおや。

　自身から燃え上がる炎の感覚に朱鬼は身を任せる。

　衝しよう動どうの炎。

　復ふく讐しゆうの炎。

　この炎に炙あぶられている限り、彼はどこまでもどこまでも駆かけ抜けることができる。

　力を分け与あたえるように、力を分け与えられるように刃に唇で触ふれる。

「瑪瑙」

「はい」

　朱鬼の背後に控ひかえていた瑪瑙も、すっと細い剣けんを抜く。こちらは細く軽かろやかな白剣だが、その切れ味は凄すさまじい。水すい滴てきの一ひと滴しずく、髪の一本であろうとも真っ二つに裂くことのできる鋭さが瑪瑙の武器だ。

「頼たのむで」

「はい。京の人間など、一歩も入れはしません」

　凄せい惨さんなほどに美しい、血を思わせる真紅の唇くちびるがいびつに歪ゆがんで笑えみを模かたどる。

　朱鬼が安心して背中を預けられる、彼の守護神──それが瑪瑙だ。

　襲おそいかかる敵を手当たり次し第だいに薙なぎ払はらうのが朱鬼の役目なら、瑪瑙は近づく敵を容赦なく叩たたき潰つぶす。その冷れい酷こくなまでの手段と腕うでは類を見ない。

「よっしゃ、行くで！」

　身を守るための鎧の類たぐいをいっさいつけず、朱鬼が飛び出していく。一ひと塊かたまりの人間がそれに従い、瑪瑙の周囲に少しばかりの人数が残される。

　戦いが始まる。

　絵空事ではなく本物の、痛みと悲鳴と血で織りなす戦いが始まる。

　その光景を、白火は琥こ珀はくの双そう眸ぼうでじっと見つめていた。










　根城を取り囲む松明が、まるで火でできた海のように無数に揺らめく。

　統とう率そつの取れて一糸の乱れもなく整列した一団が、矢を番つがえて戦いの開始を待っている。

　一通り火矢をしかけたあと、攻こう撃げきはぴたりと止んだ。力を見せつけた後、朱鬼たちの降こう伏ふくを待っているのだ。

　その居い丈たけ高だかさが透すけて見える態度が、朱鬼の癇かんに障さわる。

「あれは、検け非び違い使しじゃない！　装備からしていつもと違う！」

「何だ、この人数は……！」

　討伐隊の人数を目まの当たりにして、土つち蜘ぐ蛛もの男たちが呻うめく。

　ようやく根城のありかを突つき止め、京も本気で討伐しようというのだろう。

　押し寄せる大群、射かけられる火矢、馬に乗り甲かつ冑ちゆうに身を固めているのは、治安を守る検非違使ではない。

「お頭、あいつら一体何だ……!?」

「衛え士じや。帝みかどお抱えの、最強部隊といったところやろな」

　治安を守るのではなく、実際に戦うために鍛たん錬れんを積んだ猛も者さの群れだ。今までの戦いとは規模も気合いも違う。

「衛士!?　何故なぜだ！　俺らを皆みな殺ごろしにするつもりか!?　俺たちはただ、奪うばわれたものを取り返しているだけじゃないか！」

　その声も、討伐隊には届かない。彼らは、土蜘蛛を一いつ掃そうすることが使命だ。

「……そうやな。向こうさんも本気みたいや」

　朱鬼は、手に握る剣の重みを味わうように柄つかを摑つかみ直す。

「逃にげたいやつは逃げたらええ。今逃げれば、まだ間に合うで」

　近くにいた男が、ふっと笑う。

　朱鬼の冷静さに、逃げ腰ごしになっていた者たちも己おのれを取り戻もどす。

　そうだ、我々はもとから、京とわかりあう気などなかったのだ──捕とらえられるくらいなら、いっそのこと。

「ここで尻尾しつぽを巻いて逃げるくらいなら、最初からお頭に従いなんかしませんよ」

　ここにいるのは土蜘蛛の人間たち。朱鬼の夢に魅みせられた者たち。

　帰る場所を持たない、ばさら者たち。

「せやったな」

　朱鬼も笑う。諦てい念ねんはいっさい含ふくまず、不敵に。

　いつだって、負けるつもりで戦いに赴おもむいたことなどない。勝つ気でしか挑いどまない。命と命のやりとりに、油断などしない。

　全力で挑み、全力で勝つ。

　それが朱鬼の、土蜘蛛の信条だ。

「──今や」

　朱鬼の降伏を粛しゆく々しゆくと待っている討とう伐ばつ隊に向かい、炎に照らされた朱鬼は軽く手を振ふった。

　それが、合図だ。

「うわあっ」

　命を賭かけて挑む戦いの。

　そこかしこの木々に潜ひそんでいた土蜘蛛たちが、いっせいに矢を射かける。何発かが命中して、雨に洗われた空気が血にまみれる。

「おのれ土蜘蛛め、卑ひ怯きような真似まねを！　それが返答か！」

　討伐隊が怯ひるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて、朱鬼が号令をかける。

「そうや、これが俺の──俺らの返事や！」

　山ひとつ、城ひとつ、夜空ごと焼き尽くすほどに激しい戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされた。










「俺の城、俺の仲間。護まもってやってくれ。頼むで。こんなん頼めるのは、お前だけや」

　朱鬼が、そう言った。他ほかの誰だれでもない、朱鬼がそう言った。

　瑪瑙にとって、その事実だけが重要だった。

　朱鬼が根城から少し離はなれた場所を選んで戦いを仕し掛かけたことに、根城にいる瑪瑙は気づいていた。物音の聞こえる方向は、山の奥だ。

　攻こう撃げき退たい却きやくともに便利なのは根城の正面のほうだが、朱鬼はわざとそこを避さけて戦いにくいような場所を選んでいた。

　山に慣れていない討伐隊を翻ほん弄ろうするためというのも勿もち論ろんあるけれど。

　──お頭かしら……！

　瑪瑙たち根城に残った人間を守るために、少しずつ、少しずつ。

　策を用いて時には力ちから尽ずくで、討伐隊を山から、根城から引き離そうとしているのが、見てもいないのにわかる。

　鬼き気き迫せまる瀬せ戸と際ぎわで、瑪瑙は落ちついて冷静だった。残った者たちで動ける者は皆みな、放たれた火を消して回り、病人や怪け我が人は地下の貯蔵庫にまとまって避ひ難なんしている。

　守ることを命じられた。

　ならば己の全力を賭けて守るだけだ。

　囲いを破り侵入を果たしてきた敵の目の前に刃を突きつけ、瑪瑙は嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「これより先は、僭せん越えつながら私がお相手いたします」

「女だ！　土蜘蛛の女がいるぞ！」

　取り囲まれ、それでも密ひそやかに笑みすら刷はいて、瑪瑙の刃が一いつ閃せんする。朱鬼でさえもが戦せん慄りつを覚えるほどの、鮮あざやかにして容よう赦しやのない太刀たち筋すじだ。

「おひとりに時間をかけてはいられないので、失礼いたします」

　銀の軌き跡せきと共に。

　その場には、断だん末まつ魔まの呻きすら残らなかった。










　戦せん闘とうは刻々と激しくなっていく。

　──圧あつ倒とう的に不利だな。どうするつもりなんだ、朱鬼のやつ。

　忙いそがしく火を消して回っていた白火に、怪我人の避難に手を貸してきた蒼馬が、そっと声をかける。

「白火」

「いやだ。蒼馬さま」

　小さな顔や髪かみのあちこちに煤すすがついて汚よごれている。

　蒼馬が何を言い出すのかわかって、白火は怯おびえたように蒼馬の腕に縋すがりついた。遠くに火矢が落ちる。

「……白火」

「絶対に、いやだ！」

　頑がん是ぜない子供のようにひたすらに首を振る白火のおとがいを指で摑み取り、蒼馬はひょいとあやすように口づける。

「……蒼馬、さま？」

　わざと軽い音を立てて唇くちびるを離すと、琥こ珀はくの大きな双そう眸ぼうが瞬まばたきする。不意を突かれて、白火は怒おこることも照れることも忘れてしまったようだ。

「わかってるんだろう？　必ず戻ってくるから。あとで、泣きたいだけ泣かせてやる。怒ってもぶん殴なぐってもいいぞ。何なら、錦市場の売り物を端はしから端まで買い取ってやる。お前の気が済むまで、何でも好きにさせてやる」

「…………も」

「ん？」

　細い声が、ふるりと震ふるえてそれでも気き丈じような返事を紡つむぐ。

「買い物は、朧の分も」

「それは怖こわいな。あいつは、いっさい容赦しないだろうからな」

　蒼馬がわざと肩かたを竦すくめ、白火もようやくふっと笑うことができた。

　泣かないようにと、きつく食い縛しばった唇はいつもより赤い。優やさしく押しつけられた唇の熱い余よ韻いんが少し残る。

「だから、わかってくれ。な？」

　場にそぐわない穏おだやかな微笑みで覗のぞきこまれ、それ以上は何も言えなくなってしまう。

　白火の根底の怯えを理解しているから、蒼馬は力強く誓ちかう。怒ど号ごうは、だんだん近づいてきて耳に痛いほどだ。

「絶対にお前をひとりにはしないから。少しだけの我が慢まんだ。な？」

「……絶対に」

　血と火矢の飛び交かう闇やみの夜。

「白火？」

　止めることはできない。

　止めたい。

　止めたいのだ、本心は。

　わざわざ危険な場所に飛びこんでいかないでほしい。そばにいてほしい。けれど蒼馬の気持ちも痛いほどわかって、引き留める言葉が出てこない。

　行かないでと、駄だ々だをこねて泣なき喚わめくことは簡単だけれど。

　白火は、涙なみだごと心を飲みこんだ。

　自分も一いつ緒しよに行くとは、更さらに言えない。

　剣けん術じゆつの心得もないし、片かた腕うででは足を引っ張るだけだ。だから、心からの言葉を振り絞しぼる。

「絶対に、戻って来てください。でなかったら、承知しません」

「──わかった」

　蒼馬が力強く頷うなずき、白火も頷く。

　もう一度、ゆっくりと顔を傾かたむけて。

　互たがいに引き寄せられるように左右の指を絡からめ、ぬくもりを確かめるように啄ついばむ口づけを交かわして、蒼馬は素す早ばやくその場をあとにする。

　白火はその後ろ姿を瞬まばたきもせず見送り、きつくきつく右の拳こぶしを握にぎり締しめた。

　本当は、泣きたい。

　右手で、ぱちんと自分の頰ほおを叩たたいて活かつを入れる。

　──しっかり、しなくちゃ……。足手まといにならないように。邪じや魔まにならないように。誰かの役に、立てるように。

　気持ちをしっかりと持ち直して、腹の底、丹たん田でんに力を入れる。

　朱鬼や蒼馬のように戦うことはできなくても、自分にやれることはあるはずだ。今はそのひとつひとつをこなしていく。

「白火、手を貸してください。子供たちだけでも、先に逃にがします」

　瑪瑙の落ちついて的確な指示に、白火も凜りんと声を張り上げる。

「はい！」
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「こんな討とう伐ばつ隊を隠かくし持ってるなんざ、京も相当根こん性じよう曲がっとるわな。それぐらいでないと、頂点は張ってられんのか」

　間断なく飛んでくる火矢の対処は配下の男たちに任せて、次々と討伐隊の衛え士じたちを薙なぎ倒たおしながら朱鬼が呟つぶやく。

　土つち蜘ぐ蛛も百人あまりに比べて、討伐隊は軽くその三倍はいるだろうか。まだまだ背後に控ひかえているかもしれない。

　案山子かかしか子供を相手にしているようだった検け非び違い使しと違ちがい、討伐隊の衛士たちは刃は物ものの扱あつかいにも慣れ戦いに怯ひるまない。向けられるのは真しん剣けんな敵意で、浅黒い肌はだには馴な染じみ深い。

　そうやって今まで一度も京に受け入れられたことがないから、かえって朱鬼の中で憎にくしみが増す。向けられる突つき刺ささるような敵意を、倍以上に撥はね返して獅し子しのように暴れ狂くるう。

　どうして、こうも憎まれなくてはならないのだろう。

　見た目が少し違うだけ、奪うばわれたものを取り返しているだけなのに。

　あの血まみれの凄せい惨さんな京は、己おのれの所業を知らないとでも言いたげに涼すずしい顔で朱鬼を嘲あざ笑わらう。そんなことは許しはしない。

　どれだけの犠ぎ牲せいを払はらってあの雅みやびやかさがあるのかを、はっきりと思い知るがいい。

「うおらああああっ！」

　気合いと共に刃やいばを横薙ぎにすると、一いつ瞬しゆん遅おくれて血の匂においが漂ただよう。

　──何でやろうな。

　笑え顔がおが見たくて、幸せな未来を夢見てここまで突き進んできたのに、どうしてこうも虚むなしいのだろう。

　討伐隊に取り囲まれ、朱鬼の指示に従って仲間が散り散りに散っていく。固まっていては集中的に攻こう撃げきされるだけだ。

　根城を背後に、大きな通用口を守るように朱鬼はひたすら敵を斬きってゆく。いかに朱鬼といえども、次から次へと襲おそいかかる敵を、一時に斬ることはできない。

　戦いに長たけた土蜘蛛の面々でも、朱鬼ほどには戦えない。困こん憊ぱいした者を庇かばい、撤てつ退たいするよう指示を出して、朱鬼は自ら先せん陣じんを護まもり続ける。

　──俺は、負けへん。

　ぐい、と滴したたる汗あせを腕うでで拭ぬぐい、荒あらく息を吐はく。

　余力はまだある。

　大だい丈じよう夫ぶだ。守りきってみせる。

「俺も、性格悪ならなあかんかな。あかん、腹黒さでは勝てる気せえへんわ。京のやつら、筋金入りやで」

「何をのんきなことをほざいてる。そんな場合か」

　ざっと地面を蹴け散ちらして真横に飛びこんできた青年の姿に、朱鬼はその隻眼めを瞠みはる。

　布を軽く被かぶって顔を隠しているが、躍おどるような太刀たち筋すじを見み違ちがえるはずはない。

　剣けんさばきも見事だが小刀の扱いが天才的にうまく、今も懐ふところに持った小さな刃を、敵の手もとを狙ねらっては飛ばしている。

　致ち命めい傷しようにはならないが、戦意を削そぐことは充じゆう分ぶんにできる。

　木の上で様子を窺うかがっていた土蜘蛛の男が、その隙すきに乗じて飛びかかる。

「蒼!?　お前たち、何で出てきたんや！」

「何でとはご挨あい拶さつだな。ほら、よそ見すんな。昔からお前は、注意力が散さん漫まんだった。お前の親父おやじさんが見てたら、今ので間ま違ちがいなく拳げん固こ一発だ。あのすげー痛いやつ」

　わざと骨に当ててくるんだからな、と蒼馬がぼやく。にっと目を見て笑われ、朱鬼もつられて笑ってしまう。

　そんな状じよう況きようではないのだけれど。

　ひとりではないことが、不覚にもとても嬉うれしいと思ってしまった。

「……昔話なんかするなや。それは、数十年後のお楽しみや。今するのは、反則っちゅーもんやろ」

　響ひびき渡わたる剣けん戟げきの音。怒号と剣の硬こう質しつな音と木々のざわめきが飛び交い、夜の闇の中で魔ま物ものが躍おどるように凄すさまじい斬り合いは続いていく。

「それもそうだな。だがお前は手のかかるやつだよ。今も昔も」

「何や。誰だれも助けてくれなんて言うてへんで」

　──こういうもんか。

　戦せん闘とうの際に隣となりに誰かがいる感覚を、朱鬼は初めて知る。

　どうやっても死角になる左側を、蒼馬がきっちり固めているから突き進むことができる。

　ふっと楽になるのと同時に、闘とう志しも湧わいてくる。

　負けられない。仲間たち、朱鬼の大切なものすべてを守るために、何としても。

　負けるわけにはいかないのだ。

　ふと、小さな少女の言っていた言葉を思い出す。

　勝てなくてもいい。負けさえしなければ、それでいい。

「でも助かったわ。この恩は、あとで返すさかいにな」

「貸しにしといてやるよ」

　火矢と刃が、津つ波なみのように後から後から押し寄せる。

　蒼馬は己の顔を覆おおう布を指先でちょい、と直した。さすがに、京で知られているこの顔を晒さらすのは色々とまずい。

「準備はええか？」

　顔を見合わせ、蒼馬と朱鬼はちらりと眼まな差ざしを交わした。再会して以来初めて、ふたりの息がぴたりと合う。

「ああ」

「ほな、一発かましたろか！」

　俊しゆん敏びんな切っ先がふたつ、討伐隊の真ん中に躍りかかっていった。










　山の抜ぬけ道は、獣けもの道みち同然だった。

　一番年長の紅がまだろくに歩けない赤子を抱だき、声を潜ひそめて白火に教える。

「こっちの道をまっすぐ行けば、隣の山に繫つながる抜け道に出られるわ。空井い戸どの抜け道もあるけど、庭先はもう敵の手が回っているから使えない。山伝いに北へ逃のがれるの」

「わかった」

　幼い子供たちが、自分たちとほとんど背せ丈たけが変わらないような赤子を背負い、白火は豹太を背負っている。

「俺、重いだろ。ごめんな」

[image: ]

「気にするな、豹太。それより、落ちないようにしっかり摑つかまっててくれ」

　瘦やせているとはいえ、十歳くらいの豹太の身体からだは白火が背負うには重い。

　荒あら神がみ騒さわぎで足の骨は余計複雑に折れてしまったが、目が覚めると同時に子供部屋に戻もどり、他ほかの傷も含ふくめ順調に回復中だ。

　足あし腰こしの強い白火とはいえ、山道を子供ひとり背負って歩くのは厳しかった。徒歩の子供たちも、まだ小さいのでつらいだろうに、誰も文句ひとつ言わないのは驚おどろいた。

　紅の指示に従い、無む闇やみに泣なき叫さけんだりもしない。ただ、時折足を止めて、じっと、背後で燃え上がる炎ほのおを見つめている。

　木々に阻はばまれて根城は見えない。ただ、立ち上る火柱の天てつ辺ぺんが見える。

　揺ゆれる炎の先せん端たんが、濃こい墨すみ色いろの夜空の底を嘗なめるように焦こがしていく。

　紅たちにとって、この根城が故郷だ。故郷が攻せめられ燃え盛るさまを、脳のう裏りにしっかりと刻みつけていく。

　この悲しみは忘れない。この憎しみは忘れない。

　無言で濡ぬれ光り、闇やみに浮うかぶいくつもの瞳ひとみ。

　こうやって、土つち蜘ぐ蛛もの恨うらみと悲しみは受け継つがれてきたのだ。

「──急ごう」

「はい」

　白火がいたたまれなくなって促うながすと、子供たちが再び歩き始める。

「現れたな土蜘蛛！」

「きゃっ!?」

　紅が機き敏びんに飛び退のき、待ち伏ぶせていた衛え士じのひとりが声を上げる。数人の衛士の一団が白火たちを取り囲んでいた。小さな火しか掲かかげていないのは、今まで身を潜ひそめていたせいだ。

「何だこいつは、異い形ぎようじゃないか！　見ろ、髪かみが真っ白だ！」

「……っ」

　紅の身体がびくっと竦すくんだ。朱鬼に拾われるまでは散々に蔑さげすまれ、見世物扱あつかいされていた。

　容姿のことを言われるよりも、異形だと、化け物だと言われるのがとても苦手なのだと。

　紅は言っていたことがある。

「紅さん、早く逃にげろ！」

　白火は動けなくなってしまった紅の身体を突つき飛ばした。背中に背負っていた豹太も下ろし、子供たちを庇う。

「こいつらも土蜘蛛か」

　子供しかいないことを見た衛士たちが、にやにやと嫌いやな笑いを見せる。手こずる相手ではないと踏ふんだのだろう。

「全員縛しばり上げて、京で引き回してや──」

　金属の弾はじける音がした。

　甲かつ冑ちゆうを突き破る勢いで放たれた脇わき差ざしが、衛士の槍やりを叩たたき落としたのだ。紅の敏びん捷しような動きに反応して、白火は咄とつ嗟さにそれを拾って構える。

「白火！」

「紅さん、逃げて、早く！」

　槍は長くて重い。片手で扱える代しろ物ものではない。

　幼い子供たちだけでは居竦んでしまって動けない。怪け我がをして歩けない子供は豹太だけではない。

「紅さん！」

「白火を置いていくわけには」

「いいから早く！」

　実際に刃やいばを交えたことはないが、長ちよう剣けんも薙なぎ刀なたも、舞まいで用いることがあるので持ったことくらいはある。柚木座で何度か持ち方や構え方を教わったこともある。それを思い出し、精せい一いつ杯ぱいの構えを作る。

「……なんだこのちび、一丁前に構えてるぞ」

「ふん。こんなのでも、捕つかまえて差し出せばいくらかの報ほう奨しよう金にはなるだろうよ。死し骸がいでもいいらしいぞ」

　京の人間が。

　白火たちの舞いを喜んで見てくれていた京の人間が、今は白火に刃を向ける。

　こういうことなのか、と白火はつくづく思い知った。

　白火は芸人だからと蔑まれてきたが、土蜘蛛はそれだけで殺される。

「珍めずらしい髪してるのがふたりもいるなんてついてるな。生かしておいたほうがおもしろそうだ」

　突きつけられる、刺とげのような悪意に満ち満ちた言葉。

「──そんなふうに言われ続けてたら」

　白火の矛ほこ先さきがふるりと震ふるえる。

　生まれて初めて、心底から怒いかりが生じる。

　一生、そんなふうに蔑まれることしか知らなければ。

「朱鬼さまたちじゃなくても、いやになるに決まってる！」

　ぶん、と槍を振ふり回す。

　──動け、オレの腕うで！

　両りよう腕うでで、全力で、持てる限りの力を尽つくして子供たちをこの悪意から守りたい。

「土蜘蛛の子供だ、生け捕どりにしろ！」

　衛士たちが飛びかかろうとする。

「この馬ば鹿か、何を危なっかしいことをしてる！」

「お前らの相手はこの俺さまや！」

　飛んできた黒くろ影かげがふたつ、白火と衛士の間に割って入った。

「蒼馬さま、朱鬼さま！」

「お頭かしら……！」

　白火も紅たちも背後に護まもり、青年ふたりが敵を蹴け散ちらしていく。蒼馬も朱鬼も着物は裂さかれ髪も乱れて凄すさまじい有様だったが、視線だけはまっすぐ前を見つめていた。

「ああもうちくしょう、次から次へと……！」

　斬きっては捨て斬っては捨てを繰くり返し、いかに蒼馬といえども疲つかれが溜たまって動きが鈍にぶくなり始めていく。あちこちの皮ひ膚ふが裂けて血が滲にじみ出るが、それに気づいている暇ひまもない。

　急所や大きな傷になりそうな矛先だけを避さけ、突とつ進しんあるのみで斬り払はらっていく。血の匂においがめまいがするほど濃のう厚こうで息もできない。

　──だから嫌きらいなんだよ、野や暮ぼな斬り合いだの殺し合いだのってのは。

　もはや小刀では役に立たない。衛士から奪うばい取った太刀たちを揮ふるう。蒼馬の剣けんは、奪うための剣ではなく守るための剣だ。

　なるべく峰みね打うちにしたり、致ち命めい傷しようにはならないように力加減を調整し、敵の戦意を殺そぎ取っていく。無む駄だな血を流すことは、蒼馬の意思に反する。命の瀬せ戸と際ぎわにあっても、それだけは譲ゆずれない。

　けれど流れた血の匂いは、洗っても洗ってもきっと消えることはないだろう。

　──皮一枚剝むけば、皆みな同じ人間なのにな。

「蒼！　気ぃ抜ぬくな阿あ呆ほう！」

「悪い」

「くそ、何てやつらだ……！」

　あっという間に形勢が逆転し、追い詰つめられる側になった衛士が憎にく々にくしげに舌打ちし、呼び笛を鳴らす。少し離はなれた崖がけでは、瑪瑙が必死に後こう援えん部隊を食い止めている剣けん戟げきの音がここまで聞こえる。

「ここだ！　ここに鬼おにがいるぞ、来てくれ！」

「俺らは鬼やない言うとるやろが！」

　ばさりと袈け裟さ懸がけに斬りかかられ、呼び笛がことりと落ちて転がる。

「ちくしょう！　土蜘蛛風ふ情ぜいが……！」

　衛士たちが、標的を弱い子供たちに変える。

　紅たちが蜘蛛の子を散らすようにぱっと逃げたが、足を骨折している豹太は、まだ思うようには動けない。

「豹太、逃げろ！」

　逃げ遅おくれて豹太が敵の刃の前に引き出されるのを見、白火は咄嗟に大地を蹴けっていた。

「白火！」

　蒼馬が目を瞠みはるが、敵の刃を受け止めている最中で身動きが取れない。

　豹太を身体からだ全部で庇かばうようにうずくまった白火の背中に、白はく刃じんが降りかかる。衛士たちは躊躇ためらわない。

　──あかん……！

　考えるよりも先に、朱鬼の身体が動いていた。

　白火の見せてくれた優やさしい『土蜘蛛』。『土蜘蛛』の巡めぐる因果。どこかで断たち切らない限り永遠に巡り続ける、不毛の輪りん廻ね。

　あの舞いを観みてから、ずっと思っていた。

　ささがに姫ひめが、一言頼光への愛を言葉にして伝えていたら──頼光が、それに気づくことがあったなら。人と化け生しようが、もう少し互たがいに歩み寄れたら。

『土蜘蛛』は、ああも哀かなしい結末にはならなかっただろう。

　豹太を庇って白火も殺されれば、またも悲しい因果が巡る。

　もう繰り返すわけにはいかない。今こそその輪廻を断ち切るべきときなのだと──小さな背中に、教えられたような気がした。

　何より、白火を殺させるわけにはいかなかった。この根城の山ごと、すべては朱鬼の守るべきもの。大切なものだ。

「邪じや魔まや！　退どけ！」

　今まで刃を交えていた衛え士じを力任せに振り払い、手を伸のばす。

　白火と豹太の腕を摑つかんで一気に引き起こし、勢いをつけて蒼馬の背後へと放ほうり投げるように突つき飛ばす。

「蒼！」

　──間に合おうた……！

　次の瞬しゆん間かん、朱鬼の全身に衝しよう撃げきが走った。

「朱鬼！」

　剣を握にぎる蒼馬の、悲痛な声が聞こえる。

　朱鬼は、ゆっくりと瞬まばたきした。

　ぐらりと、右目だけの視界が揺ゆれて遠のく。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくが訪おとずれる。

　時が止まったようにゆっくりともどかしく、すべてを遮しや断だんしてその色一色に染め抜かれる。

　むせかえるような血の匂い。

　束つかの間、白火は何が起きたのかわからなかった。それは、朱鬼も同じだったようだ。

　目を見開いたまま、白火に向かって、乾かわいた唇くちびるがかすかに動く。

　──何、や……？

　この違い和わ感かん。白火が驚きよう愕がくに目を見開く。

　──何を、そんなに驚おどろいとるん…………。

　どう、と何かの倒たおれる音が、自分の倒れる音だと、朱鬼はわからなかったに違ちがいない。

「朱鬼さま…………!?」

　仰あお向むけに倒れた朱鬼の身体は。

　右みぎ腕うでが、肩かたから切り落とされていた。

　衝撃のままに弧こを描えがいてどさりと落ちた右腕は、剣を握り締しめたまま。肩から溢あふれ出る血が、地面を濡ぬらす。

「朱鬼さま!!」

　すべてを目まの当たりにした白火の、迸ほとばしる悲鳴が戦せん闘とうの夜を震ふるわせた。




　　　　[image: ]




　討とう伐ばつ隊の隊長が、帰京するやすぐにその屋や敷しきに赴おもむき、美しい侍じ女じよが中に案内しようとするのを断って庭先の玉たま砂じや利りの上に膝ひざをつく。

　黒の甲かつ冑ちゆうには血がつき、この清せい浄じような屋敷を穢けがすには忍しのびない。彼らは京の影かげを守る治安部隊だ。普ふ段だんは人に紛まぎれ一いつ般ぱん人の振ふりをしているが、要よう請せいがあった時のみこうして屈くつ強きような武人へと姿を変える。

　奥おく座ざ敷しきから襖ふすまを開けて出てきたその人の気配を察し、隊長は深く頭こうべを垂れて恭きよう順じゆんの意を示す。

　今自分を見下ろしている青年こそが、この討伐隊を組織した人物だ。

　実質の取りまとめを任された隊長は、この皇子に深く心しん酔すいしている。

　身分の差に惑まどわされることなく、剣の腕うでや忠誠心を買って、選よりすぐりの討伐隊を作り上げてくれたからこそ今回の土つち蜘ぐ蛛も討伐も首しゆ尾びは上々だ。

「難なん儀ぎであった」

「は。恐おそれ入ります」

「捕とらえたか」

「親玉と思おぼしき男を」

「そうか」

　土蜘蛛一いつ掃そうを帝みかどから任じられた最高責任者である皇子は、銀のきらめきを放つ髪かみをなびかせ、京の空の遥か彼方かなた、蜘蛛の根城の方角を鋭するどく見み据すえた。

　不可視の蜘蛛の糸が人の世に絡からみつく。

　断ち切ることこそが彼の務めだ。

　ぱちりと、鮫さめ鞘さやの柄つかを鳴らす。

「宮中に仇あだなす不ふ遜そんの輩やからを、生かしておくわけにはいかぬ」










　京が、全山真っ赤に燃え上がる紅葉もみじの季節。

　山の木々を血の色に染め上げて、混こん沌とんの季節はまだ終わらない。









　あとがき







　最近、時間があっという間に過ぎていくような気がします。我が家の時計は、いつの間にか15分進んでました。出先に予定よりやたらと早く着くのはそのせいか。

　こんにちは。河合ゆうみです。

　今回は、色々と騒そう々ぞうしいお話になりました。何せ新キャラが天下のお騒さわがせ男で（以下、「あとがきが先」派の方のために自じ粛しゆく）。あらゆる意味で賑にぎやかなキャラでした、朱鬼さん。白火と蒼馬がすっかり振ふり回まわされてしまっています（苦笑）。瑪瑙はクールな苦労人……。

　少々慌あわただしいのですが、サカノ景子先生！　今回も華はなやかなイラストをどうもありがとうございます！　ラフをいただくたびにぴょんぴょんはねて大喜びしております。

　担当ももんがさま。いつもいつも、ももんがさまの的確かつ愛の溢あふれるご指導に励はげまされております。ありがとうございます。これからもがんばります！

　そして、今お手に取ってくださっている皆さまに、心からの感謝をこめて。

　またお会いできることを祈いのりつつ。


河合　ゆうみ　　




















本作は能を題材にしたフィクションです。内容には一部、著者の創作が含まれておりますことをご了承ください。
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